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ご鋲修

在マカッサル日本総領事

~tスラウLシ日本人会

名公会長 1凌辺電量勝

今年1)1に在"?iJッサ/レ総領ギとしてお宅任しました渡辺孝紛でございます。北

米ラワェシ州には、 。月の同州公式訪問と、 7月の海上自衛隊の練予rtR藍隊ピト

ン税法11寺の2制すでに訪問して、日本人会の方々にもお円にかかっております

が、 この機会にあらためてJiJ!.任のご挨拶を申し述べたいと患いますu

ヰヒスラクェシのマナド、ピトンのあるミナハサ半島と日本とは、歴史的にも深

い関係にあり、特別な親近J穫を抱く間柄となっています。それそむ船舶しか交

通手段のなかった半世紀前、ミナハサ半島の滋!土、蘭印の策の表玄関であり、

日本とは、駆除的に一審近い土地でありました.昭和 11 ~9 月時点で、ミナ

ハサ半島に在住していた邦人数は、 320~、そのうち、ピトンに 14 0名、

マナドに71，sいたとの舘録があります.日本の領事官官が附設されたのも早く、

在γ ナ K帝国領事館は、昭和 12年 12月に開設されております。(伝マカッサ

ル帝国領事館が開設されたのはその4年後の昭和 16年2月でした。)

ミナハサ地域は、}!et光明繍で、畿な向然と穏やかな人情の感じられるところで、

日本の原風来のふるさとを思い出させるものがあります。日本人が感じる親近

感は、我々の組先のど二かでónのつながりがあるのではないかとふと l~ じさせ

るほどのものがあります。また、田Tの雰囲気が、闘放的で、どニか包容カのあ

る明るい印象を与える土地柄でもあります.サーピス厳禁の開発のテンポち速

く、自然環績との調和といった21世紀の人績の繰題にも直cliiしているように

も思えます。

このたび、関係者のご努力により‘ 3年ぶりに日本人会会報 Iqルシウスj が

発行される運びとなり、総に喜ばしい次第です。過去の会報誌をmめ、一泊り

読ませて1寅きましたが、その内符は、統み物としても而白く 3廷に充実しており、

また、よく翻べられた鐙箔な斜線が術総しており、資料的術館の治;でも尚〈許

備でさるとの印象をもらましたのそのよう々伝統ある fタルシウスJb'、織を

持して再び編集会れることとなり、協i係者の然意iこ大いに期待しているところ

ですれ



B本とミイハザの関係{立、過去にいろいろありましたが、今また一つのalJがり

偽:こ差し僚かっているというようにも思えます.

その一つの秒IIとして、今年に入札マナド、ピトンの口本人纂地の量産科目問題が

位上してきたことが挙げられます。この地には、水産関係者が明治のi時代から

大勢移り{宇んでおりました.また、先の大戦の関係でも、多くの方が当地でお

亡くなりになっておあられますユこのような方の小には、~郷の念を感じなが

らも、ニの地に身をうずめる覚悟で働かれ、土地の発展に貢献さ九た方Aや、

あるいは、心ならずも単品摘に巻き込まれ、ニのJiliñ<~F;慢の母期となった方4 も

おられます.このような先人の努力と犠牲の上に、今日の我均日本人が存在し

ます。それは、頭の中ではわかっていても、実際、そのような方h の鍍を称え、

i忠ぶために日本人墓地や記念碑を盤{信しようという動きが沸いてくるのは、日寺

2ト縁が必E主;でありました。

実際、我.々の筏先の~が荒れ放題になっているのを自の前にすれば、同じ円本

人であれば、それを見過ごしていくわけにはいかない心情となりまオユやはり、

由緒ある岡本入社会にとっては避けでは通れない奴題であります。そして、今、

ちょうどそ.のタイミングの飾Bにさしかかったような気がします"

日本人基地維持i濁筋1立、どこの H 本人会にとっても、自分速の~綴l紬を守るよ

うな大切な仕事で、この問題が、北スヲウェシ日本人会で、実.実11に取り上げら

れるようになったことは、}時代を何1するもので、関係者のご尽力と使命感に

敬意を払うとともに、日本総領事館としても{同!断的に、必婆かつ可能な協)J:を

したいと存じます。

もう一つの(~Jは、彼殺の経済制係緊密化に伴い、昨今、大勢のミナハサ人が、

日本に就労を目的として渡目するようになり、緩滅危機以来、特に合法、非合

自在での口木滞i'E・就労者が増大しているごとです.これは、場合によっては円

本とオヒスラウ五シのこれまでの良好な関係に影幣及ぼしうる問題を内包してお

り、総領事館としてもその動向を注視している次第で寸二

このように、北スラウI シと日本との附係をめぐる変化に伴って、北スラウ 1

シ日本人会の活動も新たな局ffiiに入っていくらのと恩われます働新1:-な局面11、

新たな発艇の兆候でもあります。援史と伝統のある北スラウェシ何本人会の今

後r;)-J宵の発反sを期待して止みません。

(先)
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実しいおの留にお鱒レ疋日本総鎖~のメッセージ
2003王手8F，J4自

主主マヵッサル総領事足

E主遁 ~i語

メアドのliÐ'は、色とりどりのき長しい1吉がいっぱい~いているおの聞です. IJ¥'(gI(t. 1oを

みTtり育てだりするのがすきです.日本は、四季軒々にあが映さ、人々のかに潤いをちた

らし.日本人の鍵量産を量豊かにしていますe このメナドのI!!Tがこれほど祭レい認がいっぱい

咲いていると曾うことは、メナドのの人身がg然とmm表大切にし、?gの事Eレ古を量定する

ことのできる倒錯量豊かな人であ否認1001さとおもいます.

小宮のマa力~'!:tルの公邸にち色とりどりのランや、名宅ヨレらない~いæ‘鍵色，，\~、 a
A沼、 バナナのおが一杯咲いており、それを大切に育てて濁ります.
とζるで、留置盤、

小吉弘、乙φ~~に咲く絡をどん尽に大切に育てても日本 1<:符って帰ること惨できませ

ん. 自分の所有~r;:院でさ・ないのです.自分tfl7誌を大切にしているの思、その美しさを大
切にレているのだあって、その援レさは、人の似が受η広めるちのでありますから、自分

の所有者窃広しなくてもよいわ付です.

しかし、よくよくさえてみれば、 もともと僑箆あるちのほど自分の持ち物広はできない

ということであります.いや、量百笹のあるそ5のほど自分の持ち物Cレなくてちょいのがち

しれまぜん.

自ままにとって夫切な子供のζ とを考えてみまじ長う.子供は績にとってなにより大切な

のですが、羽民主、自分の子供といえどもその子を重量占することはできまぜん.子供は織の

所有絢で民主なれのです。 Z誌ができるのは 「侵かりちのJの子供が一人olJl<:なるまで大切に

漕て忍ことだけです.

ところで、大切なものとレてこの世巴はお金があります.人は、お金などを自分の符ち

織にしたいという量展望にかられ態ちですa しかし、人胞の過ちの室長くは、この自治のも

の乞レTëいという強い~tiからきます.何でも自分のちのにしてしまいたいという思いが
頚ちの鎮芯Cあります.

人• .IIl隠、鰐司5搭請~srに笠Zきまれてきて、俺も}暫た9' t.:死んでゆくのになぜものに恩電車ずる

のか.よく替えてみる必震があります.

そのwの餐は、 自治定けの定めでな〈、それを畿でる人すべてのためです.そのような

ーさこそ跨代や民僚や園Iiiを通えたま章濁鈎な錨箆であり、人のゆに訴え、伝わるちのである"
策レいから穫の0なとわからないと仙う~~は飽滋いであります.なぜなら、 Cの黄色でち
官官レ山田舎の勉ほど美じいfefJt咲いているのをき史怒この自でみて震かめているからであり

、.
A 
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ます.8*でも現代人よりもコと物質的に重唱しかコ疋替ほど.ちっと1!;1こI玄関l白があコた

の&t84:の文学のE章受をみればわかります.

このような雪ヌふは、日本人の鈎ならある怨陰湿 じます.8~人のゅのま量!こは、 人生をそ

のように法解すあ哲学があるからです.重量均はそのような警え行を持者の思績とか織の必と

か訟砲します.

外国人。から箆ていると、B'J在の日本人IC!、お金やちのだけに鴎ゆがあるから、 経波発車道

じたのだと1!S1IIliしてしまう鋭いがあります.しかし、実のところは、外菌人が、 日本にf!

S、 日本人と1)こしの略悶でちー諸にいればそのような~mは間違いだとすぐ犠i ります.

8耳E人の再訟の漂いところ!こは、 ちコと軍司担事的lこ量百億の芯いちのを滋い求めているのですe

鎚質的な繁栄のゆでも決して路神的怠価値や、伝統や文化的な億盤を失わすそれを大切に

する白本人の8を他の聞の人にち理鰐じて欲しいと怒ってい疋のでぎが、この美しいメナ

ドの人ならそのような臼本人の~{d;よくご理解いだだけるのではないかと線います.
〈了〉

ニのメッセージは、去る 20 ()芯年6月 21伺の、，I[a11 l-Ido PosL"に跡f&されま

した。ご毛主考乏でにその切抜さを次買に添付孜しまサー。

4レ



M anado Post 圃 SABTU，21 Juni 2'003 

esan Konsul Jcnderal Jepang 
( i ~1依assar. Motokatsu Watanabe 

~ Ianado B unga Indah 
h.OTA Manado adalah kola kcmbang di m加 a

、:rbagaibunga warna-wami berkcmbang， Sayasuka 

mchhat dan mcmclihara bunga. Di Jcpang， pada 
5etlapmusim berkernbang bunga yang berbeda beda， 

rr，.:rnbcrikan ketentmrnan bagi hati setiap manusia 

d担nmemupuk perasaan hall rnanusia Jepang. Ke$al1 

5a)8 adanya dcmikian bany沿<bunga yang ind必1

oerkembang ui kota Manado adalah hukli bahwa 

...持yarakalManado mcmenLingkan alaln dan 

:ngkungan hidup. sefla dengan pcnuh pcrasaan 

勺釘1cim釘kcindahanbunga. 

Di kediaman saya di Makasar， juga bany依 bunga

neka wama warni sepeni anggrek， bunga warna 
merah， kuning dan pmih yang saya tidak t油u

namanya， sena bunga pisang. Sily日 mcmelihara

ば mu加 yadengan baik. 

Walaupun saya memeJihilra bunga di kediaman 

saya dengan pcnuh pcrhatian， lapi saya tidak dapat 
membawa pulang bunga-b.unga lersebui ke Jepang. 

Dunga-bunga I1u tidak bisasayajadikan milikpobadi. 

Saya mernlihara -bunga berarti saya memeliham 

keindahan bunga itu. Keindahan bunga itu akan-

dilasakan olell "“11 manUS.3 
sel1i"日gabunga Iluak perlu 
dij3dlk，'Ul nllhk prlb制li
Apabila dlplklrkall lehih jauh. 

hal ilU bcran. scsualu b制Klayang
nilair、yaS(!Jnak川 1川99'tidak 
dapal dl)ud1kM mlllk pribadi 
Alaυ. semaklll IIl1g9' .111制 benda
Ildak perlU dJjachk羽1IIIIIIIkp"badi 
Hal 111. 肉、en)約d.)elぬsdpabila 

kt1l bcrplkl( 1"'"1ぬn~ “nak

yy司1<1'-1μIHI rll)i，IK :)tlng¥¥l pcnl1ng 
b局自10(a"9 IUil. or3119 111" lldak 
boleh mc肉、。nop()lil1Y" "̂おk
bukanlah barar、yfllllik(jlang lua 
Apa yang c;1RPHI clllakukan orang 
lua hanyal"h 111刷nehharaanak 
deng3n pAIlUh kas，h sayang 
S(llIlpal Anak lcrscbul menladl 
dewasa 
UAnCl Mlalah salahおalubenda

yang berharg.a ，11 dunlol Ini 
Manusia ccnd削 ungbcrnafsu 
υnluk mcmlllki uang ̂ kan tClapi 
selJaQI剥n1，時50rda rI kesalahan 
yallg~ ddakukao manUS'8 
iJIse6Abkan karcn，~ nalSll yanU "、ginnlemlllklllYl1 Kelnginan 
m臼nonopollapa s例制川enjadi
dasar da" kcs;:tlah81l 11)1 

MC(lQapa maOuSI8 twru.，bu 
n¥(lI1¥II'1t1 benda? Padahill， I~I\U 
ldnpa me打1I1iklapapun (j ~ n 
m引lInggal日 npamcmb:lwa 
..'pttJlUll Pertanya(in ，"， pl'rIυ 
dlplkllkan balk-balι 
K制 同t.lhanbunga Iltlkllll h，lIlyJ 

unluk d，附yascnchn目 akanICl.lp 
unluf $cmua oran9 ynng 
mcnC1nlalnya. Keindahan SCf1(l111 
11υlah nilal UIliver詞 Iyanglldak1'" 
Ik制 .1刷、9，，，，t却 la57all唱n.hfllllJ・1

dill1 tJalas ne!)ara吟Olllo<:IOJ
Il1tln99ugah hali manusia 
l̂tJurnen bahwa kemlskinJn 
m刷、yebabkan or8n9 flda~ 
m割v"t唱rgal以mgaadatah岨 Iilh
Sayasωahrr割 lh3ts研、dlll!.>ahW;J
luSlru dl ped回 aanyang t~lg1<~1 
kP.selahleraannya leblh relldllh 
bal1yak berkembang bυn!Jil YII11CJ 
In(jah OIJepang puri. pMIi 1<Il1l;-1r1 
.hrlu kehka secara malllfiAI let"h 
IlIlhkln daripada daw自封筒 Ini. 
H刷内υR唱mllnalUhpE"hAliHIIIHlJlh 
l由民 pada bunga. Hal ini dapAl 
dlkelahUl apal語lameJih削判剛山
恥印刷問削 Jepang
Pemikiran tersebul di ぬllJ~

dapaldipahamidianl8(1! sesam.， 
ora.19 Jepang samp副 lingkat
lerlenlu Hal Ini d.sebatikan 
karerlll a~anY!l. fitsafal yanll 
mOI nahami kehidupan seperh ，ri， 
~alHm Iubuk ~13h orar1_ij Jep'ang 
K加山 menielaskanPem耐ilan
sωpelh Ilu sebagai pemlkuan 
.l1il1，l. alau hali ・・zen"
Kadang. kala orang aSIn!J 

menyan!lka _ bahw8 Jepllng 
berhasil berkembang si!car“ 
ckonom. karena印刷9JeplUl9 
hanya mcnaruh perhaiian p刈dゐ

uang dan bcnda safa. Sebenar 
nya. apJbila 0吊 ngas.nq perql 
kc Jcpang dan mcnghabiskal、
waklu be(S31n3 orang Jcpanfl 
walaupunseben阻r.'1;Iakan lahu 
b，IIII"<I pengert旧nsepρ111 Ilu 
ddaldll5alah 
。刷、gJ郎副g.d3lam ICJI~ ，k hil" 

ya句同IlClQdal白羽，附 田川I叫却JIU
yang蛤白hbnggi r由町yas侃 Jra
勾M、加alTad間関関yahanva岡市、
問符ja凶 agard3pal 11官何13h.lm<
hal・凶吻田必pang.yang明 13lヰ)1.0'
bfuada dalam kertmkmwtin 
fI¥rit削凶118回p回国pltclaklY削"paka"
JlIIJ'sp剛IL且1.lradisl.oonn自由bud:;ly<1
Malal刷 、menghargalS9JnUrl IhJ 
:;:~y(j y抑制l剖11¥¥'a印"''9y川 qhidll，.，
.h MHllado yang indah dapat 
"剛uuhamihnll加 n日日 JCpanll
叩間町蜘.



ご挨拶

4ヒスラク L シ日本人会

会長前田良Hg

ー-主要抄汰致しております。小生、業務の関係で昨年中頃から日本国内並びに議

i豆、出かけることが多くなり、中止管織とはお会いできる機会に忠まれてお

h 支せんが、その後もお変わりなきことと祥事詩致しております.

j、金の留守中lよ、平野総高IJ会長が代わって、何かと皆様の面倒をみさせてもら

っているのではないでしょうか.

主て、この IタルシクスJは今回で9号となりますが、創刊号発行1土、 199

8年5月三次ノVレト政権が勝抜し、ハピピ新政4撃が縫生して2ヵ月後の 7)司20

Rでした。振り返りますと、その前年 7月から、アジアを中心とした金訟危機

{クリスモン)が始まり、インドネシアでは一番深刻なものとなりました.社

会不安が~り、我々も泌ち4きか/;t.い日，々を送っていたのです"その食中 、 当地

在住者間}での貌陵促進と巡絡紛の整備を目的とした I北スラウェシ日本人会J

が7月9日正式発足しました。

IタノレシウスJは、その機関紙として産声を上げたのですが、 )11ロ博康さんと

川井縫こさん左いう二人の熱心な線集者のご努力で、日本人会誌としてはあま

り例のない密度の濃い機関紙に生育して行きました。しかし、残念なこことに

このおニ方が、 2000年新年号 (8号)発行後に新任地八向かわれたため、

遺憾ながら発行が中断してしまいました。

そうこうする内にピトン在住者の顔ぶれも少荷代わりました。 2002年の伝

でしたか，皆でゴルフしたあとピールを飲んで世間話をしている際、ここへき

ては本なしたからには、自分がニニにいた記しになるようなものを銭したいと

の意見が出ました。そこで fタルシウスJを紹介しましたところ、中断させて

おくのは勿体ない再刊しようとのことになった次第です。途中、少々もたつき

ましたが、ょうやく今回の9号にmぎ託けた次第です。

日本人会長として、会誌 iタルシウスIが継絞発行でき、非常に怒んでおりま

す。会員のご協力があったればこそと感謝致 しております。また.これにで発

行にf衣}Jδれてこられた先任編集者へのお礼ができたとも思っており生す

同P



年 10月、アジア0)自主{l--jきそを乗せた友好の船 rlJ本丸lが亙身堂々とピトン

入港して重量りました時には、胸を張ってこれを迎えた記憶があります.附く

ころによりますと、:tさる 7月20口には、海上自衛隊の練習艦隊が等港ずる
。、

これまでの fタルシウスJI.:.t持政し紹介されてきました第二次世界人-戦時のロ

ー=mによる占領記録やこの地を統治した祭位、期内袋獄中佐に関する記述が思

、円され、感慨無訟であります。

なお、在来の~~スラウェシ州は、地方分権政策{オートノミ ・ ダエラ)の一環

で、 2001年 2月 16日をもって、北スラウェシとゴロンタロq)2州に分割

容れました。従って、この会の名も新しい呼び名に変更すべきかとも存知ます

が、二れについてはいずれ皆様のご意見を伺うこととして、今岡は歌の庖名よ

ろしく「古い名前でJ出させてもらいま した。怒しからずご f糸ドさい。

段念ながら、 IJ、生、この会誌の発刊が予定されている 8月にはまだ、内地にお

りますが、この紙而を借りまして、皆様のご健勝とご発展をお祈り申しあげま

すと尖lこL 皆織との再会の日を楽しみに致しております。

2003年7月吉円

n本丸

.守



タノレシウス統刊について

じ戸、シニアゴルフグループ、前回日本人会長、マグロ缶詰等の専門家、外関

与. B1Lun巨港コンテナヤード建設のコンサルタン~， .f.i聖子さんとは、よくゴ

~-.'Iの後、レストラン Xanadu， Sunset、でよく 一杯やりながら、世間誌をし

ても‘ますが、日本人会誌タルシウスの話しも良〈出て、特に石野さんは興味を

持たれていましたので、皆んなでお頗いしたり、けしかけたりして続・局、続初l

を必勝いする事にJなりました。

fj.が、一番けしかけたほうで、そのくせさっぱりお手伝いもせず、原稿ぐらい

はと、犠く考えていましたが、やっぱり締め切りの4月末に間に合わず、延長

をお願いしたり、右聖子さんには、本当にこ'苦労をおかけする本になってしまい、

申し訳無い事をしました.

その上、テ'ング熱にかかり入院されたり、大変だったと思います、ゆっくり編

集してくださいよろしくお鋭いしますユご苦労様です。

p1' STNAR ABADJ CEMERLANG 

吉閉会志

eomail: my24@indosat.neL.id 

『
バ
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入会のご挨拶

2 0 0 :J 年(j fj~ 行口

β本港湾コンガ Jレグント (JPC)ピトン事務所

石野

JPCの石野赫(いしの ・あきら)と伴lします。 20()1年9月 13 I:lにピトン

に参りました，今年末ぐらいまで駐犯すると.思います。あと銭すところ僅かで

すが、宜しくお願い申し上げます。

仕事は、EiF日本の建設会社「リンカイj さんが施..[rf1の、ピトン捲コンテナ

ー総額、コンテナー ・ヤード並びにその関連施設工事の設計 ・施工監理であり

ます.今、 JPCの臼本人駐在員はねも入れて2人です。クパン港の同線工事(同

じく日本人2人が7ii-E主)とワン ・パッケイジになっておりますので、ジャカノレ

タiこは所長の今村:Jf.孝が駐在し、所現場を統括しております。

建設屋l立、工事がある場所に移動し、そこで仕事をし、それが終わるとまた次

の現場へと移ってまいり玄す。ここへ来る前i立中部ジャヲのスマランで伺じよ

うなコンテナー偉頭やヤード工事の施工監理をしておりました.かの地でもこ

ζ と同線、駐従されておられる日本人の方均と幌広いお付き合いをさせて頂い

た次第'ですが、小金、いろいろな土地を移動してまいりました本から、遂には

fジプシー系石野Jなる f号Jを頂きました。本人は、自分の歩んできた道を

思いますと、この呼び名を fなるほどよくぞお付け願ったj と自分ながらf佑足

している次第です。

その名付け親{立、本誌に特別投稿されておられるスマラン在住の河野続優{こ

うの ・ちかまさ)殿です。

さて、このジyシー。 インドネシア共和国の~はアチェから、メグン、パグン、

パレンパン、ジャカJレ夕、スマラン、ジョクジャ、ソ・ロ、マラン、パリクパパ

ン、で仕事をし、そして今はピトンで皆様のお世話になっている次第で寸 。

しかし、ニこはこの国でこれまで縦験した他地方の雰関気とはが1")り巡ってお

り大変統合ました。"%は、 1!:l !:l 9年 loflに一度、土地感を潤んでおこ うと

の目的で、 γ ナドに27拘し、あちごち見てさ歩さました。その時r.t、誌にIItl< iI!J 

。
J 



教会が多いな、乞食がいないな、ぶらぶらしている宥省の姿が少ないな、そ

ニLても綿子ーの木が多いな、程度の印象しか持たなかったので寸。

こゐtJi今般常駐して、二ちらの人々といろいろ接するの及んで、図書主ガル一

切〉足JCに幸子かれた fBineka飢mg酔1IkaJ (多様性の中の統一)の国是を実感

ている次第です。

'的地liキリスト教徒が 75%とか。総人口の 95%がイスラム教徒と Jわれる

ーの同の中にあって、この高llll立驚きです。

これまで働いていた地方では、朝はいつもそスクのミナレットに取り付けられ

乞スビーカーから統れるアザーンの声で自を覚まされていました.それが、こ

こでは教会の鎗です。朝 59寺前、斜め前にあるシオン教会の鐙の管と共に礼拝

;こ向かう人の.fi':1fと楽しIj'に路しあう戸が、Z平に入って来ます.それに賛美歌

の合唱も聞こえてきます。

自曜ともなれば、我々郎ゴルフ揚に向かうのすが、道中、盛告書した義男長女や

子供たちがにこにこしながら教会から出てくるのに出会いますω これがまた、

千万の太織光線と栂候って、見ている仮l恰も清々しい気分にしてくれます。

それに、ニこではサロンを付けた人が見当たりません。スカートをはいた女性

も少なく、殆どがパンタ υンか鐙パン..vfflですし、これがなかなか魅力的です。

復活祭の目、各教会が鍛ってt*fに 11~ 耳Eをくり出し、町じゅうで祝っているのを

目撃しましたが、キリスト教徒を白書君、している一人として、ニこで仕事が出来

る惑を神に感謝する気持ちで一杯になりました。

また、海泌物を主体にした料忽が笠宮にあるのも驚きです。それにiIilJ身までも.

これは、我々日本人とっては非常にありがたいことで、初めてインドネシアを

経験される日本の方でもここでは何ら食生活に違和感を抱くよとはないだろう

と思いました。

この土地に綿花ーして、インドネシアを選った回線で見れるようになったのは幸

いです。

1 



れにしても、このそンご.1Jl，;(，の阿や姿かたちと全般に骨太系'C'肉塩基系なの

f'Utに何となく安心感と税ili:感を与えてくれますし、これに!日li'liして糸'ら

苛ル感じていますが、¥:1tR、いかがでしょうか。

むの注転手に 一度、日本人の赤 f に I:t尻に fモンゴル~f点J がめ(.)が、オフ

・ ミナハサにもあるのか、 H'~ねてみました.そしたら、lÎiぐ fl ダ l との

事、『おお、お互い兄弟だなlと合って笑ったニともありまし許

...た.ここの人達は、体型1":似合わず貧肉のないインドネシγ絡を舘ずのむ主主

力・す.特にジャワ本島で1:1.、話し手はのんびりと回りくどい表現を使い、簡

を・.が疲れてしまう癒合もあるのですが、ここは男女共"dtt切れの良いおぶり

で寸し、単刀直入なのが気に入っています。

守li、ハルジーウイロゴ;)~. Iジ・γク人の思考様式Jと言う本の・古)iで主く引用

むれる言茶に「ジャワ人の答えに倣!実なものがあった紋しがなb、。{高架性は決

定後しばらくして初めて明らかになる.命令を実行していれば、それすなわち[は

L、!という答えであり、実行していなければfいいえ]と答えたωだいうーとにな

る， とありますが、小伎はこれを苦いほど体験をしているYけに、ここの人i主

のみi首位に新鮮味を感ずるのかも知れません.

いやいや、まだまだ管傑のお性信にならなければならないのに、絡先Z躍を書官lー
して生意気なことをくどくど芯さ並べ失礼致しました。しかし、このご後移を

機に fつれづれなるままに、日くらし、ワープロに向かいて、心に移りゆくよ

しなし療を、そこはかとなく将きつづり j、あやしいほどこの土地に Iものなお

しく j なってみたいなと思ったりしております。

どうか.今後ともお付さ合いの筏11:しくお願い申しあげますー

で11、、、、、

i半ふ持込J
Efrfぇヨl



入会、そして退会のご後拶

JPC 羽織弁務↑専

このほど、ビトン港コンテナi車騒ヱ彩の環1Jtモニタリングに赴任しました。

キリンの首が長いのは、ご存知のi湿りです。長い首に血が通っているのですか

ら、頭を下げると、血が逆流し、脳の血管が破裂して死んでしまいます。とこ

るがうまくしたもので、キリンの首の血管には逆流防止の弁のようなものが付

いているそうです。

キリンの狙先にあたる動物の首l立短かく 、進化とともに長くなりました。不思

穏なことに、その短い嘗の血管にも、すでに逆流防止弁が備わっていたと言う

窃です。

キリンの首が長くなるのは、ずっと前から決まっていたのでしょうか。

いま、我々ヒトという生物を考えてみると、分子が集まり高分子化合物になり、

その組み合わせで細胞が作られ、これが集まって個体が出来よがり、さらに個

体が穫をi重り、濯が社会を造っている、こういう直線的な成り立ちに気づきま

す。ζのー綬必然的なすじ道の中、ある節目節目で、生命の誕生、授の発生、

4士会や文化の創造苦手を見る事が出来ます。

これらは、なぜそうなったのか良く解らず、偶然性を感じさぜます.

偶然伎の結果が、必然性に影響してその必然性が、さらに偶然性を生み出して

いるようで、どうも、ヒトlまヒトのようになりたくて、必然的に生じた生物の

ような気がします。

今までの多少の経験を振り返ってみると、私は、自分のゆにあるものを共有す

る人聞や文化と出会う事ばかりであった織な気がします。出会い|ま、けして偶

然ではな〈、必然であると思えるのです。

生まれるべくして生まれた生命.進化すべくして進化した人類、出会うべく し

て出会った人々、文化、その必然性のカあるいは窓~を、そのままE車線せずに

はいられま台ん。

おかげさまで、北スラウヱシ臼本人会に入会させていただき.会員皆織や、当

地文化と出会う妻賢が出来ました。

これからもまた、更なる出会いを楽しみにしております。

i p 



と、 入会のご挨拶をさせて頂いたのも束の1湖、 1年があっというl閣に過ぎて

vまいました。

早くも、任期満了による帰国と言う事になってしまいました。

工事i立、未だ続いております. 後ろ皇室を51かれる思いで、 ~tスラウェシを去

らなければなりません.

録り返ると、 200'年ニューヨークでのテ口事件、 2002年パリ烏での

テロ事件.さらに 2003年も中束、朝鮮と、どうも安定した世界情事与は望め

そうもありません。在任期聞は‘ 何かと物騒な時期だったように思います。し

かし幸いにも、その検な事とは別世界のごとく、安全に生活及び仕事をするこ

とができました。 これは偏に、日本人会の皆緑や、地元の人々の適切な助言に

よるものであったと思います。

短い聞でしたが、微々な人々と出会うことができ、とても実り多い 1年でし

た。感謝しております。

還後に、皆篠のご健康と、完笠なご安全をお祈りいたします。

これにて、入会退会のご挨拶に主主えさせていただきます。

2003年 2J'1

レンベ島トリコーラ付近

校状ミドリイシの群落

2002年 4月

ゼトン港コンテナ1車頭工事全長 2002年 10月24日



「アモーノレの思い出j

トモホシ(f(t:新悶洋子

ド国立大宇の日本語持続的ーとしてこのj也に赴任して、2年半が過ぎた。その問、

.ょしてくれたのは、 トモホンの自然と、ホテルjj}レデニアの)(f-ちだ。

-ちがガノレデニアに移り住んできた時、アモールはまだ兄弟犬とじゃれ合って

もドった。アモ--1レの母親はスボシティーといっ織と自の斑の犬で、まさに

思vせる{本形と色合いをしていた。子沢山でまた子脊・てのうまいスホンティ-

'''.:z::._/レの{也に何日H.l子どもたらがいた。その中で一番人懐っこく、ふさふさ

七洋茶色のを並みも美しいノ亡がアモーJレだった。

-，. """ -/レは入居してきた私たちにすぐに懐き、やがて部屋の床ドでいつも過ごす

ごなったω 実気の良い口は入り口の石段でロ向1:tっこをし、容くなると床下のお

・入 l・の窃所にうずくまって涼んでいた。アモールlま自分に注目してほしL、とさ.

セ鼻先をくっつけてくる。 おねだりの時は片方の前足を膝の上にのせて r，*-，:ー

-+<.{ -というような表情を見せる。そんなアモ」ルもいつしか年頃ど7tり、恋

、母緩となった。 f犬って出自主:までどのぐらし、かかるんだろう。Jrきっとアモー

・似た美人犬が生まれるよ。Jなどと怠たちは子どもが生まJもるのを楽しみにして

4 そんなある夜、床下からフニュフニュというなさ戸が断こえた。 f生まれた!J 

、FLやこちは外に飛び出し、なき芦がする床下の巣を、懐中電灯で照らして覗いてみ

しかし、γモールの体の陰で赤ちゃんの姿は見えなかった。

何とアモーノレ{ま初めての出産でーじ匹の子犬を産んだ。アモールは母毅譲りか、子

育てじ tうずで、七匹の子犬たちは順調に大き〈なっていった。そんなめる日ジャプJ

ゐ々に用事があり、留く*をS，}!J守にした.ジャカルタから戻ってきたとき、アモ-/l

在子Jえたち(j:jf/レデエアの必務所の方iこいた，事務所のスタッフが犬たちを移しす士の

乙患い、 尋ねるとアモールが自分で運んだとL、う。Iそんなことあるの?)と半rd'

廷で部庭に入るとすく\アモ~/レが子ノむなくわえて乍務rklJ、ら平ょたちの部屋のJi氏

、lって来るのが見えた国それから、一匹ずつロにくわえて、床下ω元の局所;二十べて

i!fんでしまった。アモー/レ伐材、たらの留守中、{主人のいない家は安全で1t.いと判似rL

功、、.!j~務所の万に号l越しをしたらしL 、。

子犬たちは大きく必るにつれ.それぞれの性絡の選いがはっきリしてきた.I1也I})

Lり一回り{本の大きいクり ントン{立、いかにも長男といった魁があった.fU.こり， l 

.大たちに名前会付けた.Iコい犬lまアアィ 、しなやかな体っさに品のいい純毛・した

ーイ、 dl自みたいなも並みのプッチ一、そしてゴルタ ジノ ・・・ しかし、投 f-I/事せ

1々::1舌は長<I t絞かなかったω アそー/レから子犬たちは無理やりに引き敵さJt、f，s-J
われていったり‘行方不明になったりしてついに一匹もいな〈なってしまっ?



ある錫7・ぞール11.死んだ.ホザルのスタ yフが揃いたネス・ミj市りωZE式

、う t~ 玄舗を i二あっ:t I~~ 、死。ニのミナハサで天が4どまっとうでさる大li

-詩人それにしても緩い .1とだっ十 アモーJレの従から H(/)在った今む、

守勺井出てきそうな気がし℃‘いつもγモールがいI・J，ij所につい口が行って

かし、そこにはもうアミ・・ノ1.の変はなく 、上に九い・、こみがあるだけだ。



「ドリアン遜信Jマナド鋸

|叫際交比1.1;金派i立N年11.1'，rlt教陶1

吹Il;! ~も&. (I，olf l':ff) f イ~/I~J焔{

目白O竿 6月に岡本からジャカノレタ経由でマナ 1"人りして以来、早いものでほ

年が過ぎました。当地で活躍されている先祭方と比べると決して長いとは

t !tい期間ですが、この 3年のあいだにすナ ドならではと Uづ経験もいくつ

.今ました.今問l士、そんな経験を「ドリアン通信Jという名前で日本の肉

やさE人に置引きしてきた記事の中から一郎をご紹介したいと忠.います.

ミナハサ料理教室>

マナドに劃IJ~ した翌週から 2週間にわたって、わが家の運転手の奥さんによ

ミ十ハサ料理(マナドの郷土料理)教室が始まりました。

苦言葉も大して知らないうちでしたので、教える方(，t大変なこ とだったでしょ

私の方は、この機会に野菜の名前や料理用語{切る、煮る、少し、加える、

Jど)や食器の名前を覚えました。

ミナハ州}忍は、インドネシアの中でも辛いことで有名です。ず日とt由をふ

.だんに使った料理なのです"主主本になる味は、ニンニ夕、しょうが、チ1
4 さい赤3i懇.それぞれぷライスしたものを石臼ですりつぶして{さいます。こ

れは、肉 ・魚の臭みをt隠す効果がありますが、他にもレモンを絞ったり、 f闘の

寄付けにハープを使ったり、仕上げにミントや三つ言語に似た香りのあるハープ

を佼います。

今回は私遼用にチリを4本使って料理しましたが、地元の人選は俗以上も使

って料理しています.運転手によれば、マナドでは r$くないものはおいしく

ない…Jのだそうです。

料理を少し紹介しましょう。

主之五盆te(~持続さ)

マレーシアやジャヲには、 サ辛いピーナシツソースを付IJる織の主将総さがわ

りますが、ミナハサでは、チ yt"たつぶりと付けて縫きます。ミナハサでは豚

肉のサテ (Satebabi) もあり京す。

イカン ・パカール Ik剖 bak紅 (続き魚)

海魚(ハ夕、鮒)・)11;魚 (剣、経)に泊をかけながらジ」ウジュウ紘さまサ. 

.IllI.に盛ってからチりとニンニクの兵っ赤なYースをたっふりかけます。

11リー ・アヤム Kariavam (鈴肉のココナシシプJレー)

カレー粉は一切J使わす、生のクコンとテリをすりつふして色を出してい之-r，

プレキデーノレ Ped王edeJ(パン粉を付けないコロァケ}

ブレネボーン SUDsI・cncbo1} (金時更と隊司旨身のλーゾ)

h 



-吋ユーJレSUDsavur (1lI子楽 キャベツ.にんじん，じゃがいも.いんげん

ツ)

民 Pウアン Tinutuan(野菜潟)

.ププル ・マナド(マナ J-'粥)J。パパイヤの紫、イモ、カボチャを使い

tパイヤIJ.告いですが、コレステローJレ防止に良いといかれていますn

-J:..-・パパイヤ SaVUToaoava (パパイヤの花の煮物)

fイヤの花もや，っぱり普いです。t池荷作用があるとか。

ヱここごとA盟主{大根の千切りの煮物)

: f.'ζんじん、いんげん、きゅうり、ピーナッツ金入れます。お併で味付

.ウつンで紫色く色付けします。何本のお禎物のような役回りの一品です。

ン・チャカラン Aboncakalan~ (カツオのふりかけ)

Yオのさt節4とほぐし、チリ、ニンニ夕、しょうが、赤五慾で味付けし、ょ

eます。保存食。

主てまだ他にもたくさんありますが、私達日本人に食べやすい料理を選んで

J てくれ?ょうです.しかし、午前中でも袋内の気滋が 30皮を越す中での料

教室長!立、気が遠くなりそうでした。

〈マナ ドの地酒>

喝チの木からお酒が取れるのを知っていますか?矧l子といってもいくつか磁

匂かあるのですが、お酒の取れる締予(砂糖やし :pohon enaU)がミナハサ県

閉会にあると飽き、さっそく見学してきました。

ジープに乗りこみ、l!:の背丈ほどもある草むらを炎つ切り、車が機倒しにな

りそうなほどの怒絡を進みます。途中から道が無くなってしまうほどの山尖ま

で入札ついた場所!ま焔という言葉5から想像できるものとばかり隊れた自然の

中でした。作業小屋のすぐ裏にある梅子の木まで歩いていくと、若者が木に会

~ Iまじめました@山刀で樹皮に切り傷をつけると、すぐに泡まじりの白い樹液

が出てきました。これがすでにお穏なのです。

小屋に戻ってからとれたてのお泊の味見定させてもらいました。カルピスの

ような乳白色をした廿-絞っ1まいお泊の名前はサグクエノレ(Sa忽ler)といいます。

とれたてなのでスッキリとしたせさで非常においしかったです。アルコール疫

.綾Iま2皮ぐらいでビールより軽いお泊です.ピールをチャンプル(泌ぜて)し

て飲む二ともあり ます.

また、このサグウェルを蒸留すると、チャプティクス (Captikus)という遥

明なお精が出来ます。畑の片隅にiム然留装世がありまオ。 ドラム街と中小ぬ

いた竹の管で叙まれたシンプノレなものです。 75リァトルのサグウヱルから‘ 1.5

Uットルのチャプデ ィクニえが蒸留でさるそうです。チャプティ 7スIt ri'-i1liコカ
コーラで'i!TJって欽みますが、これをチャコと呼びます。またチ γプティクスを

ベースにした祭主~i簡はカシガラン (Kasegal'sn ) といい工場で造り支す

ふ



ュル11:.新鮮なうちにしか飲めません。 Ij週間も躍くと絞っぽくなります0

1 樹液が酸っ tJ~ 、ものからはお酢が作られます。また、樹液の甘いも

三戸砂糖 (GuIIlOlerah)がとれます。この赤砂糠もミナハサの料忍!やお

叫にli.欠かせないものです。

(以上 fドリアン通信マナド縞j から抜粋)

反れlま、マナドでの 3年間は父の死や怠子の誕生など、とくに砿的な面

-.-. () )多い年月でした。また、当地滞在中は前同会長や平野副会長をはじ

ー人会の管織にいろいろとお世話になりました。私達はこの 6月末に任期

!.cり帰国しますが、これからもお元気で、そして北スラウ t シの日本語

活位{ヒにも引き絞きお力添えをお願いいたします.
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7 Otf. (大阪万|等均三)ツ-~I:々のがよく空~.*ぶものだ! ! 

るDC-8後.. )l~ Fl3 ';':ì~~'. て‘
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L'古郷ルーベクへ回npOl'AlJyのメンパーとなりカジノへ まさ1.-峡幽の舞台

民小額を 2マルク ヲッゾ iと芯え始めてのルーレット しゃべれない治局

手が届く範砲のみ、どこかのおばあ%ゃん等秘等と色の途う20マルクチγプ

Ll!l! 5枚など民主けている、'l:.1iI.t長持らするよう 2般、 4つ股 偶に町，{虫、

Cるのか?当ったのが解 らない、時折プイラーがさっとずップ少押附してくれる、

当ったのだ Iテ.イラーはらゃんと覚えて居てくれる、大したhのと邸主心寸るばか

・ ~(.t，~金.
i l'の持品rTIの本~さんで貿いオとめの 8 ミリフィルム、雑宮古 今i迄児k物シu令<i匙い

11.. '.帰国師寺の倹王室，t'iII.:し、対策ie"・9持えっ〉手当たり次第.…しかしーの胤入が

j号似係者、特に午t旬のk寸~il.4'UVJ I:'..，!tん. PTA. 'Jj'止にむ:j.-，4!、 Itれから

出張の鼠il皇'符さんの心待~，)I ;j"; (J)一点人t 、にt~\妓の∞1)\11111111" 九11011 ，-(~it.. 

で11サますF

ト i.""広ふるアんー/λ眺めな，~\ ~.ρ・ら\才、\又駐在員。》出lTJIえズ(:111 f司.:ciI.、

~:lft ぶれ 首i/!L史で、プラトン. "リ7.トヲレス.アシド1...J・ /.(ど (.J ，~.(トfうfc

，Lかり寸・戸記事ふ

li ' l~ 't' LJ.今、、 i争中総務必:jニ11:，4.ゐ滞納.11恕ih.JIじ)'jにR/I'がら J :;'リ 4二

日主小δな催問i へ(良d瓦・鰍光旅行・ペシノレ γ 卜でよく出て歩~る1m ilJl'の小沢;いIJ:の.1: 
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II1閉した小8なホテルがあっ.Jtれ.はそれは古代を感rさせる所.何でも包

ニ.')侵略で政初iニ占処され，た所?との本命

f ト./ I チキン !好業l.t明けても暮れてもアーテイヲョ F ‘閉ま船首~.J，~の前

フルに紙のテープルヤロス、でもJ毛れが随分と立派に見えるから下思捻な

・ー三ーは読めないし、言援も宮古サない.調理潟に入り込み冷語草肢をl別け自分で

(lηrn ~ dt~'t.H続いてくれ、伝は!玲の客が食べている物指定してま主文、兵の.1'，市I

1"，'.1: Lかっ t- ら~自注文と徐々に』曾やし翁情レパートジも広くなうた次第、然し

+リーブ総 (~.B:の篠iニ愉製が良くないので}さすがの絡会のT:l‘でも可也 U 本食

くなったt:f{アテネの駐在員が訪れ，てくJも おむすびの妥し入札 夕食の討をの脇

ス kランで今でも思い出すほどの美味 しさ /有り媛d 周りの人が見つめる中

食柁慢の如くガツガツと、支に何時もの如くスイカに患を付けて食ベる姿.主主初の内

寸恥かしかったけど其れは慣れ其の内に これ見よがしに、こうすればもっと

兵味しく食べられるぞ !とばかり……でも後のスペインでも吃うでしたが.比方の

f) I全乾燥 した気候で 元々甘味充分で 寝付けなくても甘く士の燦な習慣/知窓

鹿川みたい、

。果物も %に角甘かった、逆に日本の果物甘味? 後に磁乾かし

広iこ持ち締り百年いてみたけと- 花までは咲くけど実は十"かなかったです。}

術iすずれの浜辺のレストラン夜など 白い砂浜波全く無く浜辺のテーブルの下

‘ ζ俸の~~ヨl らない、透明度，それ以kの透明度のあるt様、未だに見ておりません。

. . ¥でみて又ピックリ底分強く兎にi4.tr体の浮く事ひっくり返ってそのまま、

~t，*1尤文ない、被も無いので水被らず息、が楽に出来 数年版り に泳ぐのに何か

r ぎ上手になったみたい、まさに天l司?

約 3週間のナフプリオンでの ぎ{アプ!J:"l';lト)の缶詰古の生援を終え北の

:;，ガロニカの京北、ブルガニアとの回~に近いエデガと云 う田舎町へ

i宇中アテネ ー テサロニjJ の国内総のステュアデスのJtUl:l-t"Jl1i鈎艇だった

こと..J毛のオ官官サンむg![に 30余年の月日が経ら....事U:Eや如何に??

小dl.d従と公図のRゐ迎i.'iHili 結1舟小言r-m!なホテル:(:fって其処hq主々スタ γYの宿命

工ぬまでk!'J3 0分 エお112 '1時問機4'tvwのカプトム宇で怖のシフ!とikのシフト

7)交代崎、l自jに合わせ 1日21E1f{ 1交のシマト v{;~ リ 10時 -1'. (j】交: f~会見Ilïil t ;金9'
(/')レストランで夕食 ヲキン v トン 乎キ〉 の繰り返し.途中休憩所が釘って

t;{7;C.η1品ft 一寸...T~1l3舎のMミ隠さん... riん中が符合. IJ‘1，'fニ芦f:J点lfって安定の{話。

iH守弘日l'レJート一校、符 ih附|問 3 分勝f~ ~に忙しい 草』 白00=ザ3uul且

dl， 1q? ，EJ11立経毛が当ってiM\、r~ ど司主将~t，.、.~..t.イサン .? ~ベサJ -J

季節のm物収綬時JlJl(/)み u話線\f~J Iヨーはッパへのr.;みI幻し等 よ~ IJ) BIi・ W1 IJ)，7.込山I.&h l 、

i: R.せ.をhに合せ臨時1m/;!;'ずるのどとの司r..øじ処でむ人m皆兄~t実的 ! (士貯のポli

F 

/-



(3 ， 
も、この司王I;J.迄しい:!!!.像力!!P!.坐に備さ段く解るから.f-思鍛なもので寸〉

日本'-'1.1.101八 L q仁、将入dil・人民符濯も舷しくなって来たl時WI.
ドラγYIふ繍E上れて来た女工さん 工場前で待機9時半の交代目寺務先に

川口e二人員t手渡係ηが怒り一定人員入うた所で，、ィ STOP! 然しトラ ・γy

1tべλtsA苦<f借るにiポれず 明日のシフトPfllti孟工場の粁下で仮眠 i~l q) 

~).、れる4宅待軽量 ヱJ.t}uirrζIZ食べ物売り空宇待機、 1主む阪や昔、11.むの。

百{壬~のMl'， j' !J 7.トテレス.気の良い;d"ジサンと去った人|泊で 何故か?'1 

-， 20伎様持ち彼自身泊; u) fout のカードを1議している~ii!日見受'J る 。

山'入りの@予さんを法れ我d訟の居る'ff.思議の怖を平気でiiliり…宿舎へ.それも

内容わってる.

唱ペきは便所、工場僚から 50m箆隊れているのだが 通路にも.便所にも

'E-¥周回真っ略戦うっかり工場外へも山られない いたる所が天然WC

、強烈、?トン I=-ンニタ多食の民主宅、まあ口本でも iO年代.fJJjlfjI:t~t !;工i易

fi.'ii奴とは三えなかったが少必くとも工場の使所!1ii<~たになっていた.

=主廷のJiも i準び込まれた策担1¥、未熟/適然、大/小、有守、此れをは分17

明日 l明後日、の製造とl翻 lして怪くのだけど… 朝出勤寸ると 明日の予定の

，こ宍い?。….にわか仕込みのギリシャ絡ではどれだけ泌じているのか?

~...、たり‘綴での 不安/安心 l微笑 f:怒り、手足寄金て会使いiE!こ

:' language..・で奮闘! 果たしてこんな事で我荷管理指縛に来ても蒸れなりの

. 1iるのか?白等疑問を耳鳴じていたけど やはり良くしたもので、買い手側から

理7.'へばり付きチェックしている、との気持だけで品質段低線は確保出来たみたい.

-・

〆・.
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サ局員[J 大手のゲルモンテの了潟若手も日正に進出、:，.........λシ 1争時で伎の缶お生稼

乞工lJ!でIJ.'、.:，..7 J~・ ~lJ[.庖向け 1 00'>'0の生Fそ品質む?とはjtく誌なり{当崎

広三 1Æ:八られる約 l を領.~司. M商社の現地 封 .. rr の昼食も.・・ーパンに魚、量f祭

ii.. (4tむ日ポで乞E主l総出していたまEい自iidlを筏み.，1、さな :J:.... .:1丸川ヒ jJ • 

s-ft.今1・li考えられない炭素なものでした.

的:1:..~ t:!ッ守d担さ{続11!'1の管理....4高入時li'!;~苦1711迫対局、 I主主腎 11) .，"、

ぇ 1 n i!¥)以下なれば 悦 10%、…・蒸れを総すと 4. 0 (}~. ..と云って

れど 重量怯えなくぬれない....4・んな事が主な笛的 (勺なみに自不でむ易;ほ関投

コアと砂事苦を ヨコ7'51% I 砂緩 4~. (r; 0%を産量ぇ如 、7 と ~ 11 X十jl:'l 

として 低関税の敬、その織にして絵入したbの後 ココ'7I ~砂涯の比重利用して

a玄での常法がつい最近までまか型通っていました。

ニtてぷ;の・ン、スン金獲さ11.1:こ物トラフルも主主く {以aiH立彼是ト?ブJレ続出で百1也

寸・っ読んでいたとめと~)特に こんな事務々派遣された事全〈関係主義い事i:'i1ど.

盆 i>!血t~ I販売liIii絡む良く 関係者皆ハツピイ …・となると小さな失敗は{可処かへ

f ・1I:l'. J省公め祭L! ! 来れが病みつき ~年度から指名で位産J言語互に携わり.

μ..己主が携わっても問じ事長なものだが.たまたまの!主主! dtれが私の海外作業の

'となった次第です.帯主しながら当初1:1現在の事長な銭れ枯らしで主主く やはり経験も

ぷ〈 訴しい技術的問錨も発生初対応の決断 l怖さの経験も主主多く、又丁度，@.守途も

~ 'eの頃の寄; 1ケJきを過ぎる頃から舟wの自を指t寄り数える様になり....... 

て!告を良華字l立.1.ヤ漏りなん 子泣くらん その彼の録も我~符つらんぞ'の心尊重も

=らでは!!の経験. 

.，. .. -;.ネの市中のすトン焼肉(1)'=いの中 遺跡れ観光 lみやげの買いあ怠り.等令。

"i.tロンドンA厄へ後拶 未だポンド I0進法でなく 16進 I12巡とややこしく

-.，-.:，.tこ織って雪~l車で金勘定 (;<<j.ごカシオ当事祭かった?)タクシーも口答ではiftí じない

?に入ったホテルで 此処ではないと宝まかれ テレッヲスを見せたら タクシ-~呼ん
， 

今度I立造銃手に乎レ吋タスをえせ 01' ，'I{ったと怠ったらii:ぐ4まい('?'?と

吋通十干;.~んて然かっ宏、 97 シーの支払いも支1J:iス !I :'l7から教えられ1ιとj.iり.

u事リョ;丈苧のす;こ受せて ìffi~手がそ山中から数えて持つ(，事i 、 1甘i泣いな。

頃雫1ζ鋭いli1t.，・人見掛けず安心して良かったふたい.，

白:~も34に国会宥 F むパ・リ《リーなんか格かに吹さ込まJl，.知っていて‘ Y'1.1・Eピ力・リ

，スへ つー卜 glo\入. 米1ご帰途時計も 買いたい、('(，出~Vñp'で1;) lf. tjjゐ官自主実.

品 :J多治ぎ.1:.，ごヲ..J 1)カ}.';jり(T't)'定.口ノドンからlllli去で洛コでAう、鮒 J どからの

、~t)心配 ' ぞれJ り出張旅費では早出る・ 1 全く m会~・丸出し，

，、
， 
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l)o)N NE¥V "uRK 

ンヤ.:..ポぬ747 今ではffi屈に感じても当時1立 大きな拾にきIきっと蕊ιで

寸・ゐI:i.か型、災の後内だけで フィルム 1本 給わり

，¥" Y.)RK 

r-・め1¥1 i士c7'2里民党見て図ワI[:ll1i事ピル Iょにふベ・1'-¥・- t:' /1' (~いた事に

f:"J;写.(lる人も居た.)パ〉アメリ 11ンピJレI 2 ~皆迷ての寄生総 I 市内め道路路寝耳Z

ミ土むたllIl台も室長くベンベ-j1ilし潰れ. l'!.ていゐ止高苦手IJJ;主盟主 党ずパシベ-

r;;.ベースを側l寸Jtれを前後 31mくらい、そJもでやっと駐車.

eheck in AMJ::X 11ードむ主義〈 現金デボジッ確か$5υo ~するに

出てない奴は信用実在し、{可a-やられるか分からない、たっぷり係院を・取ってお〈、

ジャーシへの i畳程 1つ歩郊外 広々の前の広い底 1主めlItlにはヨ yトが主主ぴ

叶』出て来る景色そのもの.

su;、F八 N. MA  Y A C E T T. 

一・飛行n主双莞プ回ベラ 飛び上がったk患ったら 常 l雨， Iil.. 1: jJピ:JJゥど

慢にDf.:Iもるのが解為、古書lIii蒼白! 出迎えてくれた JE1'ROの総員.午後の{更

:，ますよ! ! 締りは後鈴6時間に切り苔え!

:M;¥:血UF.TJ' H1LTON主に爾留の型軽1iI{此れ又 映画でしか男，たこと然いf背景にa;!ii'I)

・工事~lま近いし繰りやすいから 京自分で遼駁して来てくれ、!!へー! !さで君主っ

クリ、 ，.何せ 臼本ではスパル360 此処では SI1EVROLET3.5しIt民r

.u11U1LIC 怒る今々 スFート アク七んちょっと総んだ丈。 ドーン ガァクレ

的1':I才何も苦言し.プレ}キ飴め1ま又ガッタン. ハンドルの軽さよ!!右折#..析も

きヰE僚がり さて工袋箸.生主主気にパァタで駐車、、、とこるが何と 議り向いても 後ら

見えない‘中tE EEるで立ち姿勢・ での 運転、惑い何処にも ぷっつけず.無事駐車

三回るしかったけど 何でも経験 有篭く経験させて実った次再~.

SlJNドAN-LA

骨つF 註;奄!礎内に縫っ てやれや'j1.! ':: ，~?たf時間 i! Iさつを se穐rgで買い符

ctt;<7;:カウ.:..~ーに パスポ・ート1工場tボート のλった富子新入れ忘れ'叫が{寸<! ! 

4 む11，")Ifi'骨1と 4')ふ)t、て、ぬワ 泡f!(1) $ß~.r訟に行っ t. か -迂え\.'l>!ない

冷や汗む.冷や汗 今とな7 てr:i 1弘い;I.!I.い出で寸tが.

，:i:中力"フ山首い潟をillifに見て vィγ ミ革'i1l3 しAへ

L :¥. 

・1・剖l11I1wl 1，;1-"11<1缶詰工場 ρ;;1"..tJr '句に :'1、UlJICK/印 IEVIWLEl‘e凶の

喝艇でかい却が{司1・i台J・スヤリ...皆ー絞めiI!君臨尽の通勤即C. ( 当事キのす1.(7)W: I~

スペJI.3 1) ll) ;1'.1': i-" Y -.. .'1' '! やっぱりこんな定めゐ大図台のケンプ，}Ij 

..， " 
I • 



.かった ! !が実感でした. (6) 

工組生産処4主 我 々 3 o Lons I B 絞ら{ま 200 tonsl自 然し彼らのやってる

:;i一種宅近のもの、我々のusへのぬ出検笈は やれ o.le由討ngの程度 Iappcru"lUlCC 

ゐ 島平.JJf も犬の臭覚持ってる~な後笠宮の判定 J 併曇も19r' マイナλE在日

J立 。z単位の管E里、閉じmarkelで宛られている物何でこんな差別受けるのか?

この移皮の品質で良ければ;í，~/<もっと コストダウン 可能なのに!と思いつつ一

，) '? l'も この釜有ればこそ madein JAPANが死れる のだ!) 

主量生産に対する機械化は大いに参考になった、けど 管理体制I:l:??の感想.

d:々 の初体験 日本-EUROPE''US-日本と地球一周 智にお前の英語で

主主え そ・織って来られたと、呆れられた次第.まあ此れも 未だその時期 多くの商社

主義関係も安心して 3函問の商売するには、やはり品質の安定が不可欠 それで

"れでもA待遇の 出迎えl見送り、を受けたから二そ !! 

ニんな事きっかけで 会社の方もやはり叙れた人間の方が安心と雪う苓で護学からも

笠方此方に出掛1-)る綴になった給米が現裂の姿、当初、社命3ヶ月の守'定がE王1こ20余年

£め関 当り有り } 針。れ革まり!jEに諸k、業の言者身、~の機会に容かせてJ.ii く 事に致しま

す.

で 全 て@

r 



倍野
インドネシア北辺の師Iマナ1: ( I ) 

~ 

1'1'. S八lく八T1 NT 1¥ 

初出f m li! 

U:'1-の'1]の統 ・』ス力ルノ大統領の叙説の中で~~i り伝えられている rM li RAU I<

S，.¥B八NGにいたる日1001くmJのlぶ人なイ ンドネシア、 .)'45(化のJ1Pr.llとぷつ

ゆとおもわれます.1司じジャワぬの*凶ですらも脅迫足の相i笠.生活.官官1に大き

'みられます.ましてや、 外ぬとなればパタク‘アチエ.ミナンカパウ.ス/ダ.モ

イド.マナド.マド ゥラ、アンポン‘パリ、ダヤク、トラジヤ.ブギス等など‘も

向く 干ぜl践をあげれば数えきれないと忠われます.さて、イ ン ドネシアのI~J~t ‘ i泣~t

IITがどこなのか鮮しく総べてみたことはありませんが.イ ンドネシアの北端に近く

1.~ラウヱシのJt:$R'j<到の~tの旦ドぬM1NハI1ASA地方の中心となる奨文化の文

市、IAN八DOがあります、九州の南端から 3500キ口、 IJiI内のメダンまでより近

1ニ!~i"lしてい交す.M八N八DOの都市:1"，は口本訟の港からと去われたり.メナド化

(-~1 八 N八 DOにOOi系がありそうだと法ったりしていましだか . 何れも関係はありま

~した.

の美しい1Iff， MANADO地)5のご紹介をする前に 『なぜ、 MANADOなのか』を

しておかなければなりません.太平洋燃やとMANADO、日本人とMAN八00と

にいをまに前身より興味をおぼえていたことが前鈴にありますが.何と云ってもスマラン

ー港湾E華街{で特殊な{闘.U新妓術を駆使し己主主事、務11拐殺の長期大プロジェクトを成功させ

正ンパーのお一人であった JPC (J APAN I"ORT COSULTANT)の石

、んの新しい任地131 '[・UNG浴がl{しAsATIJI(KALAB 八T)を挟んでよ'"ぬの

舗に{宣ti/tしていたからです.M八N八1)0からは阜で三十分から間十分の距際でしょう

fT:地がB1 TUNGI:~まってほぐに也、・ずお訪ねするお約点をしておりま したところ

ンドネシアをとよなく愛する兄が十数段闘の来訪でバリ尚一洋1しジヨクジャカルタ経由

ースマラン1::人りましたが、後でIJllきますと偶然宿約のホテルも1司r;で、それに官官肢も数

ilJ式をおいたところで一夜を過ごし.おまけにNGURAIJ RAI袋詰Eで石野さんに戸

ルか付られ早速つもゐ郊にU与を忘れてしまっていました‘13ITUNGへの旅はζ うして

ーに渉中になっているなかで決まってしまいシナリオが出来てしまっていました.

¥1八N八110人 (MlNA11̂ SA人}についてl泣初に凶かされたことは.インドネシ

?の総の積良院に比べ君主税に [1 本人と鴛1似点tJ~多いと云う ことでした.色が(1 く4-~'に火干上が

Lしく ‘スチコソーデλ或いはジャカ)¥，タで01.として就総絡が1171いなどの.活も聞いた'1$

があります.ヲイリッピンを材{民地化したスペイン人の影終でキリスト教が.(1;教され.イ

'.(ラム殺の点巡にゆilr1が11:米.キリヌト教会の多いIsrということも予備匁1殺として(I野さ

んか らのお手紙で~Iることができました.スペイン人それに続くオランダのlit'fll:J也化で今

11のM八N;¥DQ人がi川イlの文化l測を作っている‘こともうなづけます.

!It;にM八N八1iO人の若手税が日本人に似ていると4?をきましたが.Jt1i i長の磁l燦との似I{rl

であることはlIi1j良いなさそうです. í~.t"-bふれ去すが u自の婦人のl~ではぬl兇の併合~に鋭

I!i慌があるとのこと11本人の慰児に共通しており興味深くおもいました. 

• 

'‘、・



(2) 

)0への旅立ちは三月十兆11.ご参考までに石野さんに教えて減いたフ ライト

4さJKしよう.

16 Y 16PEB SRGSlJB PR2 0630 0710 

'19 Y 16F巴13 S l} n r-HJ G P!と2 0750 1125 

¥1 t 1{ P AT 1 でスマランをJtiちスラパヤに向かいじ時十分に鈎IJ~費、七時五十

R八Qに釆り換え.C， ・総りして| ・11年て卜五分l応泌総殺の手になる SAM

八NG1 '1!1巷 ( M八 NADO~t'J) の新総(，?)前走路に滑りこみます.ZE誕生

いのほか史派なのに熊きました.そんなことはどうでもよろしい‘到豹使のttlu 

えてドさった石野スマイJレ(めずかしながら.泌が閉そうになりました.ぷとると

.~ ._;がゆるみます)とがつらり 』殿下し鉱在をIi!'~かめあいました. JIlなの !11I;:，W~せて

'1¥' 1 NAHASA地}j~t錦、半島の皆骨にあたる部分の案内をしていただきました

失泌ともいえるAJKMANDIDlを艇でカルデラ抑IDAN八U TOND八N

るみちすがら SAWANCANのWARVGAilli.況を見ることが問米ました.

曹さんはM1 NA1IAS八の地Zまその他をよくi拘ベて下さって似たのと‘もともと的

、らっ しゃるので.説明して下さるのに時の縫っのを忘れてしまう始米でした.

¥R lJGAill駁のことは.これも石野さんから}IUf:後二氏の別交氾録を鰯げて扱き大

rになりました.資料によりますとWARUG八はMINAHASA地方の石綿のこ

JOMATUという花紛舗に似たれの内部をくりぬき. H本の路線のように死者安座

舎て体りWARlJG八はWALE MAROG卜IAの短縮ijf5で f桁ち栄てる肉体の嫁』

;z Hi:1J.kと述べられています.そしてJrL体は北の方にi白lくように俗ii:lされていると云う

."でした. 日本人も古くは江戸時代、文献にみられるのは大正十五年頃糸泌級民(仲純

J~民)カ{M八 N八 ηの地ブfへの進HIが記録されています.現代史での日本人との!思わ

して太平洋戦争緒戦1;:始めて線内海銀大佐準いる被須t'l~見守府第一特別総峨隊の移下

z修がM八NADOに降下しました.インドネシアには古くから云いったえられている

哩がありました.それは災民族に支配されていても.やがて白い怒の~Eに梁った災色の

可が.Itの~からF年りてきてみ毛の災民1漢を駆逐するとぷ弓もので. 194 2~ド 3 丹尖如1

2から純 |斗の務下命部隊の降.下が磁の~EI::例えられ、これが伝説の人にされてしまいま

乞. 胤i付大仏fは大戦中(1)f部下が犯したぬ民への45fT. 殺事Eのj~を A手にiえいMANAlコ

の原型Fでオランダ慨により処刑されました.今も品民に守られテーリンの匠で永遠のi底

にあるとIl!lいていましたが.FE斜をj守た・ずままM八f'MDOを訪ねましたのでテーリン

ζお1Eのー輸をたむりぬままになりました.その後石野さんが利伐の労をとって下さり .

i l.l.テーリンのほと近くのレλ トランでビールを何{け.談~していたことがわかり少しだ

けでも必仰に近いづいていたことで符野さんに感却しています.

また、Wl¥IHJCAO)言語にもどりますが.巡航にはowrJ E (オルチェ)と名乗るお

ばさんが絞まなくよも， 1む般の説IPiの労をとってくれます.

WA I~ 1J1. 八 :が余て~tに1('1 いているのはMINAIIAS 八人O)nl先がモンゴリ アだか ら

だと，ilI.明レてく れます.然し入手fiのな鳴からみてゆく と.もともとインドネシア人は11'問

実I+j)也)j，ラ刈ス.タイ. ピjレYの1h fii Ii:肢が ~t:1jからの漢民放に)!与われ.向に移動しつ

いには.めそこえてヌサンタラのぬ々 に向車1放したことになっています.

F、・



(J) 

N\DO人の色白の美人説はその後の~tからの主として中国人が季節風にのり.ス

.マルクj'.a必くはアラフフ、デモールifu. 民にはオ -7. トラリア~t伴まで.五{

n.なまこを追って繭下し.内ぴ市よりの手節風にのり北に払flってゆく海の狩人の

文振にみられます。 M八 N八f) OO).!t口iIltしい ~!x.は季節泌が巡んできた花粉の米

ことにしておきましよう.その9'には命匁l らずの 11_ドの紀伊の級品~j:霊もいたこと

ておきます.

.のWAI~ UG八から日を転じてMANADOの凶の沖合スラウエシ海に浮かぶ111

~なお陰が見えます. IILJN八KENぬ万す.MANADOから~t~q じキロ{立とiii

ltす ここにはインドネシアで二隻しかないと云われる半給水鴻庇観覧席}がiil!AA.され

て正:'0)浅瀬のコバルトブルー (本吋に紛ぬなブルーのI};)から世界ーと去・われるドロ

fフにさしかかると途織に術水は1前!rに後わりE寝泊Iに辿り;:i'lいた鉛nにどぎまぎしま

h オオイソバナ.ウメイロモドキ、泌亀、始めてまのあたりにする熱{ff魚.その他知

~1 .知らない海底納物.f.Ufiまた魚、弘の匁lっていることは大潟の水ー摘にも充たな

をおもいしらされて呆然としぬほの障者)Jに射線められるばかりでした.それもその

"'ANADOはダイピング ・スポットとして専門語正ダイバーの鑓れのポイントと聞き

乞.心tたわれたおもいで叩t廷にまち改めて闘の先の車誌につつまれたBUNAKENの

， 軍Iに快い世富島を受けて眺めながら~I.:ぎてあることのEZびみたいなものを感じていまし

やはり此処まで来たからにはsITUNGの港まで行かなくてはた.りません.見たち

E守秘し.時には~ぴ.悲しみにつけ9J泣きする仕事上誌があるからです. D T TUNG 
…仰もありませんでした、 V，!liJf4存才Tの約締はかけらもなく ~IO)匂いと日本のiri飲に

Uりにくい絞しさに似たもの、そして物足りなさのある何でした.その物足りなさが何

あったのか今もってわかりません.鋭いて云う危う、 との民主来ての作Jもない町で働くお

』ちのひたすらさと忍耐と情熱が何処からHiてきているのか、私のl陶のうちを綴り抜けて

さ.この港町が fお前も1叱処で働いてみないか』と引き11:めてくれなかったことが.物

りなさのiE体とも思えたからです.

語H:ilIり変える男たち、 f!.tそ捕獲して口本に送り漏りている刻たちの(}む1111の荒々しさ

』弘たちの今のスマランの日Iを絞ぺて、私たちが泌まれすぎていることに気付きました.

また.ジャカルタ 0)冷房のきいたぬMピルで働き(iaJ時でも11本itにありつけるn本人主1:

iと胞の*てで時には剣や蚊の大麻と戦いながら空白腹を満たすことを余儀なくされる日本

\ 仰れもfJlI!~ 日本には無くてはならない人々であることには変わりありませんが.資本

令官の諭l!llから}m金の問者級制:会が出来てきているように感じたのは!!!い込.みすぎでしよう

か. さて、本械も終わりに近くなりました"やはり人日nはや1処をめねても食をもって終

行の弁としなくてはなりません.MAN八η0の食となればifij.やはりl.{lの作事nの科理が

司1・でしょう.ところが北部のMiN八IIA~;八地方・では念外に淡水魚特に鰻をJõにした

す¥'fjJ!l!が多いのにmきました.主JWrのチリ‘スパイスが似に合っているのでしょう.民に

11に鎖!にせめられても飽きがこない不思泌さ、珍I床とえうべき ー品でした.ホテルのl'Iom
でlJU叫に身をゆだね、ポツリポツリと旬からは取のI:Uのお泌りのプレゼントもありました

が、やがて地も現れてピッツアと大じ 当ツキーの'1'.ビーJj，もんIAN八Doon与の心泌まる

.I!J，い 11 11こなり . イï!l!fスマイルとJ~に永< itL!低のアルバムにとどめW~かれる 引でしょ う .

を雪F



ピト.，ンの H本人県

J ~' ~t Jlil k 

15if， 7月20日、謝i臼ぬF与のPJ't:理lHS， ( かし1 は主ゆ毒、主力占1))

t・9ン噂に封lz:し、-.i!1!のセレモエーがItなわれました ピトゥンを含むミナ

't'・6は帝国(.1mι泣いかかねりのゐるよ地で、これ士でにも会側タ，1>::/ウスにた

たがとりあげられTいるとおりt唱が.本慌で11m下命がらみのことではな<"カ

曹がらみの IH‘ d 主 J・ハ~半l~q)かかりりのことを少し占い T 均ます

ねq)~ 2ηにわ，'}かせていただ也 1したが、平成7iFにはじめ1 ピトヮンに人 3

ι;t IJ，! ，こ!!:悦ぶかっお釣悦1船会見で、i:/!ぃ~慨にうたれえした. ベリカヱ祉の

空から/J.，.Ij.仮でかつお紛にわたったt/.‘It、タイムマシンにゆって 50年僚の故郷の

におりたってい止した.ゐとでわかったことですがl!Ulや滋弘だけではなく.かっ

1:f!の主t昌{.Hふ式でした. ピトゥンのかつお釣治~IJ.、自本のぬ~筏衡が1B! に

伝され i の ~t有1MきさEパックされたかのように持続している.という点で希苛1.，

t主どと H える1・しょう.

ーの後続iI事(z;11I1 のヰモ f量のー人 lま建知~.lHI身の大淀勇ですが、彼について、岩松遊底

t4のyジア 61 収録の fカツオとF百五Eの海道をめぐってj (肢体 泰}か

やしてみよ<1"

ナ il!1l( 1 902 -4 5 )が納骨lllJ印度セレペス烏jt~SIの中心地マナ F で倉船

軍立をはじめたのは 1920fJ"代末でゐった" (中略1.1932年当嶋、 Jtセレ

ベλにおける口本人のカツオ滋11f:ll幼側主 (1 9 29年.11'-児玉車保人によっτ設立さ

:カツオ.マグロ磁を専門とする1J11~" 会Hl とピジャック総合( ~1'1l11徴民のlRf&で、
yォd，(tとfrif.((l仮伐をでがけた. )の 2グループによって行なわれていたが、ともに

q年から'10 年にかけて大主主t((!_'9! Iこ吸収合併される. 3 9 trのA:l封漁業の従業民は

-4 8 I人.うら Hふ人l:t1 2 8人とな')"lいる.

ミ崎~ a;tの353人は1!!J也人.混合E匹、日本人 1対現地人3" 7 6 ) 

中絶} このif'のピトゥン"lH主B本人11154人であφ (f~日本人にとフてピ
トヮンは大芋;lfIl ~の町であった. 1 

K紀(rt= )に，J¥したように.当時の1有F手I島出企業としてはめずらしく沼地人の応用

が尚<.このことが筏潟終伝のinl主唱とたかめる要因にもな ったと 3:えられます

PのもO('i'では日ふ人従業員 128人と f.(っていますが、サのほとんどは神縄県人

で た 宅の中のひとり、 {}I礼，jc，'， ~ん q)I正方もあり史す.

1 9伎のと戸{附拘19!f 193 '1 )~H手Ift.t';のァヱヤンT )Jツ i ぶ杓治官官にl.r"J 

Jヒ. (中断}、 In38年から 3c) 1Iにパフイに移り Iti興成局の.，... ~ヵツ..j i(I!紛に It!

りtll"./': 吋1¥1 0 I.'l以しあ った漁船はすべて持軍E泌氏のiiifiであフム. (中略}

I 9 '1 2!1 A i': OJiの訴いで七レベスJ..¥ピトヮンにねたった円λ:.':Uパラ 4でカツヰ

ι船主 Gf.I!nつ'{I・トヮンiこ必ぴ" ~1'1:n 1f(!Iてを勺れtいった. ピトヮンでは子 .ヤ

ユ パラ 4以 |にカツ;.j・がが1れ ぬった h 、:1;.1・はすべ τ 人('~Ifrll'に必っτいた. 人

さl.r!S' I!if I J.l1 がめったが . 河川 民間に '.11 して..f~ Iーにi!:るより lT ~(\ ぬるい tt少 し ，~ '，-，

Fこ才煉製品「イカンフフ Jでj也も l11 JI!にiM'ftされる!.tの/i1)1各かった. J 

，、
t 



『ピトウンの大alJ'l'?-iJIj事?-)I~ 1)目的 ø~1111.出所.iJlI也，[1l!l政官，. ~I'I唱~.'， /)'I自民のm

f11. 1:して総監符六百郊の術作がうま〈かみ合って鮒1¥'4に攻隊し1したが. I 9 " 5 
俸の敗戦に上って文宇とねり rJxじんに付』してし1い注した.

人 ibi~身も自主Lì務命船を日本からピトゥンへ回航する i生中. ~'6Ø~~是けて~去. 1 

945ff5月 20日のことでした. ロ本人約~のうち終戦よでft)τ いたof，'1正伺1

仰の後日本に号l走向げ. Aj， ~l. '11占l(. "町災勺で f くなら れた1; 1正 -\:の J よ IQ地で~ゥ
τいます.

ょった 7 .11 198. l"fマ力ッガ Jレ~舗前倒のiIll.æW領事と竹 11 ， 1唱・11 がピト今ンに米

られた儀会に在ピトヮンの ~11 "名と:A.自民の御子息大岩ト三-toんも加わっT、ピ

トゥン.メナードに妓されたおののJ('(彼いについて話し合いがもたれ止した守 具体

的にどう こうということでは必〈て.これからお!Iの取1&いについ('(['去をはじめよ

うということですが、 f/. として I;I.~い尚切の~に~る泌氏の惑の問胞が解決に lållt て
動きだしたということで.少しホッとしているところです.

在マカッザル目;f;:悶~H沼市館、 Jtスフウヱシ日本人会の{:'(録に 11今後ともよろしく

お阪い致したいとおもい法.J'.

200311ミ7JI ~ 0 11 Ji でnYrl.~gされている的

ピトウン
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長筒節夫さんによる溢係発見，を伝える 「琉球新報j

(19 9 711 -~J1 20fl 付)

!インドネシア・旧セレベス島I
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型車師Jsfl<は 9 曹りと田をみ取れる聞

出身者の嵐官ピド ~ :/

土地の人間に、ピトンの共同E基地名を倒きましたが、知らないとの返事。ただ

し、 rPerkuburandepan凶 KOASKO・(インコアスコ工場前の墓地)Jと言え

i'f殺でも知ってこし、るよ、 とのm。
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インドネシア版吉凶六ものがたり

1司、 S1NAHABADI CEMERLANG 

吉附全志

どこの留にもあわて者はIif.-るむので、この物語は小生スマラン駐在当時のもの

で、スマラン主主地よりアラフラ泌まで 150トンのほ引き漁船でえび漁宅をお

ζ なっていた乗組員のお話ーです。

その男機関部員として、小ととも面接に立会い採用した一応工業高校出の儲博。

しかし臼本人機関長の.i6ーによりますと、まさにひどいあわて者、機関室の昇降

ばしごをふみ外すことは当たり前で、ときにははしごの上から床に墜落こしを

打って動けなくなることもあり、言業がよくわからない事でのトラブノレはよく

あることですが機関長の命令でやることはまったくトンチンカンなこばかり、

タどするのはかわいそう、そのうら何とかなるだろうと使っていたのですが、

さすが皆の笑い者 'ボド"とよばれていました。

さてこのボド君采り組みのスマラン5号船が三ヶ月にわたるアラフラ海での操

業を終えてよえ7 ランに帰港ちゅう東ジャワ、マドクラあの北を航行中、ボド君

。時一49寺のエンジン当直で交代前の 3 ~寺 3 0 分頃船尾のトイ レにいったので

すが、このトイレ木箱をぶらさげただけのものですが、雨のときはこまるので

すが、普通は至鰍快適で乗組員はよく利用したものです。

ポ ド煮 なにを間違えたかトイレの箱に足をふみいれたつもりが、何もない木

箱の外、あっと思ったときはすでにi屋く海のなかに “ドボン"。

“;;:1-ーイ、オーイ符ってくれ" 助u.てくれ"呼べど、叫べど、乗組員{文 明

it }jの深い自民りに附iこえるはずむなく、Ifl板当i支は船織でまったくわからず、

汚迷10マイルの船、終紛にもあっというまに遼ぎかつてしまった内主主いチラ

.;f~ ツプの小さな~，~i治乗り予定慌のイン V粋TZち泳ぎはたっしやすこ勺たので、 zk

宮仕方なくあたりを克渡すとはるか違うくに、釣り船らしさ灯りが見えるの

・ー必死でそむらに向かつて泳ぎました。幸速にも、その夜はほとんど波はなく、

り舟ーがかなり沖まででている穏やかな梅況でしたe

L むかく、ボ J:君、やっと一接近い船にたどりつき、

・1ぬけてくれ!船からおちたj，(ポド京)

32 



‘島l立i主b、ぞ、いくらど (釣り舟)

~l υ0 /レピア"

安い、 1000/レピア

崎高い、 300 だ"

“だめだ、 700" 

(司fド君主j

t-' -t，1-" (釣り舟)

(ボ ド索)

(釣り舟)

“もう頼;t.ない ほかの船にする"

怒った、ボ ド君 ftJiなくほかの見合に向かつて泳ざ、やっとうとー拶成立、 R17に椛

4てもらって小休止 '????? 

むヮとも、当時ボド君のサラリ ーは4500ルピア(月額)。米が Ikg20 ル

ピア、jJソ!)ン1)):/トノレ 18/レピア。でしたから、人命救助に金を要求する

つも変ですが、いくら地獄のさたも金次第でも、 300/レピアが高いのか、ま

も安いのか采総員の意見はいろいろでしたが、まったくあきれてしまいましたa

f後日談)

さて スマラン 5号紛l:t、 4~寺の当直交代時間となり、新しい当直がポド君を

さがしま したがどこにも見当たらず、もしやと、船尾に行ってみるとボド君主の

サンダJレが片.ほうだけトイレの績にある、あのあわてものやはり、海におちた

ぷ違いないと、臼木人船長に報告、あの馬鹿者が、船をもどせと、 U ターン、

震ることほぼ 1時間ライトを点滅させている船にちかずく とボド君がいたとゅ

うわけです。

ポド君、船長にはこっびどく しかられたが、何とか挙運にも命拾い。

この語、嘘のような木当の言語ですが、ボ ド君、スマラン5号船に乗り移り、最

初の船の方に向かつて、，馬鹿野郎!と叫んでいたところを見る と、釣り舟との

やりとりむまんざら作り話'とはおもえないとの船長の後円談。

その後、このあわて病患者、治療は難しいのか、またまた機関支のはしごから

-;--o-tJて、 lゥ月休むニとになったのは後の話です.

それにしても、人情に1ftいネシヤ人の物語が多いのに、こんなこともあるので

すね.

tli泉のき四六氏、この話i~開けば. MZ点じゃないそんな馬鹿の活 γ デ弓コチ 司

イ止いっしょにされてたまるかと怒るでしょうが?

ハぶ
~， • 



アJレー島、 車密林の怪

PT SJ¥(' 1吉閉会芯

1まから、雪?の吹雪で遊に迷ったら同じところをぐるぐる回るとの誌をmlいてい

安すが、当にあまり関係の必い)L~ii育らの私には、よく~)かりませ:1 1"" ・れか

らの訴す士 むかしから莫事長のJるで有名なアラフラ海に浮かぶアル-Jるで経験し

た、熱帯雨林のなかでのお話です。

1971年より 1983年まで続いたスマランのえび事業を閉鎖、習年スマラン当時

の、 130名のネシヤ船員と 5名の日本人船機長共にアIレ一品、ベンジナフロジ

ェクトに移って問もないときのことでした。

天気のよい日穏R、プロジι クトから約8km南にあるという鍾乳洞を見に行

‘うと荷志をつのり何本人 3 名ネシア人船員 1 2~で出かけました。アル一品

I:tせいぜい海抜 1 00m縫度の低い平らな島で東側はほとんど~tから南までマ
ングロープの林で商イリアンとの間のアラフラ海に、商l;t一部マングロ}プと

ゆ子の林、-南iま熱帯雨林と線五Zの生えた丘で水深3000mのメバチマグロで

有名なパンダ務に倒しています二

またこの島は北西から南東に3本の20 トンぐらいの木船が主主けられる運河と

中央に縦横にはしる小さな運河に寸断されています。ある日寺/， uン誕地のえび

トローJレ紛の船員が船外機っきポートで運河に入り出口がわからなくなり 3日

行方不明になったこともありました。この烏のたくさんの選前とマングロープ

の林が、 F百イリアン沿岸の潟司地獄ー磁のマングロープの本1;とで、アラフラ織の

約5百隻におよぶ トロール船により自足後され日本、中国、タイに輸出されるま手

間2-:3万トンのえびの温床となっている訳です。

全てわれわれ鐙乳洞探検隊?、 I:J..午前削除にフロジL クト蕊地な出発、約 4k 

UI J;で〆ルトーザーで作られた、 illiさ水の小さなil!!.までの道を総て、げものみ

らにHいりました。この道{乱 650人のプロジェクト居住者の家と 20トン

りえびトロール紛の材料となる本を近くから切り出しているうちに、 '1k llJむ

1';くま'6並んでしまったという，沢です.

-の1)むのみん、 t5すがにそれ設で止わがって、 20mから 30mくらいの然

術雨林、?め1音く、進むうちにまったく方角は分からなくなりました，.とらゅう



一一一一

5mもあるニシキヘピの死骸に繁いたり、ぎやーぎや一、きたない狩でなくイ

ンコ、ヒコー、ピ」ーと~を吹くような野生の艇の鳴き声を比較的らかくで聞

きながらすサみましたω けものみむI立、数帯雨林のなかで‘あまり日光が下支

で届かず雑草や小さな水が1ぎたないので、歩きやすい道でした。

J1!l図で見る鰻り簡単そうだったので現地の道案内々ど必要ないと考えのんひ'り

出かけたのですが、なかなか簡単にはいかずコンパスもなく、黙l干帯雨林のなか

に入るのがb、かに危険なよとか好い教習11になったのはあとのはなしです。

程、たちは、一応ジャワ人を先頭にし目的地らしさ針路を右傾斜の道を斜めにと

りすすみました。探検隊一行 15名はワイヲイ、ガヤガヤ、とにぎやかに進みま

した。約 1時間小さなj!!!iP!に附会b、小休止、それからまた同じような林の中を

進むζ と約 30分後、また小さな遼iPfに出会いました。

“それにしてもかなり歩いたぞ、ぽつぽつ殺さそうなものだが"、と臼本入隊長.

つられー、この逮何さっき渡ったのによく似ているが" 捻かがゆぴさす下旅

に下りてみると、なんと、やはり 30分まえのものでした。

“そんな〆メJな、どうして元に戻るんだ、馬鹿の、方向オンチだなおまえ" と

日本人機長

“それにしてら、なぜ??? しょげている、先導のジヤジ人の船員だけでな

く全員キツネに化かされたような敏でした.

“よし、今皮は俺が先導する" と小生。

桜重に地図で検討の結果、目的地の錨乳洞は渉;の運河の手前で小高い丘の上。

現在位置より左方向は、ゆるい傾斜のよ り 、 右I~t少し行くと、かなり急なくだ

りで、低い木が密生しやがてマングロープの林となっていました。

さっきは、ゆるい友の傾斜をよって丘に絞くと思われた目的地を討指したがこ

んどは、むしろややおの方角に向かおうと、 )j壷十4ときめ、小金が先潟.しました。

関変わらずまだ太陽は見えないものの、昼過ぎでf立径はたかく、方角はまった

く分かりませんが、たかだか幅広いとニろで2 3km、方角には小生、自伝

を持っていたので、 今度tt大プ1;-)をと、それでも~1をに進みました。

問問1尤変わらず絞く、高くf明都、然{，ト雨林、とさおり、野生の鶏でもL、るのか、

がさがさと幹事ら業をふれ音.ピ 1 ーじ 1 ー.と野じかの鳴き交わす子告はきこえ

ていました。

"あのE在、まるで{俗たらに{寸い.c来ているようだな"とはジャワの船員側

~S 



もともとこのぬは、オーストラリア大陸とは陸続きだったため、ニ品ーギユア

を含めてほとんど閉じ動物がすんでいます。ダチョワ、ワラピ一等のほか い

のししはたくさんいるようでした"小企、乾季の日 ~M 自には.J: <一人でプルト

ウザーの作ったみち企泌さ水の池まで、散歩したのですが、いのししの群れや、

子連れ、に何回かであいました。後の髭です.

Jミ{長は相変わらずうす塁走で、すでに午後 3時をまわりましたが、太陽の位俊は

つかめずB的地の方角はわからないまま、jJンをたよ りにi箆むことまた約40分、

結来はまたまた、同じ速湾に逆戻り、“いったいニの島、どうなってるんだ、他

たち"プラ yクマジック"にかかったのかな、ジャヲの船員は#い績で、全員

がへたへたすわりこんで、しばらくは戸も出ない状態でした。

“今日はこれで中止だ、帰ろう"長期に準備した食料はパンと欽み物だけで、

腹はへるし、円頃あまり歩くことのない船員たち、くたくたになって、やっと

階くなってプr.Jジェクトの宿舎にたどりついたのでした。

すでにスマヲンで殆ど8 1O~、 制絞忘れた船員たち、日頃、船上では全て船

長、機関1茎の街示{こ従う統制のとれた連中ですが、陸に上がっても同じであま

り自分の意見は出さず、先頭から、最後尾まで、上司の指示ど会りに乱九ず進

んでいったことも、後で考えると逆効果となって、二回も悶じ運河に出る結果

となったのかもしれません。

翌円、午後プロジェタトの総指揮者のスン氏の呼び出しでrrってみると、プロ

ジェク トの所属する村の村長という老人を紹介され、 “官制dん ここの住民

にとっては、この島は独立の自分たち村人たらの闘のようなもの、自分たち線

五在民以外は全て、外国人、それにもともとは人食い入手索、うまそうな、日本人、

と少し黒いけど、まだ求しなジャワ人がやってきたと.巡中 15名の深!食隊ワ?

の後になり先になり、 4・5名、が聖子公の鹿の鳴きメrでれんらくを取りながら、

すきあらばとQjcと、山刀 [パラン]をもって、 1寸げていたんて寸‘よ"

・6まさか、本当ですか"と 15名全員、特にジャヲの連中、 7ザく必って互いの

鮒を具合わせびっくり。

・・めの鹿のなさ117、そうだったのか、ずb、ぷん近いし‘そういえば最初から絞

後まできこえてたなあの}Ha・ とジャヲの船員。

“沼たち、郷子の2起をとるとか、*を切るとか、必いニとをしなかったのが上

かったのです、還がよかった、今度行くときは、必ず、前むって報告してくた-

SL V' 
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l投k'I!i'され、とんでもない、 2皮と行かない、 2回も問じ所をぐ.(>ぐる、図っ

たのも、奴らのブラ yクマジッタに迷いなし、。とジャ少の船員たちは以後二度

と山に入るよとはめりませんでした。

"あの矢じりには、 15がぬってあり、いのしし、 HE-a:"倒すのに使います、議矢

.ニ当売ったら治療方法はないですよ、と村長。

“うーん、まきに、商郎劇のインデイアンだω やめた、やめた、 ζんな所で死に

たく Jない "

さすがに日本人の機長も、おどろくばかり。

その後、しばらくして乾季の終わりに何度か涌き水の池に、一人で散歩に出か

けましたが、鹿の鳴き声を開くこともなく、親子連れのいのしし、野生の重島、

うずら、等には時々出会いましたが、プロジェク トの司令と、村長からの指示

があったためか、ヨ5t霊平和で、問地はありませんでした。

もっとも、ニの報告を受けたアルー島の郡長、;Jfyス、陸E語、殺事、等のi通運

が各村長にいったので、手出しはできなかったものとおもわれます.また、当

時は食料不足で休暇までの一年のあいだは栄養失調ぎみで、後せてしまい、わ

れながら肉付きは、怒くどう見ても、美味そうではなかったはずだと、思い出

してはみんなで、大笑いしたものでした.

qづ
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怨獲に袋られた船のミステリー

PT SAC F干国令志

船やめる海被にまつわるミステリーは普から、;~糊に乗って太 、IL洋を悶るl制金

船、カリプ海の海賊弘、号事、いろいろな物語がありますが。どれ、うわけか、小

生ら体験することになり、死者の怨念、とか怨霊などまったく信じたことも

なかっ?、小1:も、思い出す度1.:考えさせられたむのです。

δて、時は1970年後半のことで、む号ーのタJレ・ンクスに一部長きましたが、

ジャヲ烏のλマランにて、海老事業を行っ-0、1こ時のことです。インドネシア

金魚逮より 31療の海老 トロール船の委託を受11、改造を行っていた時のことで

した。

この船t?t、九隻ともにファイパ}グラス製の台湾造船PJrで建造されたもので、

エンジンはヤンマ一、 とキャタヒラーの400馬力の主機つきでしたが、あま

り性能のよい船とはいえませんでした。

まずテガノレの造船所にて改造にはいりましたが、資材調達はスマランのほうが

便利なので三きをとも回航することにして、 1号身Mr/j、生、2号船、 3号船、そ

れぞれ日本人船長が指獄を取ることにしました。テガノレ港i玄人りロが浅く、秒、

ilEの遠浅でいくらドレジジャ}で航路をつくっても、毎年の北西のモンスーン

ですぐに浅〈なり、出入港には苦労しました。回航前日、船長逮と造船所より

ボートをかりで、法外までの是正路を調査、浅い危険個所を記入した水路図を作

り準備完了しました。

実{主、回航が決まった日に造船所の所畏より、維にも話してないのだが、 l号

車~}は 1 J隻の台湾の傘捕船とサマ日ングで2年にわたる係船中に、新婚だった

台湾人の機長に本聞の新妥より船主からの儲符宅送金も途絶え生活できないか

ら隊婚してほしいとの、手紙を見て機長t:l:何度も手紙をItlしたが、返本がなく

最後に離婚i泊知を受け取り 、悲観してエンジンルームで首ー吊η自殺会した、い

わく付きの船だ。充分に注定f寸るようにとのアドバイスを受11.ムし私がその

91Jを回航する、そのことは維に七話δないでくださいω どのいささつがあった

のでした@



さて、当U午前八時の紡耳腕時まず2号紛が先に出港無事に狭い港門を通過し沖

合に待機とのSS B1重絡をうけ、次に小企の 1号船が滋門にさしかかり、かれ

てのチ定巡り会速前進を命じて浅瀬のi通過を図ったのですが、

“フルアへy ド"[小企}

‘・アJレアヘシ j，サード(復唱、 I等航海士、テレグラフにてエンジンルーム連

絡)

院なくエンジンルームよりボイス連絡あり、

“船長ュ.ンジン停止、スター トできません"(エンジンルーム)

"/:fかもん !すぐスター トさせる、疫機するぞ"(小金}

あたふたと機関長がやってきて

..だめです、船長 エンジンはかかりません"

“どうしたんだ、なぜスタート出来ないんだ"

“分かりません、エンジンが蛍くて駄目です、船長"

エンジンの止まった船は、どうにもならず、港門のもっとも浅い所でa燃して

しまった。

“I {す船、座礁、ヨ号船は本船の、左舷がわを気をつけて通過してください"。

“3号船、本船よ り造船所に、タグボートを頼みます、本船エンジンスタート

不能、曳航懲備頗います、"( 小企 ) 

“了解"(3 ~昔船長)やがて後から出港した 3号船は、ぷじ港門を通過。

'11=僚を知った2号船船長の、早い処霞で、昨日念のため待機手配してあった、

タグボートがやって来て、苦闘1時間半後、なんとか脱出、 3号紛に曳航され

沖合にでたのは、すでに午後の3時すぎでした。ほっとする間もなく、小生も

機関部員ともに、エンジンパ{ ム1.:下りて、プロペラシャフトと主機のクラッ

チ着脱確認のう え、主機のターニングを試みましたがまったく動かず、起動は

不可能でした。(ちなみに、 1号船機長、一等機関士、ほか全てネシア人でした。)

夕食後一体みして、 3号船R本人機関長のアドバイスで、クランクメタJレ舎は

・1し-c，iI再べましたが、泌さついた傑子もなくとくに災常Ii:認められまんはんでし

?。 とわかく、翌R無事にスマランに入浴、予定の造船所に係鉛しました。

へっそく 、改造係の 3号ー船(/)特設関長がやって来て、徹底調査にIH吋、 1号自待

機長ともに関べましたが、とくに異常なく、主1換をスタートさせたとこゐ、な

んとあれだけ、道くターニーング出来なかっ'たクランク'I'lllがくるくると俊<99Jき.

スター卜()一発で掛かるとは、??? 1 号紛の機関部員、そして持労した事r~i;ll

Ctは狩もなくがっくり m

i 



うーん、それにしても、あれは一体何だったんだ“

“お前らが、あほなんじゃ、溺鹿者"と 日本人機長。

“でも‘なぜなんだ、納得いかないなあJ'と小1:.どう考えてもあの時点で、

ス トyプした主機と動かな〈怠ったクランク制、今いとも簡単に僚かった主機、

納得できない事ばかりでした。

そう言言えば、あの時テjJIレ途船所長が、ニの船団-!)マリングよりl司航途中 1号

自信がコタバJレ沖で原閣不明の主機故隙で 3f予船に曳航されてテガノレ認さまで来た

と言ってたが、そのときは~にむかけなかったけど、 これで 2回目ではない

かそれも伊lじ原因不明の主機数l燦???? やはり台湾の機関長の首吊り自叙

事件と。...そんな馬鹿な、と思いながら何どなく背筋が~くなったものでした.

その後、スマラン造船所での改造は各船とも、順餓にすすみ最後の主機と繍機

の鋸{寸lkli援の補強工事に入ったl時、またまた1号船に考えられないような火災

事故が発生したのでした。

ともかく、各船とも、台湾出来のためか全体に維な造りで船体振動がひどく 、

船橋、特に前甲板上部がとくにひどく、:i!.}:物が出来ないほどでした。主機、 1前
機ともにファイパーグラス製のため、基礎のボルトが会部ゆるみ、 jJタガタの

状態で、鉄板補強の必裂があり、また、海老ト円-/レ船に対小限必要なトライ

ネットウインチもなく、かなりいb、かげんな紛でした。冷凍機にも能力に問題

ありで、急速凍結室、保冷室、共に温度がi窃くいい製品が出来るか問題でした.

とりあえずオーナー側の意向で、必要最小l授の改造を念、ヒVチで進め、エンジ

ン闘係を 1，sの日本人機関長、甲板部改造は 2名の日本人船長が、それぞれ担

当し3隻の改造に当たりました。

改造は順調に進んでいたある日のこと、午後の 3時ごろ、小金、一人の日本人

船長と、造船所から 1キロぐらいの事務所で打ち合わせ中、滋内の船に火災発

生、うちの船らしいとの連絡を受け船長とむ造船所に駆けつけると、なんと、

改造中の 1号船が船橋下の船長室付近から、 nっ縫い煙を噴出しながら浮かん

でおり、船員、造船所の速中が必死の消火活動にあたっているではありません

か、“ J?一 、又一号紛のトラフソレだ"と船長.

析から、南東のそンスーンに流され反対側lの倉j氷洋援に潔者、造船所q)華民吉で

駆けつりた消i訪自動車 3台がほちに(われわれには、のんびりとしか、見え;主

せんでしたが)消火に当たり;tしたが、グラスファイパーの燃える火の勢い，l 

物Ì'~く、火勢l;!.一向に衰えるどころか、.tIr~1読まで1立つ議な1涯に包まれてしまい

t ヲ



手のつけられない状態でした。 一人の船員の勧めで、港内1':'居たブJレタミゾ ω
消火艇にきてもらい、海{自lから消火にあたりました。結来的にI士、これが-lfr

効果があり徐々に火事Pは表立ていきました。 しかし内部の船員宅、倉lili.1立、な

かなか消火がはかどらずl時間が捌かり‘何んとか鎮火したのは夜の十時過ぎで

した。

火災Ii:エンジンルームから発生、船員室、念、冷室、 倉館、船織と殆どが全焼、

焼けただれた船体と鉛係、折からの南東のそンスーンで雲ひとつ無い夜空に、

1-三夜頃の月の光に浮かぶすがたはまdに幽窓船で、テガノレからスマランまで

苦労してここまで改造し、年間 60トンの海老漁獲を予定していた会得、述、期待

の船の変わり果てた姿に、必死に八時間もの消火作業に当たった私i宝は疲れと

を肢も忘れしばらくは呆然と立ち尽くすのみでした。

翌日、早速原因調査に当たりましたが、火災に実った原因は、甲板上でのアセ

チレンプJスによる剣鉄製ノ守イプ切断中の火の粉が、エンジンルーム内の、補綴

の基礎係強工事中の清掃に使っていたガy!)ンを含んだ、布切れの入ったバケ

ツに引火したものですが、原因と火災宛生の磁Z鮮は非常に低いもので、当時甲

板、機随筆ともに日本人船機長が立会いで十分注意していた事から見ても、あ

り得ない事故、との意見でした。

しかも、エンジンルームでの火のまわりは非協・に早く 、あっと奮う聞に、火の

海となり、作業していた日本人機長含む 7名の機関部員が脱出するのがやっと

で、 消火作業などまったく出来なかったとの報告でした。そして、この司王放は

会漁連と造船所の聞で務判沙汰とえtり小生とエンジンルームで作業ctの機関長

は、 何回か裁判所に参考人として出頭することになったのですが、I号同船の方は

スマラン港外に、 J1t船となって、哀れな姿をさ らしていましたが、その後の消

息は不明です。

それにしても、コタバル沖での司王放を皮ぎりに 2聞に亙る原因不明のエンジン

停止事件、最後の火災事故によ りついに一度もffif老事業{ζ従事することなく皮

紛となった 1号船.

台湾から、サマリングに回航傘摘され、 2年間に亘る係員{}、台湾の荷台主の留守*

~送金停止、新婚の機関長ぽ吊り自殺事件、一連の事件の全てをIYJかした小金

のおしに、関係者全日がしばらく tipL-も然〈怠をひそめていましたが、これ

:.t起こるべくして起こった事故でたとえ、めの火災をi選良く lii'やでii~ しJIこめて

/3 



む、次に必ず大さな事故が干、 た答戸、人身事故Jこ玉三らずおわったのは、引が』

Eふの辛いだったと、日本人AJ}機k含め関係者全員の意見でしたω

'. (/J i.去、 2号船、 3.J号鉛(1.、ル t，(-TIQ測に&i告は進み、たいしt.-'I~散も然〈、約

3作に亘って海老事業に従事し、内イリアンのアラフラ海で漁業し去した.

占て.これを絞まれた皆さんは、この一号船に起こった、 iillの事:放を.イご学

Id寝間長の“怒重量の呪i、"と見るか、単なる解明容易なぎ放と見るか、いろい

らでし.tうが、少なくとも、小企を含め銅係宥全員には符Iitの怒くなる令紋だ

った事はF定かです。

/' 



北スラウェシ州ピトン草思

りんかい:rn設ピトン作業所

青山秀炎

1じスワウェシ州ピトンにはどトン港開発工事の為、200]年6月に赴任しました。

ピトン、マナ 1.:'1;1.インドネシアでありながら他の地域と何処と無く事字国気が迷

う感じを初めに受けました。この雰囲気は、民族・宗教・歴史的背景等が絡み合

いジャワと1';]:違った独特の#.回気を作り出していると

照います。

当地は第二時世界大戦当時に日本軍が駐留していた事もあり、防空嫁 ・慰霊皇砕

等がAirMadidi. Gi.rianに伐っています。当地赴任中に、 2001.9. J1 WTCテ

ロ・そして米国の報復ともいえるアフガエスタン侵攻 ・イラク戦争と世界情勢

i士58年まえに当地で行われた同じ過ちを繰り返しているように息へ、この地で

散っていった日本人を思いながら、改めて人間の“性"のような物を強くltiじ

プラ ワン管を見入りました。

ごと仕事に関しては、ピトン倦は非常に仕事がやりずらいと言う印象を持ちま

した。ピトンは比較的小さなIsTにも拘らず、各行政機関 ・出先機関がほぼフル

キャピネッ・トで織っている事情もあり、また、運怒く 2002停の地方分権(オト

ノミ}がスタートした年にも当った為か、中央行政 ・地方行政機関のシステム

の混乱と重複が “燥しい"という印象を強くねに』手えたのかと患います。

商白い謡、現場に来るインドネシアの役人に彼らの所属機闘を聞いても、 f自分

の所婦が今Iま何処なのかハ γキリしないJと話していた事には、今回のシステ

ムの混乱探りが机で解り、また篤きもしました。今後インドネシアもこの役人

速から背筋を偲さない事には将来が決して明るい物になら然いのではないかと

思えてなりませんでした。

既存のピトン港を初めてみた日寺の感想、は、他方港としては非常に大型船 ・物流

貨物放が多い惑です。しかし、ジャカルタ ・スラパヤ・ウジュンパンダンからの

工業製品の供給と半径500km近し、北スワウェシ州の物流闘を担う港と聞けば納

符がいきました.化処ピトン港の立地粂iq=l:t、対岸のレンベ烏が天然、の防波縫

iこなっており外海が時化ていても、この水路に似た地敏tt凪を保っていられる

事や、水深が非常に深いと奮うメリシトが普からの良港とし~.(発展したのでは

~C~ 、かと思います。

ピトン市街に自を向けると、市役所から西側が区蘭鐙淫されていて過;}jに都市

計聞に真剣lに取り総んだ様子が伺え交すが、ここ数年{士市街地鐙備のif!lJきは見

受けられません。当時の開発計画事業の意欲を継続していればより良い田T作り

が出来たのではなし、かと、少ノィむったいないような気もします"
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弘、'lfではあゆますが-1:1の絞れを恕してくれるのは、市役f婦が'jI!Uから見るタロ

に緑く円'ナド~土"です。何気ない風景;ですが、日本の富ナ111を思.bせる私
の1;.'(に入っているどトンの風景の一つです。皆さんも機会があれば一度見てl;i
句何でしょうヵ、きっと気持ちが然らおくと思います。

:WO:~ 年 5 Fl 29円

-N(  
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一…と純一ーの事 戸 副
7， :;-

在フィジ一 太æ~佐久

"タJレシウス“といえば普い思い出があります。それは、東海澱粉 [株]ピツ

ン在任中で同誌の編集長である川口さんから、再三再四に百り偶数依頼されま

したが、その都度2い釈をしてとうとう最後の般か 8号(だったと思いますが

防還っていたらごめんなさb、)まで約束来たせず申し訳無く 、この紙面にてお

詫び取し上げますω

私が最初にピツンに仕事で来たのが、総か1999年でその時1士、ナママグロの選

別担当で六ヶ月ぐらいいましたのその問、ウジュンパンダン、そしてアイリッ

ピンのダノ弓オ、ジェネラJレサン卜λ と笠り歩きました、全てホテル{主まいがffl

どで慌ただしい六ヶ月のように感じました。

その後、 2001年、掬洋水産の仕事で再来ピツン、漁船のオベレイションを

1.fF2ヶ月担当しましたが、毎日忙しく一金書長命で、あっという問に過ぎた感

じでしたb その問、いろいろな人との、良い触れ合いまた普い忽い出と多h あ

りました。そしてその後の四ヶ月のピツンは整理のための在任でした。

インドネシアに闘して今媛り返ると、 1988年からパリを基点としてジャカ

ル夕、スラパヤそしてウジュンパングンと約 11年間過ごしました。ひとつ、

ひとつ話せば長くなりますが、本当にたくさんの良い思い出、そして苦い思い

出でいつはいです。

昨年の5j:J久し振りに帰国して一週間後にA型肝炎と診断され、神戸の労災病

院に入院するという最悪の状態で、がっくりしてしまいましたが、今は回復、

王た新任地でif!i.張っております。

fJ.が二こフィジーに来て、かれこれ 10ヶ月になりますが、今日11:、私の見た

7 ィジーについて少しお話したいと思います。

1 ィジ}務局{立、 3!:-lの大小の品々 からなり、未だ到l滋:制度と言うのが政治に

ついては現存します。
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アィジ一人は、男友とも体格がヨーIIツパ人なみに大きく、なかには日本の相

僕取りのような同人もいます。そして~-y ジナルのアィジ}人 1立法府1土泉く、

~I;j.むじれつもです"性絡は明るく、普の名残で失業しでも都港に帰れば議か

が、食べさせてくれると言う舎の風習が残っているのが原因だとおもいます。

飲鱈についてはピールの歴史が浅く、限度を知らないためか、よく酔っ払い含

みかけます。

l特太平洋では、このフィジーは中心的な図で、日本大使館も近隣の島北を管倍

しています。ちなみに、各国の大使館、領.ijj:館があり、いろいろな意味で新IA

入り混じっています。

.h:c近{ま特に中国人がI台えて、フィジー人、インド人についで3番目の人臼を有

しています、東南アジアは、どこに行っても準備が居ますが、こ二も将来は同

じになるのでは、

話しは、また少々それますが、このぬには毒蛇がまったく居ません、英国統治

領だったころ現地フィジ一人労働者の仕事がまったくはかどらず、同じ英国統

治領だったインドからサトクキピの作業労働者を移民させたのですが、なにし

ろ毒蛇が多く彼ら作業をボイコットした為、やむなくインドからマングースそ

つれてtll蛇を退治してしまったと言う訳です。フィゾーの山、平原、勿論ゴル

フ場にも毒蛇はまったくいません.

またまた認しは、変わりますが今年の 6月後半より当地で南太平洋のス水ーツ

オリンピyクグームが始まります、5月半ばより各i議手間が入国するので賑や

かになります、皆さんむ、チャンスが宥りましたらぜひ、十佐界で一挙.!j!.いあさ

を迎えるフィジーにきてください。

それでは改めて、北スラウコ二シ日本人会の今後のご発展会祈ります。

200 :3年 4}:j29目。

I:.tt!、 h目的ば本人よりのIlill'iにより 、多少改，Bさせていただきました..( .'~lI r ) 

/勺



日本経弁論大会

マナド国立大学日本議議郎新聞洋子

tスラウヱシ州;{立大変日本語教育が主主んな地域の一つで、約 50の高校で日本語の

が行われていますぬ高等教育機関では、マナド開立大学とマナド外国語大学の二

九こ日本議専攻のプログラムまたは学科があります。その他、授業科目のーっとし

本E語教育が行われている機関も数校あります。その日本活学習の成果の発表の場

て、日本語弁論大会が毎年聞かれています。今年は 2003年4jj 4日にd高校生日

弁論大会北スラ ウェシj也方大会が開かれ、 19の高校の代表がスピ}チを緩いま

また大学の都のほうは 5月 24日にマカ :yサJレでスラクェシj白区日本，務弁論大

、間低される予定ですのそして、それに先駆けてマナド予遊が 5月3自に行われま

ニ 千遂にはマナド国立大学の学生 11名と、マナド外国誇大学の学生5名が参加

ました。 この予選で上位iこ入賞した三名の学生が-"13 :yサノレに行きスラ?.:r.シ大会

4均します。

£還の結5誌は
第一位:ダンチェ ・ナウィパ fごくらくちょうJ

第二位'グイネ ・トゥラル fマナドの埋め立てj

第三位 :マリアム ・トりクォギ fスト νスJ でした.

~宇治大会では、日本人会の方k に弁論の審査員として毎年協力 していただき、大変

がたく思っております。『タノレシウス』の紙百Iをお借りし、皆様にお礼を申しよ

ます。またマナド予選で入賞した三名のスピーチを『タノレシクス』に載せていただ

ことになりJ謀総しております。これからも熱心に日本語を学んでいる学生たちを応

ていただけますようお願い申し上げます.

乃写真はマナド予選の出場者と審査員の皆様です。もう一枚は入賞した三人で、 右

らダンチェさん、ダイネさん、マリアムさんです。

f 

..-

一一一T. ム
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追記 :

マメlシサノレで行われたスラ '7二五シ大会でも、マナド国立大学2年jEのグンチ

J二さんがーイ立になり、全国大会にスラクエシ代表として出土おしました.ダンチ

ェさんは Iごくらくち.tうが住めるように森を守ろう|と力強い7.ピーチをし

ましたが、残念ながら入賞・はできませんで した@
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「ごくらくちょう J

マナド国立大学3年 ダンチェ ・ナウィパ

みなさんはごくらくち tうを見たことがありますか。世界中でごくらくらIうはイ

ンドネシアにしかいません。fインドネシアのどちらの烏にいるかな。j と外国人がた

ずねます。ょたえは「インドネシアの京にある島パブ7にいますωj 

1まからごくらくちょうは有名な烏で写真やはがきやテレピなどで見られます.そし

て、観光答と研，究者たちがパフアへごくらくちょうを見に来ますω どうしてこんなに

有名になっていますか。それはとても美しいとりだからです。ごくらくちょうはイン

ドネシア誇ではチェンデラヲシといいます。パブアの言葉ではエグパーワド-j}ベド

ーといい、金色の鳥という意味です。

ニのJ鳥は小さいけれどむ、泌がとても長くてくちばしむ出ています。そして、尽は

金色でくらばしが赤いです。全体が金色です。ごくらくちょうは fコォーコdーJと

鳴きます。その戸は速いところまで附こえます。ふつう ζくらくちょうは森の中の大

きい高い木の校から枝へあちこちとぴまわってくらしています。食べ物の木の実をさ

がしたり、{中間の鳥たちとあそんだりするのです。でも、応いぷのない林ではそれが

できません。ごくらくらようには尚い木のある森が必要です。

みなさん、この烏はパプアの文化と深い関係があります。普からパプアでは若い人

がごくらくちょうの夢を見ると、次の日森へかりに行ったとき、ごくらくらょうをつ

かまえることができると言われています。そしてその若者は将来村人のためにいろい

ろな問題を解決して、村の人から第敬される村長になると言い伝えがあります。それ

で、パプアでは村に問題が起きたl時ごくらくちょうのかんむりをかぶって、問題を解

決します。またパプアで伝統的な行事があるとき、この為の羽で作ったかんむりをか

ならずかぶっておどり去す。

でも‘みなさん。残念なことに今ごくらくら tうの殺がへっています。この烏の住

んでいる訴の水をきりたおサので、必が住める場所が少なくなってい去す。対uを作っ

たり、材木をとるために人々{土木舎さりますa パプアでは森のオてをやいて焔合作って

やさいをモだてます。やさいがとれると、また森をやいて新しい畑を作りますそれ

で、ごくらくら ιうの住める繰はどんどん少なくなっています。その日かにIL烏を市

』訟で売っずり、かざりにしたりするために鳥をつかまえるからです こんなことをつ

づければ将来はどうなりますか。
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私たらけごくらくら tうが{主ん・でいる様の.-1;;をきりたおすごとをやめなけれ/.rな

りまぜん.私たらはごくらくらtうが住めるよ主に王撃を守らなければなりまtIん， {た

統的な行事でr:tニの鳥のかんむり含かならずかぶります。でもかん心りを作ろえめに

鳥~・ころせ/J、ニのパプアにしかいないただ一つの烏!心、なくなってしまいま寸 ハ

プアの大切な1.からむのが々くなってしまいます。これからは1.さーいる J くらくら

ょうをころしてはいけないと忽います.このとてもきれいなごくらくら主うがいコま

でも見られるように.
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Iマナドの埋め立て J

γ ナド外凶必大学3年 グイネ ・トゥヲI!-

j~~ん、こんにちI;i:..

今日‘私!上手ナドの海が峻めをてられているこ止についてお話したい計思いま「九

Jのγーマをi'i!'んだのはマナドのl貯が大企Iさで、マナドに仏・んでいる人。と力や合わ

りて .Hfにγ サドの田fを守りたl、からぞず。

Y 寸・ド， tもともと、クヱナンという名前で、 131立紀から現在のマナドという名前

や使ってい土す.マナドの西側にIt Boulevllrdという海岸通りがあって、以前I.t夕

方になる止マナドの人々はそこに集まってきました.ピサン ・ゴレンや、サテ ・アヤ

ム必ど4E食ペながら夕日が海に沈む無色をぼんやり見ていると、何もかも忘れてのん

びりした%分になる二とができました。伐念、ながら、 6年前、スーパーや司、テ11-を総

てる1.-めに、そのきれいな夕日が比えるγ す 1':iftの嬰め立てが金古まりまし?

γナドの入門は約 55 万人ですが、新しいλーパーやI苫があららこららにfJ~てられ

てい£九そしてBoulevardiifjりぞいの7flir.きをすべて忽め立てて、むっとt-くさん

の1古会鎗てようとしています.新しく建てられた応の中で営業しているのは 50パー

セントぐらいですこんなにたくさんの広を建てでも、貰い物をする人ロは浪、わりま

せん.営業がうまくいくのかどうかわかりまゼん.また、わぎわざ鑓てた広が長いmJ
使われないで、閉まっているのは叙しゃないかと思います。

そしてもっと心配なことがあります。このJ.!I!め立て工事は、マナド湾o>NIにあφプ

ナケン島のザンゴに影響があるかもしれまぜん。プナケン島のまわりの凶な海洋公i剥
がこわれてしまったら、マナドに来る観光1容ももちろん少なくなってしまいまサ。そ

れt:けではなく、マナ 1;の観光収入が減ってしまうと思います。管さんの.iJ:見はどう

で寸か.尖11、γ サ f:湾を埋め立てる前にt'<‘さんの人身が反対したそうで'oT.その

人f-(.) 1，)マナドの新開設苦手間にふιの意見舎、IH 、てのせ長したが、結局、マナド~，:tjj\

め立てらitてしまt、ましt:

.f1.ltγづ 1，から 20キロげなれたトモホンというafのlli.Jlrです トモホンの友だら

もみんな滋め立てのことを鈴念に思っています。 J私Lと伺じt役E引{代tの』衣ι-どちで

に{化どん c:いる人、キ寺に管から住んでいる人々はもっと残念に患ってt、るニとでし Eう

γナ 1:に米1':-ごとがあφ外国人たらお伐念どと t?っていますの手M~.ちがどんなに反対

しC{). ぜナドはもう以前ω状態にI.tlえり守;-l!・ん。4正当にfl

..;j 



γ 寸 1:t::11でけなく‘ 1.1かの.f1Ij域でも、同じような問題がある少思い会す.みんな

で広iJ]iを... yっていく'"1;)、どうしたらいいのでしょうか.ゴミをあちらこららにti!rて

ないことはもちろんです.そして、自分たちの町の自然や療境にもっと関心や持つ久

Jiがよいと思いますそうすれば砿たちだけでな<.観光客や、~の世代の人身む担I!

J授の自然の主し窓会楽しむ二弁ができ去す

j也被のl)，11Jtや自然・にI~心をむって、みんなでインドネシ7の自然を守っていき乏し

t九ありがとうございました，
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「ストレス」

マサド国立大学3年 γ リアム ・ト日ウ耳ギ

今の世界止普の l住~I立迷います.学問と科学がどんどん発途して俊平IJな生活になり

ました。でも、今の世界の人ftlJIまさtうそう社会を生さなければなりません。私たら

{土生きるために必要なものを手に入れなければなりません。そのためにはきょうそう

がありますω 窓殺する、しないにかかわらず、さらに生きるニとが難しくなっていま

す。それがストレスを生みます。今、ストレスは社会の大きい閉鎖になっています。

ストレスはインドネシア議で小さいきちカ旬、c言われていま寸。どうして小さいき

ちがいときいますか。ストレスがある人はひとりきを言ったり、ぼんやりとした目を

して、かなしそうな鋲をしています。それはきちがいの人と同じようです。秘たちの

とに大きなにもつをのせられたような気持ちになって、私たちの生活はおびやかされ

ます。

A トレλlま誌でもかかるかのうせいがあります。身分やねんれいを区別することを

しません。老人から務者までス トレスがあります。係国はいろいろで各人違います。

私は大学で勉強するために下宿で生活しています。両親とi全く隊れて生活しているの

で、問題がとてもたくさんあります。たとえば大学では先生から宿題がたくさん出さ

れます。そしてζ じんてきな問題、たとえば恋人と友だちの問題もあります@たいへ

んなんです。私の友だちは両親がりこんしています。両親からあまり愛情をわらうこ

とができません。それでストレスになっています。家族の生活にせきにんがある貌た

らも同じです。家族に必要なものを買うお金を準備しなければなりませんのこのよう

な問題を心記してストレスになります。

λ トレスになると頭が痛くなったり、向が痛くなったりします。病気になる人もい

ます。ス トレスからにげるため、おさけを飲む人もいます.まやくを使う人もいます〉

でむ私たちはストレスにまけてはいけませIv，。ストレスはかl、しょうしましょう。

人によっ Cストレスにかかったときの解約法はいろいんあります。ね1"1:λトレスω
苦手とてもたくさんどんどん食べます。そしてストレスをかいしょうします。ストレス

乃l時には食べることと穫ることをのぞいて何もしません。大学のじゅざl.うや令の仕

事にもきょうみがおきません。お金がなくなるまで食べ物をt.tってどIvt'ん食べます。

持1mをむγにします肉でも気持らはかるくなります

みなさまはどうやってストレスを解消していますか。
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むし、今みなをまが重い問題に出会って、その解決;J;i:夫がなくてストレメIFt:-まっ

ぺ、ても、ぜっぼうしないでくどさい。神主まI.t.f:J，、た i，1，).:・くんjもんするために問mi-
め1・えます。大切なことは問題をどきけないで、もし1品JMに出会っ Ci..>ひかんてさ，Iご汚

ないことです"すなおな心で解決方法が見つかるように神さまにおいのりして、約

.1，:心で然心に}jW~をさがしまし E う 。 ストレスで悲しい般会しないでく Fよさいn 聞

があっても、スマイfレをしてみましょう n ストレスにオ:けたい.(!くだ会い
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祭 り の 会 が 、 よ さ こ い ソ 1 一

ラ ン 断 り 安 機 蒔 し 、 大 会 を

袋 り ト m り る ・ 一

審 資 負 は 駐 イ ン ド ネ シ ア 一

日 本 大 使 館 の 秩 元 縫 考 公 -

仰 向 イ ン K ネ シ ア 日 本 え M 円

強 冨 の 浜 島 也 ・ 混 合 後 μ

耗 ナ シ ョ ナ ル ゴ 1 ペ ル 祉

の 樋 川 修 一 好 高 旦 本 警

の お 農 協 叫 ・ ジ ャ カ ル タ 文

庫 負 元 日 本 街 彦 事 務 盟 A の

マ ラ ン キ l 民 ジ ャ カ ル タ

原 本 文 記 セ ン タ ー の 常 勝 一

義 高 碑 立 か お る 氏 と 本

筆 野 噴 姦 警 却 の 8 へ

国 際 交 椛 必 金 で は 、 イ ン

ド ネ シ ア の 将 来 也 事 抱 つ イ ン

臼 孟 各 家 の 一 環 第 匁 下 ネ シ 7 の 若 者 の 考 急 議

塁 イ ン ド ネ シ ア 塁 葬 一 点 を 知 n 1 1 日 イ の 家 集 議

船 穴 会 薗 際 悲 鳴 令 匁 Y ヤ 一 を 深 め る 機 会 の 一 つ と し

カ ル タ 悶 本 文 化 セ ン タ ー 、 一 て 、 名 数 の 知 人 の 関 綴 を 呼

元 日 ・ 香 芝 襲 奪 謹 が 万 母 て 2 .

5 日 午 後 1 時 m M 分 か ら 、 中 一

公 ン ヤ カ ル タ の ホ テ ル ・ サ 一

リ パ ン パ シ フ イ 山 川 市 γ 4 階 ボ 一

ー ル ル 1 ム で 関 警 」 れ る 。 一

今 年 、 令 聞 7 般 市 の 地 一

-昨 央 会 を 捗 長 い な 森 喜 山 一

一 や 社 会 人 ら M m 人 が 参 加 。 ・ 一

一 「 閉 会 の 命 帝 」 「 母 と い ・ 2 2

- 筏 』 と い っ た 身 点 な 隠 泌 を 一

一 放 っ た も の か ら 、 『 自 然 と 一

一 の 餓 和 」 『 麻 薬 」 な ど 、 イ 一

、J H r ネ シ ア が 怨 え る 整 商 一

- mな 戸 探 々 な テ ー マ で 、 円

一 頃 の 聞 本 総 鋭 均 H の 成 泉 を A m 一

一 四 仰 す る ・ ま た ー ジ ャ カ ル タ 一

s
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パ i 会 荘 r c 総 滋 す る 家 政 に

刊 本 -mの キ ヤ γ チ フ レ ー ズ

認 な d 定 数 r 妥 協 し

な が ら 、 『 臼 ・ 本 路 が 崎 町 か れ

て い て も よ く 確 か め て か ら

ロ つ よ う に 」 非 杯 付 添 け た

ス ピ ー チ の 審 査 は 、 七 分

日 本 一 泊 ス ピ ー チ の ナ ン パ 為 抽 植 で は な い か 』 と 来 湯 客 一 以 内 と い う 時 間 制 限 霊 R

l ワ ン f 高 層 し 、 合 国 七 地 一 約 三 百 人 に 悉 λ え 一 内 容 の ほ か に 今 年 か 皐 一 全

区 の 予 夢 語 長 い た 大 学 一 二 位 の ジ ャ カ ル タ 特 別 州 一 良 の 護 か お る さ ん に よ る

生 や 益 支 十 四 人 が 日 ご ろ 一 L I A 外 国 務 穴 副 主 宰 の フ 石 疑 依 容 の 時 間 が 絞 一 け ら れ

の 話 U の 建 議 寧 ' る 第 一 エ ニ 1 ・ ハ リ ム さ ん ( こ こ 一 九 器 警 は 、 誌 の パ プ

= 下 ニ 同 金 イ ン ド ネ シ ア 日 一 は ご 一 七 日 本 製 品 に お と b 一 ア 州 に 伐 む 惨 策 r A の 保 般 に

本 初 設 実 会 問 襲 m u噂 さ れ る さ と い ・ 品 で ・ イ 一 つ い て 吻 さ 窓 ど 宏 交 え

令 ン ヤ 力 ル タ 果 詰 セ と ン ド ネ シ ア 事 に 盤 日 本 一 な が り 似 弁 護 る っ た 盟

タ 1 、 一 宮 本 理 必 要 H E虫 歯 る 習 に つ い て 一 マ ナ ド 苔 専 の ダ ン チ ェ ・

プ ル サ ダ H 共 艶 が 昔 、 嘉 手 υ た 一 ナ ウ バ パ さ ん ( 二 一 ) 車

中 央 シ ャ カ ル タ の ホ テ ル ・ 一 フ エ - 丁 さ ん は . 自 ら の 一 す 戸 が 多 か っ た が 、 寵 … 一 定

サ リ ・ パ ン パ シ フ ィ ッ ク で - 体 験 を 交 ' へ 中 国 や イ ン ド 一 発 音 に 加 ・ ヘ 質 疑 応 答 に き

閃 か れ た 日 イ 悲 挺 放 の 一 ネ シ ア の メ ー カ ー が 『 日 本 一 ち ん と 与 え た ア ス テ ィ テ ィ

輿 と な っ た 今 語 、 さ 喜 一 っ ぽ い 争 乞 作 っ た ら も っ と 一 さ ん ゑ 入 苧 え

ま な テ 1 マ そ 稔 υ た 多 加 者 一 た く さ ん お 忽 晶 械 が 買 っ て く 一 弁 論 発 表 後 は . ジ ヤ カ ル

た ち の 災 力 が 伯 仲 . 事 に 一 れ る 」 と 考 λ 、 日 本 格 入 り 古 ゑ り の A 試 が よ さ こ い ソ l

向 か っ て 」 と 似 し . 一 度 や 宮 製 品 管 室 注 事 ν て い 一 - 7 J M剛 Z 襲 来 菱 を

二 度 議 し て も く じ 2 3 ? ?品 摘 。 を ベ ッ ト カ ダ イ ナ ミ ッ ク な 雪 作 け や

忌 る こ と の 爪 泌 川 草 花 貯 え た 一

コY ヨ ク ジ ャ カ ル タ 特 別 洲 の 一 日

ガ ジ ヤ マ ダ 大 学 一 一 一 年 ア ス テ 一 月日

ィ テ ィ ・ ユ ニ ア ル テ ィ さ ん ア D

( 二 乙 が 慢 で 九 議

ア ス テ ィ テ ィ さ ん は 、 拶 一 川

を 『 人 生 と い う 旅 役 行 き 先 一 一 限

で あ り 、 現 実 を 渡 る 柄 』 と ? 入

朗 九 、 前 V T C 匁 現 す る た め に ‘ 』 引

は さ 主 義 な 隙 容 に ぶ つ か ? D

る こ と を 税 明 拶 準 型 9 5

歪 語 の 努 力 に つ い て は 田 元

話 相 す こ と と 例 え 一 - 「 阻 ん

回 失 敗 し た 川 ぷ 尽 川 、 山 民 が 一 千

府 民 の 稲 怠 峨 小 よ う に 自 分 一 伊

に 中 羽 合 っ た 耐 を 単 品 べ き 一 テ

だ と 述 べ た 一 切

し か し 、 一 度 や 二 度 失 敗 一 だ

し て も あ き ら め だ い 、 失 敗 一 札 誌

の 中 に も 学 ぶ べ き こ と は あ 一 鵬 首

る と し て ‘ 「 失 敗 は 若 者 の
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露 呈 ん た め ‘ 今 回 で 四 回 目 の 審 査 員 一 は 、 九 月 下 旬 に 東 京 で m m閣 議 謀 総 勃 胎 ら れ た ‘

' J ャ マ ダ 大 の 日 本 文 化 一 を 務 め た 在 イ ン ド ネ シ ア 日 一 さ れ る A S E A N ス ピ ー チ 一 そ の 他 の 入 賞 者 は 弘 卜 の

日 本 人 学 時 半 と 絡 す イ ン 京 大 使 館 の 愁 苓 肇 公 伎 は 一 コ ン テ ス ト に イ ン ド ネ シ ア 一 通 り ・

シ ア 入 学 生 を え て 、 旦 「 大 会 の 参 加 者 を 含 む 日 本 一 代 表 と し て 参 加 す る ・ 二 人 一 一 二 位 乏 菌 プ リ ハ ル テ

叩 皐 ぶ こ と を 決 め た と 一 管 長 ぷ 務 者 た ち は 、 日 イ 一 に は 日 本 航 径 の 器 搭 笥 ・ 一 ィ ・ ジ ャ フ ィ ト リ ( 一 一 一

う ア ス テ ィ テ ィ さ ん は z p a肢 の 娘 一 け 僚 と な る ゆ 一 ジ ャ 力 ル タ 支 震 か ら 来 京 一一 ) A奔 片 品 V 四 位 『 向 然

摂 し た が 、 線 留 の 成 泉 一 心 的 な 符 仮 に な っ て ほ し - 往 復 の 航 袋 券 、 プ ル 吹 ダ の 一 の 制 均 」 フ ア テ ィ ア ( ニ

び 分 に 藷 伸 で き 九 日 芝 い 」 ・ 戸 額 叫 ま た 、 参 加 者 一 マ - 7 J # T 氏 か ・ 畠 闘 単 旦 ニ ) 自 ド ク ト ル ・ ス ト モ 大

: 人 民 定 く さ ん の 外 悶 人 一 の テ l マ を 取 り 入 れ な が ら 一 万 ル ピ ア T 柄 引 苦 れ 九 三 二 年 立 を 「 A d u h 陸

t 触 れ 合 い を 悲 し な が 一 ユ - T ク な 路 で 、 来 署 一 た 一 容 b aま で の よ 一 利 な 君 主 イ イ ス ・ ヌ ル ・

日 本 や 外 国 の 震 に 笠 宮 警 な 撃 宴 思 え 一 位 入 警 に 、 ナ シ ョ ナ ル ゴ 一 ア イ シ ヤ ( 一 一 一 ) | パ ジ ヤ

い き た い 」 と 紛 っ た 一 俊 勝 レ た ア ス テ ィ テ ィ さ 一 i ペ ル 社 の 捌 川 修 二 社 長 か 一 ジ ヤ - 7 / 大 一 一 一 年 ( 敬 称 脱 出

E λ ク ワ 勤 務 時 代 を 含 - ん と 二 位 の フ エ ニ ー さ ん - ら テ レ 民 主 ン カ セ な ど 夜 - 京 州 五 へ 写 民 主
u
1
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タパン及びピトン託fJJll~プロジェタト

JPC' (.j~'f 

，jir雲

我々が勺 11l!ピトンでJJMr:従!j;:している問E泌IÆ 1Cプロジェクト!士、 :刻。tiE.o:\';に tjl しますと I~~

2己のように:1P.Bの4'，1)1)が泌されていま寸 .これはJk郎インドネシア0)1 必iI，!!O)IJR~ 工事会

マクロ的;C:也から促え、 l!!iテイそーんのタバンn主と1ヒスラク工シωピトン地主・νン ・パγ

ケイジで対応しようとの:意向から111たものであります.

下段の「プロジェタトの背欽Jを絞んで耳iくとその鋒緯をごE豊島車販えると.tEい玄す.

手主々が被害~.tòるしているはごのピトンであり、ここの工事に焦点在あてるのが妥当なので

しょうが.資料を分解しますと訴が合わないところも生じますので、ニニでもワン ーパタ

ケイジで紹介させて陥きます。

プロジェクトの1'ff;l:

さで、持さも感じておられた.iITiり、ピトンf告やタパン泌のある~郎インドネシア!士箇$1イ

ンドネシアI..:~tペIj~~が返れており、 {j:. /I その約z:.がひらいてきておりました。

この絡必の字たるp;t肉1土、まずこの広k.なゑ郎l1!!峻に数l唆りない島々が点従すると言うJt!J

攻11<1特性から米るものでした。それにより.インドネシア総人口の 16%にあたる 2，9∞
万人会後しながら、7(1どの設資家l立絞済的効i民の観点からZ草加よりもI吋ililにあるジTワに

集中してしまっていました.これはインフラ必備がイ'~1-分であったからと，-iえまず。併に、

作fifíインフラの'1'でも‘このl1!!J波にと って総 1:倫iきが 1:犯でわる1J1..'.'，川、らすればこのIl~~

インフヲが佼誌な叫ぶだったのですが、 これが充分ではなかったからで寸

インドネシア政J(>fけこの地域の，r(~i'I!をJ'J!Aï し.. REPRLlTA V (ZI1'，次 5 ヵ 'FIl~ ~I! ，tll~lj) 

から、このII!!J~q).i!Jj布告 ・iJ!if，1剥の{!(f(rとインフラの終紛にll~ Irti~をiN< ことにし圭した

これを実t，寸ベく、』の1*1)政J(.fI;tIJ ~政1(.[にたいし収納インド-(.シア仇 I'ijj紛総合近代

化Itl.~tlìの訓針。fヲピへの彼自.il~)) を~，Ut してき î: した柄 JICA /)，こ九には:え. I 992午 II 

1 Jから I9 9 '1 '1' ~! J JにH・丹で. JIUff!イ ンドネシア 12mにおいて海員J!、造船、 f控'(.~;. if1t 

60 



l 安全および船員長成の 55}担fで。1~1培が11わ./Lた次第です伶

ニの内、首主計普の分!l'fでJrĉティーム1:1.. 1 9 9 4 fl~から zυo 54J・の1111に f中クラスjの

港湾を 17 ~íffi . f 11、クラス1のれのを85愉rfrニω地域にIllI$eする二とを7 スター・プラ

ンに絞り込みましたa その中でも、 v必のような総点からピトン止。パン1，1，)絡がJ世械の十点

であり j也I~締約裕J民の瞥レされ、綬先順伎で1:1徐 滑におかれtしr

1 他の州に~tベで、タバンt{!ωある.111:ヌサテンガラ 111 とピトン継のゐる~tλラウz シm

iま. ・人当たり CRDPが依〈、 11た4J'"<<成長暗1も低い (ニれの向上が必裂でゐる}

2. 地域人口の鋭敏がその地域の禿J民への浴在力と |刻 jl!~J*の度合いを占|る挺li..の一つで

あるが、この河川iとも人口はかなり多b、
3 クパン港l:t.lli郁インドネ・ンアの1脳協に{立111 し、ピトン浴l:tその~t絡に{主総していて、

立地条件が僑れているρ つ主り、 loLj港は f外洋への凶n(PAcific (um) Jとなっている

以 I~の . L うな総点から、改めて J1CA ティームがこの1M織を主体にして「災行可能性副資

(Fca剖 biJi勾，5刷 lylJを行い、将来の湾要位、絡殺の企商と設計、ぞれに経済分析・む含めて、

総合的な観点から I実行づり~~品」の尚いことがfì(b認されたのです.

そこでインドネシア政府l士、!!1r.母徐々に3何加しつつあったコンテナーを合む海 l貨物の取

り扱いに対処する向的と. r第六次 5 カfF凶針iF1111こ線型込まれたf占~~品の1剣先を述r&.する

な1J.j，から、日本の OF~CF (海外経済協ノJ込念、現'(fのJJ当JC=IJ本凶際協力銀行)にf払放を

'il:.
I，し、 J 996年 1 2J14W Jiloi港開発にかんすゐ設計ー施工佐川、 1 ・Ir地上、 tl.liì1ý踏襲~;;l\f

途を?itJ'=崎狩周の許可がおりた欽第です“

プロジェクトの経総

かくしてプロジェクト{これ令がついてll'~ し合のですが、ます l:t，í!i訓，例代、砂川、総 L~

Iiを決めるための入札九0)作成主でのjHlf:党統香・.jJt/， r ll~港湾コンサルタント (JPC)J 

とローカルの寸ンサルタント 1'.7イヨトマンtωーョンyーシアム (JWC)でjlJ"i'fflTであ

るjlll愉干?偽泌総J"jからド命1i'受:1t:のが、 19日7(ド日月でした

l!II. ，JWCで11<紛業務会IJII~f; し、モのII!.:~!ぷを，d二、事1づ)'ulbjh もあ円ましたが"L'f品 l 引をワ

ン ・ハッウイジで胞に;定(0'昔.tためる人4・Ln:Uわれたのが2000'1・611です縦しい入札

~ßI をきりぬけて、 1，lj 1.・11{t入 f'1. ，.のが114，0) rリンプJイ!.l!，々 l、んとllJ.)由-:t(0' 1ア

ヂイ ・カ リヤJと 1)Lキ1:Jとの)1.11.)ぬI.W (ジコ fント ・ヰベレイシコン}でした

、
・. ら1



11'式抗日主、~年 2001 年 7n 18 Rでして‘ 11f鋭な施工中でありまあすが、 T.JUHよ

それぞれ炊のように分かれています.

ピトンf~Cjf

PパンI!主1:1i 
zυo :J i，・ luH:J11I

2003"1ミ9H:301l

我均，JWCコンサルタント ・グループ!才民!.l:梁在決定1こより .技術業務からぬJ:!政責E3Et先に

穆り{上'j~H拡tf，;::して.今 11 に至っている次郊です.

プロジェクト償要

がìf~俸の~L艇を、 FJえにポします。別総略(gjを~!!(1 しながらご覧下§い.

「一一ーー
ピトン総工事 タパン絵 L・Il"

~ 一一ー
コンテナーj憩顕 L=130m コンテナーI車1涜L=237.8m

サイ ドピア L=50w W=35・40凹

W=40m 9，856m2 

5.200w2 

2 ンテナー ・ヤード コンテナー ・ヤ} ド

52，854m2 21，0∞m2 

オープン .:r:リア

5，100m2 

政イ寸道路 L=520m J側.Lilll!告 J.;:702m 

必施設 i浴施設

CFS itlift 事務所事j(

~r務所Illl トランジシト ・シェ y ド

修JlJ!主治

~屯~池野

給水"i
ゲー ト

( 1. i記欽W'il:にその後殺計変!I!により少均愛わっていますが、 IJil欽似合づυIlさせて1'(~、圭

ゐた)

. 司-.. ' -
62 



上SI己は L'I~契約の内'ff・なのですが.ζt1，のほかに}J'1i会契約で次}(U)上うな1品約機:r.tの納入

院Jtl!業務も1iっております このがi人朱務自体l士11本I商社 rJ、ーメンlさんが人下しまし

~ これらのぬ~..;がi~におU .h!.えするのは、今年末頃と.~.ってトさい

ピトン泌 。バン?告
『

1目 (，lft止機~ (ilf役織古書

Head Truck :~ unilll Hellvy OuLy Mobile Crane. lOOt 

Cbass回 forabovc. 1=1 2m. 3um随 1 u山iLI 
氏。凋ehS凶 ckerCrane. 35L 1 unil Forklift， J 01 1 unit 

Fo注hft.5t 4u血 ts Foduut.5t 1 unil 

2. 港湾サーピス船舶 2 港湾サーピス総A(J

守、gBtlI;tL (750HP x 2) J unil 1¥.g Boat (750HP x 2) 1 unit 

M∞rin.g Boat (80HP:x 2) 1 unit 

Pilo~ Boat (200HP )( 2) 1 unjt 

関1ftてすが、我々が11f~pl，;しておりますプロジzタト会紹介させてもらいました.おPI~

liiごi!いましたら、 ーlJ(~H起にた;Wお二し下ðいo !見Jl，jを歩きながら、ムポをご続明させ

て頂きたいとrf.知圭す。お待ちまtしております.

l!ll絡先

で{士、、、、、

住所: Jl. Hatta， PO$ 6， Paωten， Bitung 

省議: 04::18・35735

.4. 
'3 
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200:3年3月下EB

事終附らしさか臼本人会fttrタルシウスJ

J1~C :u野

尖f之、昨年の(fd誌でu. ロ8M::jJレフ後、いつものごとく SunsetCafeで段れ

告とビールで癒したがらゴルY絞筏に1Ei'咲かせておりました際、認が「タルシ

クスJに移り、発1可jが途切れているのは俗しい、再刊しようではないか、との

Ji1が兵f.Il司脊に卜がりました"

そして、いろいろ路の純過があって f石野、続立をやらないかJと言う発言に

出会い、砕いつつある鈴いもあって、本来私の欠点である「でしゃttり精神』

が頭金持t，ltげ、あまり1;えずに『やってみましょうJと答えてしまった依然

です。

宿命に帰り、冷水でマンデ}なし、身休のほてりが治まり、だんt..~んF砕いが覚

めてくるつれ、いや大変なことを引き受けてしまったな、やっぱり fおれはお

っちJこちょ b、Jと反省すること仕切りでした。

しかし、!.Jjの引き受けたからにはやらればなるまいという事で、先ずはこれま

でに発刊占れたalr!t(ßIJTiH苦から ~H会まで)を勉強すベく、会長から全誌をお

借りし速誘致しましt-.(実はf告白さん所有のものと後日判明しましたが。)

しかし、読み進むにつれ各拳とも、これまでに自分が出会ったことのない内容

の濃い f日本人会誌=タルシウスj に大いなる箆さを覚えました.i!!i禽の日本

人会主主l;t会員への連絡事、総領事館からの通達、緊急時の連絡網、会員の人会 -

ill会のJ突娘、イルフ ・コンペのλ コア求、健勝者と BB者のJ安易、士号など℃寸

し、:人礼ながらそれと似t.-り唱すっ作り t-ろうと思いつつ良をめくり之Lt..土

ころが、 3号令J!.Iうにつれ、鐙省点?内1字企旦にi時tF人司た次第 Cす.二れま Cの

会必1.:.11:卜げられた会J-<:の指滋)Jt:.纏仏語fの熱窓と努力、苦手務者の支&がひし

ひし止身に感Lられました.

そ九t.:. 、制十IJh~インドネシア政局況乱ωA(中にあった L 9 9行年 7f1で、 20

00年正月号E刊以後途切れるみで822が山ているのですから、この総会詑とし

ても免刊sQJJ[の拘さにもご れまた統合ました。
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各巻それぞれ、ょの地方の皮史、自然、人種、言言吾、習慣、動物、観光、地方

政治、 et正:が締緩されており、当地を知ろうとされる方々には食2症な情線源です

し、今後とも活用できる参考資料となっています。また、寄稿者の茨地での諸々

の体験談は、我Aが当地で生活するよで良き指昔|になるニと請け合いです。

特に、第5号「太平洋戦争と BC級戦犯裁判Jは圧巻です。第二渉;世界大戦中、

この地で日本軍が如何に戦い、如何に統治したかを知るに蜜裂な資料です。な

かでも各所で散見される当地軍政の司令 f堀内鐙秋大依Jが資留な方で4号車止を
しき、住民に善悪われていたとのくだりは、共感を覚えますし、異闘でtt本をし

なければならない者にとって、参考になるはず付ー。

これだけ量生省な内容の会誌を過去のものとして、限らせてしまうのは非常に勿

体然いと判断し、 833ーまでの「目次Jを掲載させて頂き、各ぢーの記事表題を皆

織にお知らせさせてもらう事にしました。

読者の中でこれが読みたいとのご希望がありましたら、前閉会長ないしはさE!:I

全志般に申し出られれば、侠く貸し出して下さるものと怒っております。

最後になりますが、かくも素晴らしい会誌作成を指容された前回会長、並びに

JIIロi帯燦編集部長及び川l弁縫二編集部員のご猷意に敬意念表させて頂きます。

今後「タノレシウスj を作成するにあたり、二れまでのような内容までに尚める

のは至難の技と思っておりますが、何らかの形で会員間の交流を図り、参考に

なるものであればとの気持ちで臨みたく思っております.会員皆様のご支綬 ・

ご線縫の程宜しくお願い致します.

尚、会誌得予lのZ置がIilて具体化するまでにかくも時間を重要しましたのは、ーに

この官背負人の怠慢から来るものでして、ただただお詫びするのみです。ジヤジ

荒の重量い阿しになりますが「発干1)出来ただけども幸b、Jとみなしてご容赦鍛い

ます.

i?1:t、、、、、

6R 
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ピトン港に日本国練習鑑隊現る

去る 7月20日、午前R時過ぎピトン織に旬、しまJを旗緩とする日本国主I!W
催隊三隻出現。 81時 110 分同港主~均ー鋭、 Nusantara 岸壁に僚主答。{奈緩|はま

ゆきj 及び fさわぎり l、順次それに若干り添い草書留。

迎えるはインドネシア海軍代表、 1ヒスラクェシ州知事代表、ピトン市代表、在

マカジザル日本総領事誕びに現地制本人会代表、及び現地見物人。

異色は、本国から来訪の水交会の節々 20名稜。日f主主葉 ・ 海軍h)~をj茨つてのお

出迎え。中に、指内登私大佐のご令息も。普身に付けた手旗信号。陸上 ・緩上

新IBエーJレの交換。

地よ歓迎式典、次いで主主総底上式典~渡辺奉勝 何本1~瀬事並びにインドネ

シア海軍ピトン2ま地MucklasSidik( Lak$amana Pertama 'l'l¥lJ)司令官、栄誉干し

を受〈。

幹部や11111練生lまManembo・nemboへ。旧海軍戦没者慰霊碑に拝礼@

一方斧E章。 10時半から 11時半まで、オープン ・シyプ。何本人会の而k 、

総内見学。換舵主主、 エンジン ・コントロール室、寝室、 etc.を見る。対潜八リコ

プターをまじかに見る。 4、050トンのこの船、水上でも時速60kmとの41=.
絞く。

夕刻、 59寺、艦隊、岸壁を縫れる。乗組員甲厳に整列。こららに帽子を援る白

い彼らのヂ11. 印象に残る。次はジャカルタと治、

夕日に映えるクラパットLU.後らの自に布告さ付いていることだろう。

Bon Voyage!! 

イ，!llftl'e 

i7 
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々
も
の
ど
勺
た
.

出
咽
内
は
田
陣
内
で
の
人
情
b
あ
っ
〈
.
常
に
快
掃
す
M
M川

ゐ

i
，

に
盈
ち
あ
ふ
れ
h

，
、
加
入
で
あ
フ
た
.
ピ
が

.
Eれ
ド

0臥
H

C
 

比
円
を
ほ
-
-
ヲ
だ
別
人
で
あ
亭
?
と
.

t
Fか
.
・
川
分
の
。

3 

阻."lfT"I鈴 川1'1 



!
!
!
i
l
l
a
-
-
i
i・

t

i

l

l

i

t

-

-
l
i
-
-
!
t
i
l
i
-
-
l
i
l
i--!
i
i
I
l
l
i
--il
l
・-

ー・ ー
， . .・

き
い
る
集
闘
が
‘
予
震
に
あ

A
J

た
沢
色
い
人

mtし
τ祭

。
め
げ
ら
れ
よ
?
と
H
M
忠
っ

τも
み
な
か
っ
に
に
浪
わ
な

た
.お
ぞ
み
し
い
は

E
に
れ
け
ん
%
の
強
い
告
を
し

τ、ぃ

H
V
m
う
b
ん』

tM吋
ぶ
の
だ
が
.
t
t
bか
〈
根
内
は
か
な
0

・1
‘
開
切
な
悼
取
れ
に

A
V

た
ら
し
い
.
掌
誕
が
士
山
副
で
め
丸
山

民
で
あ

p.
質
問
町
で
あ
9.
か
つ
ま
た
沼
9高
m
m
聞で

b
あ

は耳
'

・
g

A
V

た
k
ぃ・
2
m岨
H

吋
し
い
取
挽
が
.
伎
の
銚
地
を
つ
〈
9
あ

げ
て
い
っ
た

t忠
b
れ
る
.

た
だ
し
.
依
第
で
は
万
能
叫
ん
の
よ
・3
に
扱
わ
れ
て
い
た

後
も
.
泌
常
時
間
学
校
に
入
学
す
る
や
、
自
分
が
い
か
に
貧

相
な
体
つ
き

t知
ぬ
で
め
る
か
砂
実
感
き
せ
ら
れ

τし
孟

フ
弓
ど
が
・
伎
は
よ
砂
時
・2
も
ん
』
で
あ
る
・
比
刊
ち
山川

、、
• お

そ
ろ
し
く
負
け
ル
気
の
強
い

「
い
仏
ゆ
か
フ
も
ん」

回
首
長
は
、
出
靴

E-か
ら
五
年
縫
っ
た
明
治
三
十

三
年
三

九
Oov.
機
本
に
生
ま
れ

τい
る
.

隼
訴
の
あ
た
り
で
は

F
Zこ
す
』
k
悼
ば
れ
る
縦
悩
者

がし
V

る
が
.
総
は
を
の
上
を
ゆ
〈
プ
い
ひ
申
3
bん
h
H

九今

“肉111会開価19'1'凶ぜ'~().1ω:11.1:.'1仰剤耐l20(Jl7 1lのもの}

の
白
川
"
ん
れ
は
・

劫
品
川
で
な
い
鮫
m
N
の
京
に
川
河
体
bzα
む

き
せ
.
や
が

τは
お
誠
体
旭
慨
を
m
M
M
T
ろ
は
E
の
体
伎
の

城
門
家
へ
主
仰
し
あ
げ
・
開
校
初
出
m・
K

柿
下
傘
"
隊
を
ひ

き
い
て
セ
V

4

Z
ぬ
の
欠
か
ら
ミ
ナ
ハ
サ
の
地
へ
昨円。
必

た
せ
る
ま
で
に
い
た
A
Y

た
.

34 
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降
り
立
つ
tM川
玲
に
.

ll
--り
や
め
.
い
勺
た
い
.
E
・
?
し
た

--t戸、

t
面
食
ら
う
は
E
に
.
熱
狂
的
な
歓
迎
を
・
3
り
た
.

ジ
曽
ヨ
ポ
ヨ
の

-T
gな
ど
ま
っ
た
〈
知
る
は
ず
も
な
しγ

由
明
白
円
に
と
『

τ・
島
氏
の
w
E
却
し
い
は
E
の
歓
逮
ぷ
り
は
・

繁
吸
以
上
の
も
の
が
あ
A
V

た
に
沿
い
普
い
.
だ
が
.
セ
V

ベ
ス
伶
の
人
々
に
し

τみ
れ
ば
・
常
附
下
傘
柑
岬
隊
を
欽
注
す

る
の
は
怜
ゐ
時
て
自
問
な

-EH九
万
九
.
オ
ラ
ン
ダ
の
げ
山

政
に
あ
え

F.
幼
立
の

savか
り
を
つ
か
も

-ptし
τぃ

。

た
彼
ら
の
織
に
は
・
市
〈
裂
に
咲
い
た
純
白
の
倍
は
・
ま
さ

"
“
.
 

し
〈
予

g
に
あ
る
磁
の
花
に
沿
い
伝
〈
.
m
M
灼
り
し
た
昨
日

た
ち
は
・
ま
き
に
イ
ン
ド
ヰ
シ

7
か
ら
災
民
践
を
忽
返
し

τ〈
れ
る
は
ず
の
.
災
色
い
人
間
た
ち
に
見
え
た
か

ιで

あ
る
.

さ
ら
に
い
う

k.
ニ
の
t
v
ベ
ス
h
N
に
は
妙
な
パ
し

vu

え
が
あ
A
7

た
.
・
ど
も
を
も
.
?
"
ょ
に
住
ん
で
い
畠
ミ
ナ
ハ

・・0

サ
践
は
.
制
四
百
年
刀
む
か
し
.
・
泌
M
H
に仙
J
H
M
し
た
円
本
人

の
子
係
な
の
ど
k
い
う
.
た
し
か
に
州
内
の
日
に
b
.
ミ

ナ
ハ
サ
の
M

闘
は
依
郷
日
本
の
邸
に
よ
〈
似

τい
た
.
こ
こ

は
も
k
も
t
突
入
の
産
地
k
寄
れ
て
い
る
の
だ
が
.
そ
れ

仁
し

τ&必
の
地
械
に
〈
ら
べ
て
も
机
の
色
段
が
E
・
E

h
H
b
W

組

仇、
‘
.
.
 

な
〈
日
本
的
H

九
勺
た
.
ま
た
栂
惚
や
お
院
や
鳴
子
な
E
t

い
A
V

た
総
出
唱
も
的
M
町
耐
を
忠
い
山
川
幸
せ
る
よ
う
で
.
あ
な
が



ち
日
制
泳
は
械
で
は
b

活
か
っ
た
か
b
し
れ
な
い
b
犠
内
ら
は

思
っ
た
・
?
と
ど
ろ
う
.

大
体
、

J
ナ
ド
と
い
・
3
港
の
名
祢
自
体
、
日
本
続
の
『
ミ

e
-

ナ
ト
』
が
託
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
〈
、
附
近
の
ゴ
ロ
ン
タ

ロ
k
ぃ
.
、

ι刊
は
.
五
郎
k
太
郎
な
る
四
百
年
前
の
・
海
外
鋭

浪
者
が
附
桁
し
た
・
‘
k
を
お
念
し
τ
つ
日
ら
れ
た
名
で
あ

る
k
い
・
?
.
ま
だ
.
首
字
に
し
τ
b
7
ン
ド
l
ど
の
シ
ガ

音
寺
ど
の
k
い
A
V

た
も
の
£
で
あ
9
.
場
内
が
軍
政
を
数

〈
べ
〈
倫
9
お
げ
た
ラ
ン
ゴ
ア
ン
の
居
敷
の
持
ち
去
の
名

tpJH-Zご
で
あ
っ
た
了

3
し
た
立
す
あ
っ
て
.

4
y
ド
-
b
y
7
の
人
司
は
当
時
.
日
本
人
t
い
う
北
方
の

人
種
に
か
ぎ
り
な
い
製
近
径
を
い
だ
い
て
い
た
・

な

e

えら

犯
ナ
弘
弘
、
殴
る
作
品
、
体
Y
A
る
な

4
Y
ド
ヰ
シ
7
の
人
司
は
.
ゐ
れ
b
れ
を
}
え
か
ら

下
っ
τ
き
た
将
兵
で
あ
る
と
し
て
尊
依
の
+
苔
い
だ
い
τ

〈
れ
て
わ
る
.
を
の
m
向
付
・
と
餐
舗
を
伏
し
て
従
切
っ
τ
は

告
ら
な
い
.

竹1品ーム作デカに栄光おれf

本
殺
を
k
る
上
一
に
お
い
て
.
指
内
が
強
〈
柚
阿
に
山
仇
し
た

で
の
ゐ
う
・

と
は
い
-
A
伎
に
得
門
的
な
行
政
争
院
が
あ
A
V

た
わ
り

で
は
な
い
.
た
し
か
に
悦
晶
画
b
z
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
間
分
の

一
に
ま
で
引
亙
下
げ
.
つ
ぎ
の
任
胞
の
パ
世
ぬ
で
は
.
オ
ラ

ン
ダ
時
代
に
専
売
で
あ
?
だ
製
紙
を
自
耐
化
寄
せ
た
9.

綬
取
の
書
を
M
U
い
τ
祭
園
町
を
史
的
し
た
り
、
M
H
W
叩
一
伎
で

渉
い
て
い
る
女
住
だ
ち
に
対
し
τ
、
M
市
仙
叫
を
防
f
た
め
に

指
で
m
g
-
v
-
隠
す
よ
・
2
u
o
u
a
dせ
た
り
し
た
が
、
そ
れ
ら

一
つ
ひ
と
つ
は
制
か
な
市
仰
心
治
F
ず
.
ひ
ら
れ
九
〈
い

A
7

て
‘
峨
内
が
般
命
し
た
の
は
.
た
A
Y

た
三
つ
の
・
-
と
ど
っ
た
.

z

t

 

l
l
犯
す
な
.
剛
山
る
な
‘
伯
尚
ぷ
る
な
.

と
い
う
人
別
が
生
き
る
上
で
お
米
よ
9
島
本
と
な
?
τ

い
る
二

K
・V
・
-
制
下
仁
明
示
し
た
の
で
ゐ
る
.

し
か
し
.
た
い
を
・
ヲ
.
官
同
利
は
よ
か
っ
た
.

宅
、

"
A

・H

・"

欄
内
は
s
u
と
も
と
‘
絞
殺
制
披
伝
E
で
き
る
も
の
か
と
‘

後
刷
ザ
ゼ
殴
る
よ
t
を
繊
同
帽
に
ぬ
が
0
、
険
川
市
の
兵
が
ね
民

の

宏

君

雪

た

K
Wぱ
・
『
白
書
の
F
t
臨
し

τ
.
自
ら
町
岬
附
陣
に
ゑ
り
込
ん
で
収
。
返
し
た
・
道
で
出
会

a-u

・
m

，

う
人
々
に
は
笑
師
酬
で
弘
幸
〈
に
技
移
し
・
議
下
傘
を
汗
負

っ
た
部
下
が
.
り
判
定
砲
火
の
な
か
へ
決
ぴ
お
り
て
ゆ
〈
の

を
疋
判
明
し
て
い
ら
れ
な
い
ほ
E
の
低
し
さ
を
も
ち
.
な
に

.‘‘‘
v

h

・・

よ
り
収
禍
に
ょ
う
τ
入
が
耳
目
A
-
-
t
を
以
・
7
た
武
人
で
あ

る
.
偶
然
と
は
い
え
.
-一フ
ト
0
・
7
デ
ィ

w
た
る
べ
き
資
貨

は
光
分
に
備
え
て
い
た
と
い

弔
て
わ
い
L
.
民
家
も
ま
だ
.

-g
犠
v
d
H

ょ
の
長
い
指
似
を
た
〈
b
え
た
体
凶
弾
好
き
な
珍
存
を
.
二

，‘Awh"
。・a

ニ
ろ
か
ら
汲
敏
し
怒
っ
た
.

彼
は
.
t
w
e
れ
も
伝
〈
紳
兵
の
設
で
あ
『
九

し
か
し
な
が
ら
.
川
川
終
的
に
は
悲
劇
を
迎
・
え
る
こ
と
k

な
る• 

ame
-

構
内
の
ね
サ
り
知
ら
ぬ
k
-
』
み
で
.

た
除
以
隊
の
兵
士
た
ち
は
.
総
刻
化
人
以
の
b
t
に
.
拠

地
の
女
性
品
は
摘
M
怖
を
え
て
?
で
約
寄
せ
.
路
町
陣

・ぃLaa，

の
隊
長
な
ど
は
相
即
日
の
よ
う
に
金
安
の
-Uか
ら
市
鈴
し
.

ζ
t
b
あ
ろ
う
に
t
あ
る
的
下
に
い
た
っ
て
は
.
島
民
を

役官
M

孟
で
し
τ
い
た
の
で
あ
る
.

町
内
F
傘
"
隊
を
合
的

qjf 
Jt .1; 

τ 
た

与
の
*1 
1勾

ξ
の出
H

伐
を
と

ら
争
れ
る
よ
t
k
な
A
Y

た
.
u
u刊
は
・
ιん
ど
川
品
せ
し
め

肉
仲
間
の
か
た
ち
で
・
4
y
f
t
中
シ
ア
独
立
戦
争
の
事
な
か

の
町
初
二
三
年
二
九
四
八
}
九
日
二
五

n.
白
紙
収
犯
と

し
τ
メ
ナ
ド
の
剖
肺
野
で
、
オ
ラ
ン
ダ
掃
に
よ
っ
て
統
役
さ

れ
た
.
却
下
の
瞬
時
忠
世
附
い
た
相
内
は
.
「
ま
二
k
に
恥
ず

か
し
い
次
第
で
あ
0
・
ま
す
・
・
・
:
・
弘
は
高
下
b

弔
問
州
問
R
M
と
し

τ
の
再
H

径
は
充
分
党
A
M
L
τ
い
ま
す
』
主
総
0.
仏
両
問
の

8
・
普
段
縦
し
〈
骨
H
認
を
交
む
し
て
い
た
収
怒
附
の
隔
日
訟

の
イ
ン
ド
キ
シ
7
入
に
.
二
ア
ポ
ン
.
国
拙
か
っ
た
ね
.
ミ

-

an
 

y
p
・
7
ン
ポ
ン
(
ご
め
ん
な
き
わ
ど
と
包
や
か
な
"
で

η

@
島
‘

っ
て
.
m
口
出
を
出
た
と
い
・
三
四
十
七
歳
.
亡
骸
は
.
い

ま
b
海
外
e
y
lp
ン
の
丘
で
.
プ
ー
ゲ
y
ピ
リ
7
に
包
ま

れ
な
が
ら
眠
っ
て
い
る
.

伝
柑
叫
は
.
ぃ
・
2
.

m
人
帥
引
を
駁
返
し
た
筑
色
い
人
仰
の
文
況
は
‘
ト
h
yそ

ロ
コ
シ
の
一
代
限
p
で
H
肘

L
W
h
y
-
を
の
の
ち
に
よ
・
ヲ
や
〈

欽
社
主
ラ
ト
ク
・
ア
デ
，
q
wが
降
臨
す
る
の
だ
と
.
b
し
か

ha'r 

し
た
ら
、
県
内
は
録
の
野
に
鮮
や
か
な
況
を
彩
る
ト
り
を

ロ
ヨ
シ
で
あ
ゥ
た
か
も
し
れ
な
h
v
.
そ
し
τ
彼
の
.
化
問

イ
ン

Y
め
シ
ア
は
ラ
ト
p
-
ア
ダ
ィ

w
の
隊
叫
す
ベ

S
時

代
を
迎
え
る

-Eに
b

三
%
と
だ
‘
イ
ン

.tZア
が

独
立
し
た
の
ち
も
‘
メ
ナ
ド
や
パ
リ
で
は
側
内
の
よ
k
t

a-

民
寂
が
級
事

K
Sは
.
骨
帽
に
は
k
A
E
の
告
が
似
射
を
鴨
川

•• 
4
m
〈
ぬ
げ
な
が
ら
・
ζ
・
?
"
を
は
り
あ
げ
た
t
ぃ
・
3
・

司市
9
ウ
テ
9
4チ
，

0.
コ
コ
ロ
.
ジ

F
Vト
ウ
円
上

山
中
》
}
.
パ
グ
Z
l
L

パ
グ
ス
t
は
現
地
艇
で
3
d派
、
と
い
う
な
川
町
で
あ
る
ら

し
い
.
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海

軍

兵

学

校

江
間
局
に
行
く
途
中
、
b
ke
位献が

住
む
広
助
の
放
詫
考
に
笥
っ
た
a

威
啓
寺
は
地
獄
領
事
聞
の
絵
で
有
名

な
寺
だ
っ
た
。
作
者
は
知
ら
な
い

が
、
年
に

一
回
間
同
級
し
た
。
私
も

~~O))短径さ
司
じ

憲
Ijん

栄 久 庵
λ 〈 めん

れ
な
い
@
帽
耳
目
、
日
怖
の

EF--が
け
抽
帆
起
き
る
と
、
衡
に
向
か
っ
て

送
っ
て
く
れ
た
・
そ
れ
が
鍬
と
の
号
令
を
か
け
る
発
計
四
訓
練
。
そ
の

依
後
の
別
れ
と
な
っ
た
e

後
、
上
半
・
材
同
開
で
綴
叩
晶
体
制
慌
を
す

江
田
抑
制
に
は
溺
れ
て
到
む
し
て
る
。
三
千
八
百
人
が
寸
分
の
巡
い

し
ま
っ
た
・
同
期
全
員
が
妓
列
し
な
く
き
ち
ん
と
怯
び
、
全
員
が
悶

て
い
る
と
こ
ろ
に
ハ
ヲ
イ
か
ら
持
じ
動
作
を
す
る
か
ら
実
に
壮
観
。

ち
織
っ
た
ト
ラ
ン
ク
を
鑓
げ
、
敏
号
令
も
『
レ
デ
ィ
ー

・
ピ
ギ
ン
」

礼
し
て
「
栄
久
降
悠
司
生
徒
、
た
な
ど
と
全
部
、
英
語
だ
。

だ
い
ま
到
着
し
ま
し
た
」
と
大
音
「
休
明
慨
は
開
削
減
生
徒
必
須
の
馴
級

声
で
言
っ
た
。
周
期
が
集
ま
る
と
、
言
っ
た
。
街
将
教
官
は
踏
を
た
く

「
遅
れ
て
き
た
く
せ
に
、
東
京
の

一わ
え
た
抑
制
内
-U
私
大
伎
で
あ
る
。

山
リ
ヨ

D
免
革
支
え
す
色
匂
因

古
口
E
L
d
-
M
m
ツ
傘
p

k

J

，D
H
H
，H
H

体
操
教
官
、今
で
も
心
の
英
雄

⑦ 

幼
っ
ち
ゃ
ん
価
し
て
来
た
」
と
今

で
も
冷
や
か
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
に
怠
る
と
、
我
々
の

期
の
敏
斤
は
江
図
臼
で
は
な
く
、

長
崎
の
P
M分
授
で
行
わ
れ
た
。

い
ま
オ
ラ
ン
ダ
の
街
並
み
で
有
名

な
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
が
あ
る
尚
所

で
、
後
に
私
の
デ
ザ
イ
ン
で
記
念

M

院
が
法
っ
た
@
一
分
隊
が
凶
ト
八

人、

l
二
分
隊
集
ま
っ
て
部
に
な

る
そ
れ
が
七
都
あ
り
、
私
は
三

部
の
第
七
分
隊
に
所
腐
し
た
。

一開
戦
当
時
、
セ
レ
ベ
ス
お
メ
ナ
ド

一の
紘
下
念
隙
下
部
隊
の
司
令
で
、

子
ン
マ
l
ク
体
以
を
純
紙
に
点
以

一
し
た
。
柔
ら
か
く
叫
仰
の
よ
う
に
敏

宙
で
バ
ラ
ン
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の
あ
る
身
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を
つ

一
く
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上
げ
る
こ
と
が
自
槻
だ
。

一
そ
の
一
つ
が
箆
中
部
帖
闘
で
、
防

一
み
切
る
時
に
今
ま
で
に
な
い
男
気

一
が
い
る
。
大
佐
は
に
こ
や
か
に
ユ

「
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
、
忍
耐
強

く
指
摘
憎
し
て
く
れ
た
。
怖
さ
が
決

し
さ
に
変
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り
、
州
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中
の
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併
が

克
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る
よ
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に
な
る
・
全
保
が
で

苦
る
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う
に
な
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た
@
六
伎
は
戦

夜
、
メ
ナ
ド
で
行
わ
れ
た
前
市
政

調
で
死
刑
に
な
っ
た
が
、
今
で
わ

帯
磁
波
の
阿
川
簡
を
教
わ
っ
た
附
則

歪
口
封
の
心
の
災
後
で
あ
る
。

食
事
も
よ
か
っ
た
。
鎖
し
や
り

で
一
汁
一
一
楽
だ
。
五
月
二
一
七
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泌
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は
汁
紛
が
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た
。

戸防
げ
れ
ど
も
食
べ
鐙
り
で
す
ぐ
食
べ

て
し
ま
う
の
で
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設
を
わ
ぢ
わ
ざ

左
手
に
も
買
ご
飯
粧
を
一
純
4
9

つ
h
A
べ
た
記
位
が
あ
る
・

食
立
で
食
事
を
し
て
い
る
と
、

庁
後
で
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
の
に

お
い
が
す
る
・
客
十
郎
以
隊
の
人

が
「
M
円か
m
唱
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
た
ず
ね
る
・
設
々
よ
り

少
し
年
上
だ
が
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続
た
な
伎
の
刺

政
と
も
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っ
た
oh
H
引
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仰
に
は
、

モ
・
ル
ス
h
Mrv

の
枇
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取
り
テ
ス

ト
を
や
、り
さ
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た
。
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ス
に
川

n正
悦
と
い
う
モ

ー
ル
ス
仁
川
町
勺
の
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が
い
た
・
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秀
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m拘
で
戦
後
、

--
菱
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行
に
入

り
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州
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妥
の
頭
取
に
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た
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後
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際
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に
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幽

毎

嘩
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概
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に
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』
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仰
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N
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獲
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。
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染
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総
は

今
で
も
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分
の
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イ
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の
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の
思
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に
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て
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る
.
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・
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な
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父

禁

m
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m
唱
し
た
・
せ
が
れ
に
も
う
二
度

と
会
え
な
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
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お知らせ

大 ..ftスラウェシ日本人会緊1ai企絡調司

* 際公i.lli絡先-l'i.受は使館・蛇f.tt市館}

* rインドネシアの治安情報j の入手方法(大使館 ・総領事館)

大 在マメlツサ/レ何本総似iijJ: Jif.(からのお知らせ (SJ1:).()UH以鯵}

女 平常時における安全対策、緊急事態への備えと対処要領

{在インドヰヶγ人使館 ・総領事由わIl

女 lインドネシアJ(病気対策) {労働原生省刊}

* 人;統領1皆準決がl戎守 {じゃかるた草寺側よ I)}

99 



三

安 北スラクェシ日本人会緊急速絡網

(JI，I聞のJi'、のi!l!絡を貸し〈お願い寂し占すJ

(E7カvサル日本総飯事~
TEL.0411-871030 
FAX:0411-853946 
R.?t:月外~$mlm存: 0811-44-120t 

i 
宇 野 at

TEL <n) 0 4 3 8 -3 1 7 8 9 

~Ii干 0812 -430-0620
TEし(会)0438-21732
tAX 0438~J4J6J 
E-MAIL tJ山曲i~indosat. nnt.. id
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送信者・
宛先:

篠山箆鋭化e叫唱。2~in向田lneLid>
愛護憲童書 <CCJ市sOlft帥曲目Lneud>

Ce: 竹山健一<lÞkeY41N1~前出甜Lneùd>;総代経主事美くjpkonjen毎in出却LncLid):篠山直R{
<cgr叫情。2@lndosllLneUd>

送信臼If，f: 20'0'3年5月20815:02 
付・:8: 総領司fmからのお知らせ(5!'l20自付}
邦人のみなさまへ

tfマカツサJレ臼本総領耳E飽からのお知らせです.

メールをお持ちでないお近くの邦人の方へも遜il伝達方お願いします.

総餓$&1からのお知らせ

2003年 5}'!20日

在マカッサ)1;8氷t; t~母領司E館

5月 19 目、外務省!主、インドネシア:ナングル・アチエ ・ダルサラム州におけあ f非常窓政$~J の公

布に関する遺産主情報 {スポット情報)とマレーシア・サパ鮒及びフィリピン務舗におけるテロ攻~の可袋伎

に関するi!U在情報 {広媛情報}を~æ し、 ;U!を呼びかけました.

1.インドネシア ナングル・アチエ・ダルサラム州における 「非常w:政府Ii!}Jの公布

1.5Fl19白朱明、ジャカルヲにおいて「ナングル・ アチエ・ダラサラム州会減における非常JR政事態

のな舎J を内容とする 200 :3年大皇室領決定祭28 号が発表され~した.同夫絞領決定Iま‘インドネシ

ア敬府が00;震の自富士の一体径を後なうような事態を放置することはできず、よりま走合的な1ft置を遜じて

至急事態を解決することを考慮して決定したとされています.間決定の骨子はつぎのとおりです.

( 1 )非常軍政事感の通用を5Fl 1 9白午前oa~より開始。期間l立 6 ヶ月とするが.その後.新たな大

統領決定により延長できる.

(2) 犬統領を中失~i"お!R政敏波宮とし、本体にl泌する関連通常義務l主政治治安担当鈎E重大医が行う .

1また、経窓イスカンダル ・ムダ11<管区司令官をli!!方非常軍政事態税政官として任命し.問地方tJI政'e

lま同州知事.警察本総長及び高等検察庁検事長の告書佼を受ける.

2 よ況のよラに、ナンゲル ・アチェ・ダルサラム側の会援は非常窓致事s下にあると宣言され、今後同

州の治安回復のための統合的作戦がイン ドネシア政府の治安部隊によって行われるものと見られます.

そのため治安部隊とアチzの独立を求める武裁織図であるGAM( r独立アチエ運動J)との1mで戦闘

が5主化し.伺鮒及びその他の池袋において治安が懇化するおそれがあります.また.累次にわたってお

知らせしている とおり、ジャカル~t'fにおいては怠近j!聖書事件が~生しています. これらの$件の1Vi互

については. 王軍主主著書軍当局Il(~聖査中ですが‘インドネシア要人や治安当局の中には.今回のj~宮町市政事

自与の等入に伴い今後GAMによるテロの可舵1生を示唆する突きも見られます.

3.つきましては.邦人のff織におかれまして1;1;.今後もショッピング・センヲーや室戸華、fR符などの多

数の人が集まる場所や公共施設、並びに野手書や窓などの政府関係施絵、さらには悠事事不併などに狙われ

やすい治所{いわゆるソフ ト・ 9ーゲット}苦手に行かれる際には、$体にp!吉込まれないようm凶の状

況に警戒するなど、安全対自I!I二十分ごmg<ださい.

IL マレイシア ・サパ州及びフィ リピン雨量aにおけるテロ攻容の百T徒位

ト*回国務省l立、 5月14日付けでマレーシアへの浪航に関する公告をlI!fJiし{有効期限2003年11月14

03/05/21 

lD.L 
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自) 、その中で東爾アジア地犠におけるテロta~の活動につき信幸霊祭~を行うとともに、符にフィリピン

南部に近いマレーシアのサパ州において、米包図民&ぴ米国権主主に対するテロ攻筆の可自主役があるとし

て、要旨以下の返り W~きしています.

(1) 2002年 10月23目、米国政府はジュマ・イスラミア (J1)を外留テ口組俊として指定し

た.JII:tアル・カイダ及び地織の他のテロ・グループと関連のある過激派グループである.J 1 Iま豪

雨アジア会悠で活動している~Ja組織を省している. 2001年半lまからマレーシア当局は80人以上

のJ1のメンバーを述稀している.

(2) 2002年10 Flのインドネシア ・ パリ烏における偲卵子口事件と問織の攻~が、マレーシアを含

むその他のJl(r府アジア籍回で起こる可能性がある.当t草地袋に存夜するJ1及びその他の過激派集団

除、欧米人が多〈集まる場所に対し攻祭を実行する国績を越えた能力をliil!llしてきている.手口・グル

ープI立政府でめろうが長閑であるうが、者E的を区別しない.

( 3 ) 米国間移管 Iまマレーシア・サパ州付近のフィリピン爾苦習を~点とするアブ・サヤフ・グループ

(ASG)のメンバーによる攻墜についても懸念していることを強調する.A SG を術成する一割II立、~il!:

のフィリピンにおける箪事行動により;自滅したが‘ ASGlまフィリピン雨宮習に近Iiするサパ地綬の安全

を脅かし続けている.

(4)マレーシアの警察とAが東海岸とサパ1刊のJ烏々に派遣され、パトロールを行っており、マレーシア

政府lま. 2000年4 月 23 日及び9 Fl 11B に<<~費集団が入賞を耳買って.フィリピン南部に運行する

事件が連続して~~したシパダン身、パングナン正当を含む多くの溺所に分illfi撃を派遣している。 しかし

これらの地綬は、遠隔地で.広大な地織であることから 、 治安上の支~を即時に行うことはできないで

あろう.

(5)マレーシア.サパ鮒笈若宮の烏荷と湾岸地是正に;m航する米屋市農は.フィリピン南舗に本J;!t色のある

ASGの持続的な符威をま車線し.十分努戒すべきである.

2.潟外における米回復皇室・市民に対するテロ攻慾の可能絵については、これまでも随時渡航情報を発出

し注意を呼びかけています.絡に.マレーシア・サパ州及びフィリピン何官官に滞在・渡航される方I立、

上紀の傍織に十分留意し、経続の関連情報の入手に鰐めるとともに.テロ$件や不J4の$怒に巻き込ま

れる$のよう内容に、 テロの徳的となる可能t主があるifi設など危険な滋R時にはできる限り返づかない、

大努の人が集まる織所では努践する‘周囲の状況に注窓を払うなど安全獄保に十分に爾窓して〈ださ

い.また、チ口駅{キE量不測の耳rsが発生した場合の対応祭を弱点後し、状況応じて適切な安全対策が訴

じられるよう心がけて下さい.

パリ烏IB明子口事件容疑者に対する公判の繍鉛に伴う主主窓喚起

昨年10 舟のパリ烏爆弾子ロ耶件の容疑者に対する公~lJ {l仁 5 月 1 2悶よりパリ.GJにて開始されまし

三.二の関係で治安当局l立、テロ事件紡止のための5!(l;lの強化を行ってい11:す.まf二、去る 4Fl24日の

串失ジャカル舎のmæ:ピル援での錦弥~Hヰ‘同27 日のスカルノ・ハッヲ図録空港にお 11 るjI~軍事件、吏

ニ1ま5Fl6Bにはメダン市のリッポー銀行支庄での強盗役人事件などが完全しています.これらの最近の

車体の背景などは朱だ不明ではありますが‘今後も.嫁聖証書t件、強盗事件.2括協などの布件が他の港所で

~生するおそれがあります. つをましては、邦人のi宝級にはこれまでもお目白い しているとこるですが‘ 周

辺の状況に餐滅するなど十分ご$~下さい，

笥い合わせ先}

I05/21
1J3 



b3 3ページ(8)

。外扱省領$移住吉事郷人~lUT

前WJ:+81-(3) 3580-3311 (肉線5I 40) 

0外務省邦人符別対策室{テロfこ関する問い合わせ}

tttlii : + 8 1ー (3)3580-3311 (肉総3399)

O外務省海外安全相駁センヲー {箇別宣言金錆緩釘}

電&~ . +81 ー (3) 3580-3311 (内線2902)

O外8省海外安全ホームベージ

hllp://附 w.mofa.go・JP./Pllbenzen!

on:マカッサルB本国総領事館

tttR昔: (0411) 871030. 851882‘8 5 3 9 4 6 (FAJ() 

以上}

lJ4 
03，05 21 
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送信者: 備山直樹 (cgmks02ftindosat.net:.id>
滋iIi~!聾 (cgmksOl劇n由日t.neLid>宛先:

Ce: 績山直樹 (cgmks02¥!'indo日t.net.id);t世代佳津美 ~pkonjen@ind。同L冊LÌd>:竹山 俊一
〈回量eyama瞳rndosdlnelicl)

送信自跨 : 2∞3~6，Ej 13日 14:44
件名: 総領事館からのお知らせ{6月138付}

邦人のみなさまへ
在マカッサル日本総領事館からのお知らせです.
電子メールをお使いでないお近くの邦人の方へも遜.ii伝達方お願いします.

総領事館からのおま理るせ
2003王手6J:i13自

主Eマカッサル自本間総領事館

1.インドネシアに対する~AA:情報の発出 (~m!J也械の危険情級の引き下げ}
外務省は6.t=l12日 {昨日)、イ ンドネシアに対する渡航情報のうち一部地岐に出されてい

た危険情報を引き下げました.
渡航 情報の鉾tliI rま次の H P をご覧下さい

区単://'帆且包区盟.J!IOfa.(Q...I民団fQι足払as虚担当虫色eader

インドネシアに対する渡航情報(危険僚報}の食出 (2003刈6/12)
・首都ジャカルタ、パリ正面他の金銭隻_C官民 息地獲量鉄三上

「十全注霊」王主さいl_.l型主主丘L
・ナングル ・アチエ・ダルサラム州 (IBアチェ特別州)

「渡航の延期をおすすめしますJ(いつでも退避できるよラ準備をおすすめします)
{対象地綾の鉱大}・&ク州
: r渡航の延期をおすすめしますJ (いつでも退避できるよう準備をおすすめします}

(畿銀)
・~t~到kク甥

:よ渡航E是裳乏畿財して下さいJ {引をヱ庄L
・パヨヱ1!iOBイリアンジャヤ州、 虫盤2-ラ立主之鋭、 東ヌサトウンガラ州 (商ティ モー
Jレ地区)
: r渡航の是非を後討して下さいJ (継続Y

これにより中部スラウエシ側を除〈 スラウェシ島会媛は f十分注意してくださいj に.北
マルク州は f渡航の是非を験討して下さいJにそれぞれ引き下げられましたが、邦人の皆僚
におかれましては引き続きショ ッピングモール君事の多数の人が集まる場所、公共古!!ili苦手のテ
ロの標的にな りやすい場所又は大学キャンパス等に近づく際には警威し、事件、デモ.騒動
に巻き込まれることのないよう十分注意を払うなど自 らの安全砲保に留意して下さい.

2.インドネシアへの短期.tJ.iIsJのための王室経免除術般の見直しについて
インドネシアへの短期紛問のための入国交際については、去る 3月31日に発丘j~ht:二大

統鎖令により従来我が闘など48jJ国 ・ 地域の問草存者に~められていた受託免除fIl償11以下
の1O;lJ lal・地域からの凶符(tt!J)者に限定され、かつ、その滞在J切IltJ1:1:従来の60日から
30日間に変更されることになる予定です。

[タイ、マレイシア.シンガポール、ブルネイ.フィリピン.寄港‘マカオ.チリ.モ
ロッコ及びペルー】

今後、この新たな鎗鐙が災B告されると、日本人がインドネシアを銭英語M隠する見.合，.:，予め
登録~取得することが認せられますが、日本人など一書官の問符 (J@) 者・につい "'"1:1. ~/U唱
ia時にi'.e1iE(布斜)金時l~荷できる f!ilJJi'も検針されているようです

しかしながら、本繕伎の災施時期は朱だ磁恕しておらず、インドネシア外務省飯可fM&び
法務人術省出入国管理総)~によれば、現在、 よ紀大統官民令の笑絡のための施行法令. mfllVk 
びI段級~鎖害事を策定中であり、さらにはfJl，Ji古来 でには十分な周知期間をおくとしておh そ
れまでt:t従来の査証免除猪股が符効であるとしていまーに

lJ :~ 
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つきましては、本{牛新措置の築総j初日等のZ下紛が事1m耳目k常、邦人の皆俊に11:&めてお知ら
せする予定ですが.今後インドネシア入国に際し‘空港での入箆審宜主宰において何らかのト
ラブルが発生した治合には最寄りの総領事館まで御籾談下さL、。

0在インドネシア日本国大使館 {後ジャカルヲ総領事館)
電話.(代表) ~ 02r-'324308.' 

。をスラパヤ色常持rm
電話 (代表) : 031-5030008 

0をデンパサール出張駐在官事務所
電話 (代表} : 036ト227628

0在マカッサル総領事館
篭宮古 {代表) : 似 11-871030

0をメダン総領事館
電話 (代表) : 06H575193 

3.米国による査証免除術燈の強化(後続務取式旅多所持者に限定}について
米国への入国に際しでは、従来日本人事事I主主主経免除となっていましたが、昨年成立したテ

ロ対策包括法に基づき今年 10 月 18 以降1;).1主鉱免除対象国の国民であっても遊ド間続~
」注L所持者lまま王liE免除措鐙を適用しない、つまり入閣に際し例外牝く変革E取得が線せられ
ることになります.

{主主:MRP.旅券とは後緩読み取り式旅券 (MachineRe4dllble Pas書port)であり.それ以外
はすべて3臥~RP旅券です. 最初のページ最下端iこ rTHIS JAPANESE PA55PORT 15 NOT 
MACHINE READABLEJの記述があるものが非MRPですユ i

・これにより 1O}'ll日以降I剖 I!MRP.旅券を所持する日本人は米国iニ入国する際1;1，::1室経を取
得しなければならなくなり、 MRP旅券所持者に比べ不利となるため.外務省で1;1，今後;j:MRP
旅券からMRP.旅券への切.fll'[阿南をl.1!存有効期間の長さにmIわ.らず受け付けることとしており
ます。切穆中Z青の詳細王手続きについては総領事館にお問い合わせくだ怠いe

なお、非MRP旅券l立米国以外の悶への渡航には当然有効に機能しますので念のため中し添
えます.

{以上}

lVラ
03/06/23 
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Akira fSHINO 

送信者: 横山E主総 (cgmks02恒m曲目t.no:L.d

宛Si:: 竹山俊一 〈祖陶γ8ma~inぬ$4LncUd)
Cc: 繍山底鮒 (cgmks02@，ndQsGLneUd):I世代 E主!.t~ 旬か

<oumksO l@lndosolneLId> 

送信白崎 : 2∞3年7月16814バ2
件名 : 総領事館からのお知らせ(7月16日付}

邦人のみなさまへ

モEマカッサル日本総領事館からのお知らせです.
電子メールをお使いでないお近〈の邦人の方へも適宣伝達方お願いします.

録者自明T紛からのお知らせ

2003年 7}j168

f主マカッサ)[..8:<官邸総領事館

I 今月初旬.インドネシア国家警祭がイスラムiã~世派ジュマ・イスラミーヤ ( J 1)のメンバーを徳次

いで途鴻したことに償還し、外務省より渡航偽報 (スポット仔，隷)が発出されましたので、間内容を以下

の迩りごi里絡します.

( 1 )インドネシア箇家主E著書l立、 7月初旬にテロリスト・グルーフとされるJIのメンバ-9各をジャカ

ル~ î1l罰符~H村及びその~支払主主ぴにゆ宮古ジャワ州スマラン市で繍次いで逮捕した旨公去しました ま

た‘スマラン市t';において.敏子の害事~.ピストル等の武器、喫茶を霊建造することので琶る TNT火裂を
含む大fil:の爆薬が押収されました.報道によれば.メンバーは公共の場所や教会幸子におけるテロを企画し

ていたと晃られ、上teのt思議の一部I主婦弾テロを起こすためにすでにジャカルヲに移送されている可依絵

があり、混在霊祭当局I立t富豪のー務と透jEを続けているJIのメンバーを娘l!iしています.

(2 )つきましては、在留邦人の管筏におかれましては.昨年， 0 月のパリ~忽努テ口事件以降‘各地の

jf(様子口事件の歩寄生に00して注窓をお級いしてきているところですが、上記(1 )の動をもあり、 今1L:も

ショッピング・モール、ディスコ、カフェ.宗教l%.sl:.多数の人の集まる機所.公共総Rt存の子ロのt霊的
になりやすい不符~多数が集まる場所に近づ〈際には警戒し. ~罪件寄手に巻~込まれないよう十分担n主1::下

さい.

(3) なお.7月148午前7跨i盈ぎ、 ジャカル歩の図会・国農協認会のピルの笠t時制御室においてt1(発

事件が先生しました.同悠発事件の務総.務去を主事fま現在警察当局によって111をゆですが.念のため防総の

事件に関するf育絡には御密窓下さい.

2.最近の報道によれば.マナド市及びミナハサ県をゆ心とする北スラウェシ州においてお然と筋肉痛な

どの徒主置を呈するチクグニャ街 (Cikungunya)が流行しております.~tスラウ zシ剣保健局感祭定予防震

によれば、 6月末までに約2，000名の従患者が報告されており、 7J'lから 8Flにかけて請を患者銭lま更

に f(1える見込みの闘です.この病気lま~を鋭介とする感染症であり.チクグ二ャf誌のウイルスを狩ったn

Iま. .!jl.~奇から午前 1 1頃までと午後3~rr頃から午後 68寺頃までが量も活動が活発怠時間僚とされていま

す.

つきましでは、防虫ク リームやスプレー等により般に車qされないようするなど怒染対策を股られるよう

お勧めします.

なお.HH事量Vill.!!当者の鋭切によれば‘適切な治綴1こより回復するので、 l昌広な心ni!r止策局とのことで

すので‘ 高芸書容と筋肉痛などの徒~がある協会には. 早急に医師の鯵擦をうけるようお勧めします.

f問い合わ1t先J

Of下務省領事移住ffil邦人特別対~~ (テロに関する問い合わせ}

需!Ui: (代表)03-3580・3311(内餓3399)

0外扱省海舛安全抱設セン~- (菌加安全焼事華Z宮}

lCi 
03/07/17 
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電話 .(代表)03-3580楢 3311(内線2903)

0外務省海外安全ホームベージ :hllp:l/www:耐 fa.go.jp/pvbanzenl 
O?fインドヰシア白木回大使館{をジャカルヲ総領事館}

ltt!吉: (代表) (020 324・308

O?fマカッサル8*回総領lIl'm1

{以上}

電t~ (代表)(0411)871-030. 85ト882

FAX: (0411)853・946

電子メール :CgJI由s02dlnd，白紙 netId 
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在
宅
時
に
盗
肢
の
俊
入
に
気
付
い
て
も
‘
身
の
安
全

を
祭

ー
と

し
て

対

処
す
る
.
盗
院
の
い
る

lt
i所
に

il
l~

fI
.せ
る
こ
と
な
く

、
m
の
か
か
っ
た
m

R
で
省
恨
の

lß
散
を
待
っ
か

.1
京
1重
で
~
療
等
に
通
報
す
る
.
そ
れ
で
も

i申

し
入
っ
て

阜
た
際
に

l;
i.
む
や

み
に
1色

紙
し
な
い
.

つ
行
t
I
l
に
お
け
る
fll

怠
凸

"
 
"，'
!'Ta!
，
11

市
川

.
デ
パ

E
ト
EF.
1
r
q.

大
併
の
人
が
鈍
ま
る

i昌
所
や
4員

断

Fi
st
で‘

:
P.
JlT
!l
':
:す
:;
-!f
人
1'1

fJ
I
い
わ
い
か
ど
う
か
3置

を
配
る
.1
曹
に
.
見
知

。れ
・

1・
・'
.1

'
 

I!
 

• 
1-'
・I

l
:
の
1，7:
.

~ 1ι
し
て
い
る
仲
.
に
柁
等
を
盗
ま
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
注
意
す
る
.
ま
た
.
ズ
ボ
ン
の
後
ろ
ポ
ケ
ッ
ト
に
財
布

等
の
-
n
m

.
!
b
を
入
れ
な
い
.
HI
I
立
飽
き
か
か
え
る
よ
う
に
跨
つ
.

(
2
)

外
出

す
る

餓
i孟

.
派
手
な
餓
主
主
{
立
返

It
‘
大
会

I立
待
ち
歩
か
な
い
.
ま
た
.

支
仏
い
の
際
に
現
金
を
人
前
で
認
さ
な
い
よ
う
.
財
布
の
耳
J
l
.
!
最
に
i主
:
q
;
を
仏

う
.

(
3
)
 
1
l
i
に
採
っ
た
ら
自
ち
に
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
絡
し
.
7
A
カ
'
ラ
ス

1孟
閉
め
る
.

:ru
n昂

を
処

し
た

ま
ま

恕
を
F揺

れ
な
い
よ
う
に
す
る
.
大
き
な
荷
物
で
符

ち
歩

く
こ

と
が

で
定

な
い

i品
会
は
.
予
め
ト
ラ
ン
ク
の
中
に
入
れ
る
以
ど
‘

外
部

か
ら

見
え

な
い

l品
所
に
保
管
す
る
.

(
 4
)
 

(君
号
待
ち
符
の
た
め
一
時
停
1
l
l
し
た
際
、
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
破

l~
し
持

ち
去
る
手
口
の
滋
鍛
や
、
手
斧
を
示
し
て

j夜号
、
1し

金
品
を
im

減
す
る
強
盗
I
J
l

1キ
カ

f
多
発
し
て
い
る
の
で
.
不
容
者
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
進
路
を
変
更
し

て
で
も
i
I
!
を
発
泡
さ
せ
て
澄
宣
告
す
る
.H
i抗

し
た

り
争
っ
た
り
す
る
こ
と
は

厳
に
IA

む
.

(
5
)
 
!
l
i
で
走
行
中
.
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
り

.1
宝
石
を
受
け
た
リ
し
た
t
.
g
会

で
も
‘
そ
の
~
に
停
車
す
る
こ
と
な
く
.
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
駐
車
問

記
事
の
安
全
な
I
i
¥
J
i
J
i
ま
で
移
動
し
て
修
理
や
車
体
の
硲
銀
を
行
う
.
そ
の
際
に

も
.
ド
ア
ロ

γ
ク
(
;
!
J
在
来
に
犯
す

{後
ろ
か
ら
i阜

い
か
け
て
‘
{
審
理
中
に
耳
l内

の
ね
符
を
盗
ん
だ
り
.
I泌

総
を
示
し
て
金
品
を
婆
求
す
る
手
口
の
mi
tl

が
多

発
)
.

(6
 )

タ
ク

シ
ー

な
利

用
す

る
際

に
は

.
ホ

テ
ル

で
客

待
ち

を
し

て
い

る
も

の

や
.1
電
話
で
時
ひ
'
出
し
た
も
の
を
利
用
す
る
.
深
夜
の
'
-
'
l
ii
Ht
j
で
.
;，
iI
tし
のタ

ク
シ

ー
を

沿
う

こ
と

は
非

常
に

危
険

な
の

で
織

に
恨

む
.

0
会
社
I
J
l
f.
l
l
i
'
J
i
に
お
け
る
留
窓
.
<
5
.

(
 1
 )
席

を
1;1

れ
る

鰍
11
.
た
と
え
短
時
間
で
あ
っ
て
も
.
f
A
m
a
l立

机
や
ロ
ッ

カ
ー
苦
手
の
õ
G
!
定
段
f喝
の
あ
る

i耳
阪
に
保
管
し
.
硲
~
に
.
\
%
!
Æ
を
す
る
.
t
.
I
上

の
パ

ソ
コ

ン
t草

、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
聖
書
ぐ
な
ど
の
工
夫
を
す
る
.

(
2
 )
司
I務

所
の
出
入
リ
ロ
の
み
な
ら
ず
‘
各
執
務
室
に
も
絡
!
A
l!

l
伐
を
段

It

る
.
約
宅
の
隙
.
ま
た
は

.
昼
食
均
等
に
外
出
し
て
執
務
室
が
何
人

と
な
る
Ui

合
に
は
.
こ
ま
め
に
絡
錠
す
る
.

(
 3
 )
現
地
従
業
n
と
の
!
~
し
方
に

i主
窓
す
る

.1患
わ
ぬ
と
こ
る
で

lR
"巨
れ
て
、



ト・

fA
担A
な
織
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
.
人
前
で
悠
し
く
叱
る
な
ど

~O
手

の
疎
織
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
行
動
や
感
情
的
な
言
動
は
慎
む
.
ま
た
.
!I
守備

や
11

¥
か
ら
派
生
す
る
自
主
火
や
お
3毒

事
件
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
:
主
窓
す
る
.

3
，
1高

齢
、

テ
口

事
件

に
宅

警
告

込
ま

れ
な

い
た

め
の

対
策

(
1
)
現
在
で
も
‘
デ
モ
隊
と
治
安
削
除
と
の
衝
突
符
に
端
.
f
:
~
し
た
小
規
綴

な
fU
J)

I
'
)
(
j
孜
発
し
て
い
る
の
で
‘
m

で
移

動
す

る
際

に
l草
、i
lI
!
tii

司
王
に
ラ
ジ

オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
か
せ
る
な
ど
し
て
情
綴
を
収
集
し
‘
危
険
な
地
I
;
i
.
ill
ll! 

の
通
行
を
避
け
る
よ
う
心
が
け
る
.
ま
た
‘

暴
動
で
Iま

な
い
が

.
i¥1;
1貴

金
伺
土

の
窃

鳴
か

ら
突

如
と

し
て

路
よ

で
j宝

石
会
践
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
で

注
窓
す
る
.

(2
 )

多
;i
:の

8
H震

が
努
力
自
す
る
係
会
や
デ
モ
毒
事
の
会
1
A
付
近
で
l立

、
総
動
が

先
生
ず
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
.
事
前
の
f育

叙
収
集
に
鋳
め
.
そ
う
し
た
場
所

に
は
近
付
か
な
い
よ
う
注
.
I
!
す
る

.

(
3
)
級
近
で
(
;
.
.
不
安
定
な
社
会
情
~
を
背
祭
と
し
た

I1
H車
テ
ロ
耳

1件
IJ
I散

晃
し
て
い
る
の
で
.
政
治
的
な
紀
念
日
や
お
ヨ
害
事
に
当
た
る
8
に
1:
.
関

連

す
る
I
I
l
f
J
i
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
ク
'
モ
ー
ル
等
多
数
の
人
が
m

ま
る
i有

所
へ
の
外

出
1孟

詮
え
る
.

(
4
)
仮
に

4主
主h

.強
織
の

IJ
l
~
に
遭
遇
し
た
i畠
舎
に
は
.
i
!
や
か
に
そ
の

1耳
か

ら
迫

電
ず
る
.
ま
た
.t
自
発
膏
が
側
こ
え
た
り
.1
霊
が
立
ち
ょ
っ
た
り
し
た

i品
舎
に
は
.
二
次
的
な

11
1先
や
n
~
の
パ
ニ
ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
る
怒
れ

む
め
る
の
で
、

lP
"1
I1
凡
1却

"
f
の
行
動
は
由
主
に
緩
む
.

"
 .
鴎
i見

1
&
¥
'
1
に
辺
わ
な

い
た

め
の

対
篠

I
 1)
 
l.l.
/)1

1
l
l
の
ブ
レ
ゼ
ン
ス
/)1

i
¥
1
;
ま
る
に
つ
れ
.
世
界
各

i色
で
敬

j白
・
経
済
的

目
的
の
た
め
に
JP
人
以
1.Il
Il
H宇

が
1毘
に

発
生
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

:¥
め

l
局
外
1:-

白
11

る
H

人
以

恨
の

可
能

性
1孟

憎
し
て
い
る

.

(7
1 

1~
lí
H
l
m
の

l~
.:.I
.L 

r伺
人
の
~
.
1
龍
と
努
力
」
で
あ
り
、
「
目
立
た
な
い

J

rl
ll
心
苧
ね
ら
え

tい
Jr
行

9.
h.

~予
知
さ
れ
~
L

、J
の三

百;
lf

iI
l'
ii
:守
る

ζ
と
が

1ft 
'1¥' 

C
 h
 '"
 •

 
叫
ん
の
巾
{IJ

に.
"
1¥
1

 
t'

以
I
lH
Il

!
ヰ
の
受
注
前
に
は
.
不
繁
1
1
t
1置

が
続
い

h
り

M1
1.
'

!1
'~
11

.
.1・

/~
.
f1 
~
で
均
す
フ
J
ス
付
近
に
不
審
者
.
m
が
い

/.
 t

 1
-

~，
' 
-¥
A:
-
:. 

~-
': 

!.
.J

.
・
と

~
I
:i
l'
かつ
で
t

る
ni

にl
1J
11
lJ
に:
主

d
 

;
g
を
仏
い
.
そ
の
前
兆
を

ml
む
よ
う
~
め
る
.

5.
交

通
有
I童
文書
H表

(
 1
 )
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
{
ジ
ャ
カ
ル
タ
)
の
il
!
i
路
交
通
1
j
J
!
膏
は
m

r
.
に
織
し
い
の

で
.m

のi
1J
i
fr

.
は
迩
車
王
手
に

{壬
せ
.Im

力
日
分
で
は
し
な
い
よ
う
心
が
け
る
.

i
!
I
i
伝
平
に
は
.
平
祭
か
ら
、
安
全
ill
iti
i
に
心
IJI
け
る
よ
う
十
分
に
111
l
.
Q
ず
る
.

ま
た
‘
日
中

I立
交
通
渋
;
努
力
I~
主
じ
や
す
く
‘
出
動
向
‘
昼
食
筒
、
退
役
時
に
は

ね
に
激
し
く
な
る
こ
と
か
ら
.mt
ii

平
に
照
耳
Eな

述
fii

を
さ
ぜ
な
い
た
め
に

も
.
旬
開
に
ゆ
と
り
を
待
っ
て
行
動
す
る
.

(
2
)

自
分
の
m

が
交

通
事

故
を

起
こ

し
た

i暑
合

1;
'.
j
l
B電

寄
の
二
次
的
耳
目
敏

/)
I
，
u
:
こ
ら
え
互
い
よ
う
安
全
を
硲
{
軍
し
.
そ
の
よ
で

1.1l
lll

の
僚

会
を

図
る
.11
1

放
の
当
1
l
J
容
は
あ
く
ま
で
遼
事
苦
手
で
あ
る
の
で
.
示
r~
交
渉
待
に
つ
い
て
は

運
転
手
に
交
渉
さ
せ
、
自
分
は
安
易
に
班

9~
に
æ
r

，l:
い
.
身
の
危
1
!
t
.
{
:
:
I
$
じ

た
ta

会
I立

、
早
急
に
そ
の
1昌

か
ら
is

滋
す
る
.

(
3
)
 
m
ü
~
見
I
ê
に
は
綬

E奇
に
野
次

1司
が
』
高
ま
る
こ
と
が
め
る
の
で
.
可
能
な

限
り
ホ
テ
ル
の
量
主
事
t曇
等
の
安
全
な

1暗
所
に
u
勤
し
て
示
~
士
号
の
交

;.
.1
:~

行
う
.
そ
の
際
、
符
に
$
主
主
茨
i轟
で
1;'
.
相
手
を
司
王
tす

る
よ

う
な

曾
動

隠
し

な
い
.
肉

5走
者
.
付
近
の
ピ
ル
の
;
:
C
l
n
~
写

iこ
ar

Q.
病
院

t!
iへ
の
渇
"
を
総

領
す

る
.

(4
)
健
在
置
な
1~
鼠
交
通
事
主
主
で
あ
れ
ば
.
1
3
*
的
に
は
そ
の

i崎
で
の
示
以
と

な
る
(
i
.
(
I
J
i
t
へ
の
迩
絡
樹
仰
は
い
，)
1)
1.
解
決
が
つ
か
な
い

l割
合
や
.l
tdi
ll

の
示
談
に
相
手
が
f
.
t
じ
そ
う
も
な
い
i弓

合
符
は
.
両
当
事
者
{
当
n

は
illl
tf.

手
の
み
)
l
飼
っ
て
の
答
察
へ
の
出
!
1
i
'
f
促
す
な
ど
.
岱
憾
の
1首

位
を
と
る
こ

と
も

必
n

で
あ
る
.

(
5
)

人
身
交
通
寝
室
生
の
t
l
I
審
者
と
な
っ
た
t
.
a
会

1;1
..
J
I
l
図
の
11
;見
(
野
，
欠
J
1
i
の

~
m
状
況
苦
手
}
や
相
手
の
負
傷
の

li
!l
r-

IJ
を
I
I
/
J
~
し
た
上
で
.
必
要
で
め
れ

ば
.
自
分
の
張
、
タ
ク
シ
一
等
で
A
{
明
君
~
e
病
院
に
m
浴
す
る
な
ど
.
m
u
~
応

変
の
jf
jf
t
を
と
る
.

(
6
 )
司
T故

lJl
lg

で
I立、

i長
田
の
ト
ラ
ブ
ル
e
巡

り
る

た
め
.l
日l
Jl
の
i削

R
免
17

，
.
u
:
や
身
分
!
i
E
明
型
m
.JII1
11f
lJ
i
.
相
手
m
両
の
プ
レ
ー
ト
務
.
q
~
r
;
を

l軍
服

lf
に

I~
え
さ
せ
て
お
く
こ
と
.
自
身
の
身
分
有
に
つ
い
て
答
え
る
必
~
が
め
る

i司

会
1;1
..
(
御
主
人
の
)
氏
名
.
会
設
名
及

び
会
訟
の

?宵
i量

得
号

に
と
と
め
.n

宅



町

の
住

所
や
'i;
il
重
芯
号
l主

主
主
討
に
純
示
し
な
い
.

(
7
)
 
~!

!i
tに
お
い
て
扇
情
鷹
取
を
受
け
る

i耳
舎
に
俗
、
通
訳
可
能
な
伺
~
.
町

の
肉
{
牢

を
求

め
る
.l
ii
HI
H!
H!
}.

年
へ
の
ti
名
を
l
l
<
め
ら
れ
た
際
に

1;
1.
.内

容
を
十
分
に
硲
隠
し
た
よ
で
応
じ
る
.

6
.災

害
に
主
唱
す
る
備
え

(
 1
 )
消
火
お
-
e
:
，
組
側
し
、
IA
f宇

を
1.1

¥
.
目
し
て
お
く

.火
災
が
発
生

し
た
ら
1え
て

ず
に
初
期
消
火
に
跨
め
‘
必
II

に
応

じ
て
消

防
III

に
;
m
絡
す
る
.

(2
 )

鉱
層
住

宅
lこ

応
住
す
る
i晶

合
に
1;

1
.
.
平
織
か
ら
、
火
災
や
地
震
発
生
時
の

盗
J
U至
s
を
硲
隠
し
て
お
く

.

7
.銀

行
者

に
対

す
る

注
si
lu
n

(
1
)
 
l
í
ì
I
行
者
が
温
う
犯
罪
滋
寄
の
大
半

I~
.
ス
リ
や
鑓
号
I
~
.
道
上
狙
い
~
の

窃
盗

に
よ
る

も
の
で
.1
奇
に
.
~
.
I
!
や
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
.
レ
ス
ト
ラ
ン
.
デ

パ
ー
ト
等
で
多
発
じ
て
い
る
.
手
術
幼
か
ら
は
絶
対
に
g
を
総
さ
な
い
、
人

;
昆
み
の

中
で
l孟

砲
は

飽
き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
待
つ
、
役
蕊
.
l
l
i
貨
の
中
に

:n
重
品
を
a

置
し
な
い
な
ど
.
荷
物
の
管
理
を
飯
盛
に
す
る
.
ま
た
.
空
港
湾

の
ロ
ビ

ー
で
.
I
l
.
紛
ら
ぬ
人
か
ら
1主

し
か
け
ら
れ
た

1司
会
l孟

.
注
意
が
逸
れ
た

隙
に
手

荷
物
を
i育

ち
去
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
.
特
に
;
主
窓
す
る
.

(
2
 )
紛
失
し
た
り
浴
鎚
後
~
に
湿
っ
た
派
券

i立
、
変

il
iブ
ロ
ー
カ
ー
を
ì
i
!
I
じ

て
禿
n

さ
れ
た
i量
、
先
逃
各

国
へ
の
密
大
国
待
に
不
正
使
用
さ
才

L
後
8
、n

i
E
~
名
穏
人
に
思
わ
ぬ
金
銭
的
織

~t
!i

f)
~及
ぶ
こ
と
も
あ
る
.
ま
た
、
そ
の

íf
i:

のl
íì

I行
自
12
を
大
編
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
事
例
は
多

;~

め
る
.
総
数
は
肌
身
J
l
'
I
さ
ず
P1i
1唱
す
る
と
と
も
に
.
I
r
¥
'
に
所
在

を
窓
i語

ず
る

ほ
ど
.'
11
哩
に
1:1.
18
心
の
i主
;
Q
;
を
払
う

.

【
3)

ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド

の
不
正
使
用
主
主
苔
/
J
{
I笥

加
し
て
い
る
.
こ
れ
は

支

fJ
‘
い
阿
に
力
ー
ド
の
俗
~
!
M
3
を

I~
除
さ
れ
.
こ
れ
を
不
正
に
使
用
さ
れ
て

q
に
1L
え
の
Zよ

い
も
の

正
で
111
求
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
.
ク
レ
ジ
ツ

ト
)
1
-

~.
で
π
い

1句
会
す
る

1"
合

1.
1

.H
!
f
J
l
の
お
け
る
1苫

で
使
用
す
る
こ

と

，
 

i
 "I
)l
~
院
内
の
h
ー
ド

fO
fl

'U
:
ぜ
路
却
す
る
.
ま
た
.
容

11
\
じ
等
が
生
じ

，
 IU
""
;.
!

 ~・
rr

lt
1J
n
つ
え

1ま
え
η
の
行
沼
を
*
め
る
.
万
が
ー

.~
き
に
1
t
え

ヘ
い
お

!"
'q

喝
.~.

 ，
司
れ
に
r
_
:
.
1;
レ
!

ト
カ
ー
ド

会
社
tこ
i
U
ち
に
i
i
!
I

‘
 

Z
 

D.
緊

急
事

態
へ

の
備

え
と

対
処

要
領

1
 9
 9
 8
 ~手

5
月
.
ジ
ャ
力
ル
タ
を
中
心
に
各
地
で
ß
劫1

)1
先
生
し
.
約
9
0

0
0
人

の
を
ft
un

人
が

臨
時

便
や

チ
ャ

ー
タ

ー
使

で
国

外
に

退
避

し
た

ζ
と

lふ
今
な
お
払
ど
も
の

I，
~
に
笠
唱
し
く
綴
っ
て
い
ま
す

.
，1.
ど
も
は
.
こ
れ
ら

多
く
の
食
湿
な
外
慣
を
す
U
'II
と
し
.
今
後
の
危
機
宵
寝
に
役
立
て
て
い
か
な
げ

れ
ば
な

リ
~
せ
ん
.

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

1;
1
.
.
依
然
と
し
て
良
線
・
宗
教
聞
の
対
立
符
に
納
を
発
す
る

11
1
'
{
ヰ
が
各
地
で
倣
況
し
て
お
り
、
今
後
の
政
治
・
経
済
情
~
如
何
に
よ
っ
て
は
.

11
荷
な
動
き
が
活
発
化
ず
る
可
健
性
も
多
々
あ
る
も
の
と
!
!
わ
れ
ま
す
.
こ
う

し
た
精
鋭
の
中
.l
a
J々

の
緊
急
寧
悠
に
需

8
t高

か
ら
F事

え
て
お
く
こ
と
は
.
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で

:n;
ら
す
よ
で
の
必
要
不
可
欠
な
婆
素
と
言
え
る
で
し
ょ
う
.
二
二

で
1;

1
.
.
そ
う
し
た
4
t
1
l
や
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
上
で
告
書
喝
と
な
る
よ

う
.
一
応

の
l
5
'
草
と
心
情
え
を
犯
し
:
J
;
し
た
.

1
 • 

外
務

省
「

海
外

危
険

情
級

j
に

つ
い

て

外
務

省
l立

、
派
行
先
の
図
ゃ
;
都
在
先
の
，

i色
1設

の
治
安
状
況
<
?
を

5
段
階
の
危

険
度
に
区
分
し
.
r
:
主
怠
喚
~J

r
観
光
線
行
延
期
勧
告
Jr
淑

tr
lJ
!I

Iß
勧
告
J
r
~
~

t草
沿
道
勧
告
Jf
il
l
滋
勧
告
Jの

51
盟
郊
の
i錆

外
危
険
1胃

級
を
突
出
し
て
い
ま
す
.

各
々

の
迎

旨
1;

1
.
以
下
の
通
り
で
す
.

0
 
危
険
度
H

;主
t
l
:
~
島
起
j

渡
航
及
び
滞
在
に
当
た
っ
て
は
通
常
以
上
の
特
別
な
i主

:
e
が
必
妥
と
さ

れ
.
必
婆
な
安
全
対
E誌

に
つ
い
て
i主

窓
を
喚
起
す
る
も
の
.

O
 

危
険

度
2r
u光

旅
行

還
問

勧
告
j

I!
!光

2専
を
8
的
と
す
る
不
~
の
;
.
t
l
伐
の
延
期
Æ:
勧
め
る
と
と
も
に
.
状

況
に
応
じ
た
;
主
t
'.
を
仏
う

ζ
と
を
勧
め
る
も

の.
--
U.
;究
に

よ
り

縞
行

お
の

お

簡
を
勧
め
る

i副
会
も
あ
る
.

0
 
危
険
度
3
f
滋
A
.
tl
;t
~J
l勧
告J

全
部
約
九
五
滋
I
U
¥
の
怒

織
を

勧
め

る
と

と
も

に
.
状
況

に
応
じ

た
，主

窓ぞ
い

!
l
，
う
よ
う
勧
め

る
も
の
.状

況
に
よ

り
取
締

が
:干
す
名
の
品
偲
を

It
め

る
!f
l

合
も
あ
る

.



ト・
・・

o
 t
主
役
反

4
f家
a
~
写
退
!
!
勧
告
J

返
さ
.
寺
H
量
げ
に
必
褒

fよ
i畠

舗
を

行
う

よ
う

勧
め

る
と

と
も

に
.

家
t室

等

の
事
情
f
.
)f
，
キ
す
者
に
t
I
し
て
1:
，安
全'
.s
:I
lI
O
也
i草
}
へ

の
退

霊
ま

た
は

本
邦

へ
の

引
j喜

げ
を

勧
め

る
も

の
.

0
 

危
険

度
5
f
退

避
勧

告
j

当
l，r

;t色
に
滞
在
し
て
い
る
全
て
の

Jß
人
に

~1
し
て
安
全
な
包

(J
邑
峨
}
へ

の
i
I
.
l
.
滋
ま
た
は
本
州
へ
の
引
1明

げ
を

勧
め

る
も

の
.

2
，
平

]
f
.
の
心
情
え

(
 1)
 
I肝

E入
手

方
法

の
ほ

立

~
~
，
恕
態
発
生
時

I立
.
い
か
に
疋
憾
な
h'

lt
fl
を
入
手
す
る
か
が
m
婆
な

ru

と
な
る
.
平
素
か
ら
.
各
II

I
!
情
緒
の
コ
ン
タ
ク
ト
先
を
校
怨
し
た

り
、
日
本
人

会
へ

加
入

し
て

去
早

〈
情

"
を

入
手

出
来

る
よ

う
に

す
る

な
ど

‘
1青

箱
入

手
方

j去
を

徒
立

し
て

芯
<

.

来
緊

急
事

悠
完

全
崎

の
ft
i量

の
安

否
硲
m

の
方
法
{
ま
.
震
を
す
る
皆

績
か

ら
徒

出
し
て

い
た

だ
い

た
『
在

留
届

j
が

基
従

と
な

り
ま

す
.

f在
留

信
JI
手
.
い

わ
ば
外

国
で
.
Ui
す

る
際

の
住

民
登

録
で

あ
り

.

3
'.T
月
以

上
滞

在
す

る
予

定
の

あ
る
n
l<l.
.
必

ず
総

領
事

館
に
i是

お

し
て

下
室

い
.
ま
た

ー
結

局
，
tr

..
~，
出
生
記
事
に
よ
る
家
主
主
の
異
動
事
項

が
生

じ
た

喝
舎

に
は
rl
i! 
W~

lJ
l J

JU
1~
史
昂

j
を

.帰
留
の
際
に
は

f~
事
m

Foi
Jを

提
出

す
る

よ
う

に
し

て
下

さ
い
.

(
2

 )
総

務
Z専

の
管
:
宝

hi
I
券
.
出
回
・
1耳

入
国
許
可
liI
.
~r

，m
t
U
iI
明1

!}
(
S
K
L
D
)
，
滞
在
終

司
I
i
(
K

1
 T
 A
 S

 H
'f
l;j"

い
つ

{
司
自
身
で
も
拘
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お

<
 • ;
tた
，
m

早
の

事
T9
hl
lAf.
Rf

.)
!慨
に

6
ヶ
月

以
よ

で
あ

る
こ

と
を
w
m

し

'
(
J
3
 <.
 湾

!''
íl
守
可
.

:f
:国
・
例
入
問
n
可

Q~
i1
手
伎
会
:
写
の
た
め

.移
民
局

に
総
傍
E

f員
じ
て
い
る
間

lζ
，.

~色
11'

1尽
力

f先
生
し
、

z本k
主邦E
へ
宅
引l
き

i拘司

"る
る
sあう
E
ιμ1

，工
じ.
ムに

t喝自
合
1μ
:‘
F陀s

飢
111
m
で
f
司
図
の

た
め

の
2窓霊

続

3猿~
J口2

え
E恰2

し:1
'川'
，
，'

T
Iド
"、

，ロ」
1
句

f\与
1にご

『早
I~
~
めr内'
J~
.
め
に

3幻
:~

応む
vナI
る
よ
う
お

"'
11可
tい、
し

-
、.

※
 
長
期
滞
在
者

I~
.æ
図
に
織
し

，r
滞
在
終
句
r
u
を
所
信
の

~}
良

馬
へ

侵
出

し
.
rt
包
図
鈴
吉
I箆

(E
却
t
Pe
rr
nt
) 
Jを

11
1
時
し
r.
t
lす
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
.
ま
た
，
i1.:
8.

再
入

国
す

る
た

め
に

は
.0

耳
入
国

鈴
可
I
i
(R

e
-明

Ir
y
P
e
r
m
l)
J
も

必
要

で
す

[婦
問

滞
在

者
に

つ
い

て
は
.
f;;r， 

l'.E
 I
干
可

li
IJ
の
取
得
手
続
き
は
不
~
で
あ
り

、í
tt
っ
て

.

出
国

の
似

の
f出

悶
I午
可
l
i
I
Jの

取
得

も
必

要
あ

り
*

せ
ん

.
)
.
な

お
.7
/1
怠

l)1
~~~

 
~
1
E
e~
に
「
出
回

1午
官T

li
IJ
の
取
得
力

f図
ft

WJ
Il

会
に
I;
t
III
制
III
fi
Il
に
4日

総
し
て
下

さ
い
.

3
)
 備

務
局

.
S'M
~
j
~
出
レ
品

E干
の

~r
(ìjñ

食
料

.
飲

t~
水

状
況

に
よ

っ
て
1:
.r

I
い
物

の
た

め
の

外
出

が
図

匂
に

な
り

.
あ

る
い

は
‘

し
ば
ら
く
の
問
自
宅
で
拘

ti
ず
る
方
が
安
全
忽
こ
と
も
予
~
さ
れ
る
の
で
.

1
 0
日
間
飽
き
主
，
孟
出
来
る
湿
度

の
R
P
.欽

η
水

の
偏

需
を

心
jl
J
け

る
.

金
銭

l
i
I
怨
の
緊
迫
に
よ
り

.
銀
行
の
!
'
1
U
買
が
予
怨
さ
れ
る

の
で
.
国

外
i!U

!
の

た
め
の
金
銭

{外
貨
及
び
出
田
俊
1
0
0
万
ル
ピ
7

.空
，塁
使
用

~-
I5
方
ル

ピ
ア

}
を

翁
掬

す
る

こ
と

を
心

凶
け

る
.

・
3査

滋
ラ

ジ
オ
Z専

の
i奇
a

し
品

!ll
t惑

が
懇

化
し

て
く

る
と

、
N

H
K
の

洛
波

紋
i孟

に
よ

リ
治

安
状

況
が

自
主
迭
さ
れ
る
の
で
、
予
め
続
波
ラ
ジ
オ
(
予
備
慌
;
也
~
合
め
)
を

i草
備
し
‘
日

本
絡
級

i去
の
周
波
紋
や

h~
滋
時
間
徴
金
6
i
C
W
し
て
お
く
.
*
~
~
，
照
お
や

1\
1:

中

電
灯
将
、
v
.
急
時
に

l奇
ち
出
す
も
の
に
つ
い
て

1;;
'.
平
~
か
ら

!il
i;

両し
.j

'i' 
'f'f 

i弓
所
を
Ó
f
L
~
し
て
お
く
.

74
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
館

内
で

の
箔

;廃
ラ

ジ
オ

の
間

入
(
;
t
図

的
で

す
.

FS
担割

自
主
bm

l;t
常
1こ
!.
1
備

し
.J

:!
l
lf
:
t
早
め
早
め
に
!
~
;
ã
し
て
お
く

.

(
4
)

そ
の

他
1'Il
，i;!.

す
ベ
さ
1
I1
11
1

才
一
プ

ン
チ

ケ
ッ

ト
の

準
備

5
1'1

f.l
紛

の
m

に
l:t

.餓
~
会
伎
の
発
森
カ
つ
ン
タ
ー
に
チ
ケ

ン
ト
を

間
入
の
た
め
の
G
.
t:

の
f'

lが
て
ミ
て
火
支
.
:
1
~~
し
た
こ
と
か
ら
.
，

11
{の

事f

i!)
!J
r下
iE

さ
打

る
U，
j合

に
(;i
.
in

(1ら
に
オ
ー
ブ
ン
デ
ケ
γ
ト
を

r:1
.入
し
~



t.
 

F
 

L~
、

め
に
予
約
を
入
れ
る
な
ど
.
9
&
を
絞
ん
だ
$
を
111

じ
る
.

家
n
r.
，の
il
!絡
休地

寄
~
~
の
そ
の
自
の
行
動
を
京
成
金
!
l
.
1

'J
fj

E!
J
し
て
お
く
と
と
も
に
.
i
T
i

E主
に
も
浜
帯
電
信
を
周
恋
す
る
は
ど
.
い
つ
で
も
i里

絡
が
と
れ
る
よ
う
策
を

i島
じ
る

.

-
保
険
へ
の
加
入

海
外
傷
苔
~
険
.
火
災
伊
\~

l.
盗
鈍
保
険
.
自
動
鹿
保
険

t専
に
加
入
し
て
お

<
.
 

3
.
 緊

急
車
績
が
発
生
し
.
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
li
合

の
対

応

(
 1
 )
歪
ほ
な
I
~
m
を
入
手
し
.
状
況
を
i
E
し
く

le
!湿
す
る
と
と
も
に

.流
言
に

怒
わ
さ

れ
た
り
.
n
J
~
心
1
]
1
に
令
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
な
<
.
i令

併
に

行
動
す
る
.
ま
た
.
j~
人H

l1
i
M
で
~
æ
な

im
絡
を
と
υ

.I
n
~明
の
共
行
に
~
~

め
る
.

浅
草E
急
事
態
f
)
l
~
!
t
し
.
~
た
は
.
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

i語
会
に

は
.
大
使
館
及
び
総
fJl
1J
l
m
l革

.
ジ
自
力
ル
タ

・ジ
ャ
パ
ン

・ク
ラ
ブ
(r

J
 

J
 C

，，
:ジ

ャ
カ
ル
夕
日
本
人
会
}
と
緊
乏
な
i
!
1
l
¥
を
係
ち
つ
つ
.
~
2

ì!
! 

絶
句
及
び
大
使
館
イ
ン
タ
ー
ネ

J
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
符
に
よ
り
、
苛
時

I
U!l
.の
i星

決
妥
ぴ
lこ
必
D
な
UH

置
に
つ
い
て
迩
絡
し
ま
す
.

'
2

 )
生
命
.
身
体
.
M
~主
符
に
危
径
が
及
ぶ
か

、ま
た
は
.
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る

lq
合
に
は
‘
ホ
テ
ル
、
あ
る
い
は
‘

各
企
祭
の
決
め
た
総
合

ttl
所
へ
澄
Sit

し
.

rl
it

'lí
~
終
答
に

1!1
助
を
求
め
る
な
ど
の

tfj
盟主
を
と
る
.
た
だ
し
.
11

m
に

よ
っ
て
は

.
自
宅
で
1奇

慨
す
る
方
。
が
き
安
全
な
こ
と
も
あ

り
ifl
る
の
で

.佼
然

妄
も
~1

;1;
li!
む

.I
!!
外
で
l
1
;
r
.t
が
nn

こ
え
た
ら
.
A
の
近
く
に
採
ら
な
い
.

:': 
íf

i滋
次
況
ま
l
!

;~
火
低
郎

(1
と
箔
l
J
ì
飽
}
に
海
銀
レ
て
下
さ
い
.

3
)
 
;
:
H
k.
;~
1H
!~
i
!
(
ラ
ジ
オ
ジ
?
パ
ン
か
ら
の

f耳
切
入
手
に
つ
い
て
も

fll
.!:
:
古
る
.

丘
ヌ
:f1
:!!
1
:.. 
F

・.~
IJ:
 J
2:

に
J

る
~

，'
.;

3U
l
!共
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

正
す
が

.:
 

.. 1
 

::i 
1-' 

l'.
~ t

.~'
に
つ
い
~
，

I;t
.

主.
~~

~F
.!

fo
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.
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す
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大統領選挙法が成立

政党だけでなく、回会夜間をi守たない小J"，

党も他党と連合を組めば、大絞領選挙d

参加が可能となった句

ニ00九年の大統領選からは、議席ギ一

五%以上、 むし<IH写真言ヰ二0%以上と条

件が厳しくなる

立候補者の詰f;皮・緩RE.t.芭j十

年以上の求JflJq'弓;;~汁.;jJ~・f

は、有~~がf拡に t 7:人打.I工.

止されて~ '1'-わ、，".カ 't " 9~L' Jで・

「被告人 i)j 1品。JuJ!:itUl‘ 

者j のみがjit止されることに i.:

た、学l!主規定についてら、立f芋マムー

学mlti:、高卒J;.uてとZEめられた

こ;il1:" (/)妥協は、公金被告買事・

q)アクパヰ ・タンジ.品ン国会注i.

Jレ党'兵~ idiべ1 (:  1、ネシ7";た。

ラ:， j，: '1二、片山メえfワテ f寸ζテイよもf

党党苦)の立候補会可能にする

がむ号I1.たhので、政治;正ゐマ
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小政党も擁立可能に

被告人の出馬も容認

国会は七回、本会議を隠さ、来年七月ご

ろ、インドネシアで初めて留民投棄で笑絡

する大絞領選挙の実施細則を定めた大統領

選挙法を全会一致で可決した。大統領候補

の擁立条件や立候補資格をめぐり、法案審

議が紛糾していたが、条件を緩和すること

で各党の妥協が成立。議席獲得率三%以上

の政党や政党連合に大統領候補の機立を認

め、法廷で係争中の被告人であって も大統

領に出馬できるという世界的にも例のない

おおらかな内容に終ち若いた。

国会特別委のテラス ・ナラン委員長によ

ると、同日国会で成立した大統領選挙法

l立、十五章、百三粂から成る。

政府案で、国会議席獲得率が二0%以上

だった正副大統領候111iの擁立条件は大幅に

引きドlfられ、二00四年の大統鎖選{こ限

り、国会議員選挙で三%以上の議席か、

五%以上のf.(}品需を得たi!&}t;J~ ， lび政党i型合

に正反1)大統{筑の擁立が認〆)fj.tl t-.。
闘争民ヰ主党など単独でd下降立が可能な大



編集後記

• rグノレシウスJ復刊の話は、本誌にも記しました通り昨年の語長から出ており

ました。しかし、このグータラ。送り出すまでに時間がかかり失礼しました

中には入会の挨拶文を寄せて下在ったのですが、この発干IJまえに任期満了帰

国となった方がおられ、退会の挨拶も併せて番いていただくニとにもなって

しまいました。申し訳なく忽っております〉際制。

- 会長の 「ご挨拶Jの中にもありましたが、 2001年2月に北スラウェシ州

がゴロンタロ州、lと北スラクェシ州に分かれたことから、 f北スラウェシ・ゴ

ロンタロ列。|日本人会Jと記すべきではとのな見が出ましたのしかし、会の名

前には f州Jの字はなく政治区画と言うよりも地域的観点から、会長の意向

にも配慮し、元の名前で記述させてもらいました。慈しからずご了承下主い。

- 今回は、皆様のこの閣での体験談と随忽といった内容のものが多く 、編集を

終わってみますと、これまでの「タルシウスJとは少々趣きが遣ったものに

なってしまったようです。

- 新聞洋子先生のお計らいで、 iヒスラウェシ州の学生弁論大会に参加した、ー

低から三位までの入1賞者の原稿を掲殺させて頂くことができました。現地の

若者の予言に触れることが出来、幸いでした。新問先生は8月中旬にはお帰り

とか。今後、縫々のご発展をお祈り致す次第です。それにしても、この三名

の内二名は、マカッサノレでのスラクェシ地区大会でも入賞との夢、働け替え

の然い*ffl毛らしい土産を澄いて行かれる訳ですね。

- さて、来年、この国は選挙と言う f熱いJ年になります。それも、新しい選

挙法に基づくものです。混乱が予想されますし、全国を異常な昂ぶりが支配

し、異様なま手間気となります。現在、巷のあちニちに、いろいろな党のいろ

いろな旗がたなびいており、既に前哨戦は始まっております。まずは、 これ

に巻き込まれてあらぬ自で>tられたり、過激な動きに巻き込まれないよう、

注窓していこうではありませんか。

- 求祭ながら寄稿下さったプ'y1"に謝意を表させて頂きます。この 『後記Jを脱

縞してホットしています。では、、、、、

200 :!年お月吉日

石野赫
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